















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　まぁ、いろいろあって、俺はこちらの世界、言うところの異世界に残ることになったわけだけど。

　残って皇帝業を続けることになったわけだけど。

　その選択がよかったのか悪かったのか。

　なんてことをじっくり考える暇ひまもないくらい、皇帝の仕事は忙しかった。

　たとえお飾りでもお神輿みこしでも、皇帝である以上、最終的な決済書類は俺のところまで上がってくるから、それらにサインを入れるのが皇帝の主な仕事になるのだが、これがどうして、なかなかの難物だった。

　まずサインに慣れてない。

　欧米人なら、支払いの時も受け取りの時もサインをするんだろうけど、日本人である俺は、通常の生活の中でサインをすることなんか、ほとんどないんだ。

　大抵は印鑑を押すだけ。

　あるいは暗証番号を押すだけ。

　たまにクレジットカードを使うときサインをすることはあっても、書くのは漢字で、ローマ字で名前を書く経験なんかない。

　しかも、こちらの文字は、現代世界のアルファベットとはちょっと違っている。

　はっきり言って書きにくい。

　サインを書き慣れていない俺は、こちらの文字で作った皇帝のサインを何十回、何百回と繰り返し書くことに、すぐに倦うみ疲つかれてしまった。

　おまけに内容がわからないままにサインしているわけで。

　帝国語はまだろくに読めないから仕方がないのだが、これでいいのか？　という精神的な負担もけっこう堪こたえる。

　しかも書類はあとからあとから湧いて出てくるから、一向に仕事が終わる気配が見えないのも辛つらい。

　例えば。

　夕方の五時には終わらなくとも、夜の七時、八時になれば、積まれた書類の山も低くなっていく……というのなら、もう少しだ頑張ろう！　って気にもなるんだけど、山が少し低くなったかな、と思う間もなく、次から次へと書類が運ばれてくるんだよ。

　朝だろうが昼だろうが夕方だろうが夜だろうが、遠えん慮りよ会え釈しやくなく運ばれてくるんだよ。

　グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエによって。

　このときばかりは三人の美人秘書官が、鬼か悪魔の化身じゃないかと疑ったほどだ。

　一度、俺を過労死させる気か!?　とマジギレしかけたんだけど。

「何を仰おつしやいますか。陛下ならできます」

「陛下はやればできるお方なのです」

「弱音を吐はくお姿は偉大なる陛下には似合いません」

　などと言われると、怒る気も失せていく。

　あと、夕ゆう那な氏に、

「時給二万円分は働いてもらわないと困ります」

　と言われると、ぐぅの音ねも出ない。

　たしかに時給二万は超高給だけども。

　今もう一度、この仕事を時給二万円で引き受けますか？　と訊きかれたら、俺は即座に「否いな」と答えると思う。

　肉体的、精神的な疲労を考えると、時給三万円でも引き受けたくはない。

　もう手遅れだけどね。

　後悔先に立たずとはよく言ったものだ。

　でも、侵入してきた異民族を撃退したあのときは、今までに味わったことのない達成感があったのは確かで。

　充実感、満足感があったのは確かで。

　それは俺がいた世界では、なかなか得られないものだ。

　何しろ現実世界では、入社したばかりのぺいぺいだったからな、俺は。

　帝国を支えるお歴々に「さすが」だの「見事」だの「大したものだ」など言われたら、そりゃあ嬉うれしくて舞い上がってしまうってもんだろ。

　まぁ、嬉しくて舞い上がってやる気になった結果が、来る日も来る日も続く書類仕事だったわけで、上手いこと乗せられ操られてるな、とは思うけど。

　異世界には労働基準法なんか施行されてないから、労働条件の改善を要求しても無駄な話で。

　ストライキなんかした日にゃ、契約不履行で捕まって牢ろう獄ごく行きだ。

　人権なんて概念がないこの世界で、犯罪者として捕まったらどんな目に遭あうか、考えただけで怖おぞ気けを震いそうになる。

　ということで、俺は毎日、皇帝に相応ふさわしい華麗な衣装を身に纏まとい、歯を食いしばって仕事を続けるしかなかった。

　ただ、繰り返し繰り返し、朝から晩まで、延々とサインをし続けることにはどうにも耐えられそうになかったので、印判に変えてもらった。

　印判というか、歴史的に言うところの「花か押おう」って奴だな。

　これでだいぶ楽になった。

　何しろ朱肉を付けて押すだけでいいんだから。

　決済できる書類の数も増えた。

　どうせサインをしようと花押を押そうと、中身を読んでいないのには変わりがないんだから、俺としては楽なほうがいいに決まってる。

　大抵の書類には担当大臣や宰さい相しようのサインが入っているので、俺が読もうと読むまいと実害はないから、そこは気が楽だ。

　とはいえ、まったく何も知らないまま花押を押すのも気が引けるから、大雑把な内容はグリナマルナやスクレィニ、フリエフリュエに要約してもらっている。

　なので、おおよそのことは把握できるんだけど、要約をじっくり聞いているとすぐに山が高くなってしまう。

　そこで、大した内容じゃなさそうなときは要約を途中で遮って、「ＯＫわかった！」と言って判を押してしまうケースが多々あった。

　だって「兵士の食事に供する野菜スープに使うジャガイモを、◯◯州産の物から△△州産の物に換かえたい」なんていう書類まで回ってくるんだぜ？

　それって皇帝に確認取る必要があるの？　担当部署で決めちゃっていい案件じゃないかな？

　でも、グリナマルナに言わせると、
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「それを言い出すと、担当部署で決めていいことと、もう一つ上に回すことと、さらに上に回すことと、陛下にまで回すことを決める作業が必要になってきます」

　ってことになるらしい。

　スクレィニやフリエフリュエも、

「それを決めるのは、とんでもない大仕事になりますし、決めたところで、判断のつかない案件や書類は必ず出てきますから、結局、『これは如何いかがいたしましょう？』と言って陛下のところまで回ってきます」

「ですから、帝国の運営に関わる場合は、すべての書類を皇帝陛下に回してしまうのが手っ取り早く、間違いがなく、安全で安心なのです」

　と言っていた。

　それにしてもジャガイモまで……いや、兵士の待遇は国家運営に関わる重要事だ、と言われれば、そうかもしれないけど。

　すべての権限が皇帝に集中している──実質的には宰相や各大臣が担っているのだとしても──国家だと、そんなものなんだろうな。

　そういう組織では、お偉いさんや役人たちにとっては、トップのところまで回してしまうほうが、たしかに手っ取り早くて安心なのかもしれない。

　皇お帝れの肉体的、精神的な疲労を考慮しない限り。

　そして彼らは考慮しないと来たもんだ。

　こうなると、皇帝って、体ていのいい社しや畜ちくだよな。

　社畜というか、国こく畜ちくというか。

　などと、泣き言や恨み言をこぼしていても書類の山は低くならないので、俺は両腕をフル回転させ、毎日毎晩、書類に印判を押し続けているんだ。

　俺に腕がもう二、三本あったら、とマジで思えてくる。

　三さん面めん六ろつ臂ぴの阿あ修しゆ羅らが羨うらやましいぜ、まったく。

　阿修羅か……久しぶりに阿修羅像を見に興こう福ふく寺じへ行きたくなってきた。

　というのはさておいて。

　ただ、サインから印判に変えて決済のペース自体は上がっていたので、グリナマルナたちも夕那氏も宰相も喜んでいた。

　もっとも宰相辺りは陰で、

「陛下の決済ペースが上がったのなら、もっと仕事を回しても平気かも」

　くらいのことを言ってそうな気がするけど、あまり考えるのはよそう。

　ペースが上がったというだけで、朝から晩まで大量の書類の山と格闘し続けるという俺の毎日は少しも変わっていない。

　さすがにその状態が一ひと月つき近くも続くと、俺は疲ひ弊へいしきってしまった。

　肉体的にも精神的にも。

　集中力が途切れてポカミスは増えるし、仕事中に居眠りはするし。

　見かねた夕那氏が、

「そろそろ休暇を入れますか」

　と言ってくれなかったら、俺はノイローゼになっていたかもしれない。
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　休暇と言っても、休めるのは一日だけのこと。

　まったく帝国は人使いが荒くて困る。

　俺が夕那氏にそんな不満を漏らすと。

「宰相以下、帝国首脳たちは休む間もなく働いているのですから。陛下の元いた世界だって同じようなものでしょう？　ほら、いつも、月げつ月げつ火か水すい木もく金きん金きん、ってかけ声をかけているじゃありませんか。あと、休むな一億火の玉だ、とか」

　今どき月月火水木金金だなんて言ってる奴いない。

　あと、最後の！　聞いたことないけど!?

「一日でも休みが取れるのは幸運だと思ってください」

　酷いな。現代のブラック企業よりブラックじゃないか、帝国。

「で。お休みはどうなさいますか？　また離宮に行ってマルナたちと露天風呂でいちゃこらしますか？」

　心が動かされる提案だけど……でも、体が動かない。

「ここで、皇帝宮でゴロゴロしてますよ。とにかく体を休めないと、マジでヤバイ気がするんです」

　子供や妻に愛想を尽かされそうになっても、週末、ずっと家でゴロゴロしている働き過ぎサラリーマンの気持ちが少しだけわかった気がする。

　っていうか、うちの親父もそんな感じだったからな。

　それでも、たまに家族を旅行に連れていってくれたんだから、親父、偉かったわ。

　俺、この状態で家族サービスなんか、絶対にできんわ。

　今さらながら父親に対して頭が下がる思いだった。

「そうですか。そうですね。陛下が暮らしていた現代では、働く日と休みの日が、しっかりと分かれていて、一週間がそういうサイクルで回っていましたからね。陛下の体や心は、あのサイクルに慣れきっているので、こちらの世界での生活が苦しく感じられるのでしょうね」

　そうなんだよな。

　あと二日働けば休みが来る、とか、明日は土曜日で休みだ、とか思えば、自然ともう少し頑張ろうって気になるもので。

　ここだと、その短期的な目標が立たないから辛いんだよな。

　実質的な仕事量は新人編集者のときとそれほど変わっていないような気もするのに。

　雑誌みたいな定期刊行物は進行を厳守しなくちゃいけないのに、締め切りを守らない書き手が多いし。

　単行本なんか、もっと守らないし。

　雑誌と本の校了が重なると、何日か家に帰れないこともあったし。

　編集部の片隅に並べた硬い椅い子すの上に寝るのと比べれば、とりあえず夜はふかふかのベッドで眠れるだけ、今のほうがマシな気もするんだよな。

　でも消耗度は段違いだ。今のほうがキツイ。

　なんでだろ？　責任感の違い……なのかな？

「まぁ逆に言うと、のべつ幕なしに働き続けるこちらの生活サイクルに慣れてしまえば、そんな苦しさもだいぶ解消しますよ。要は慣れの問題です」

　うおい！　そんなふうに慣れたくないんですけど！

　夕那氏も酷いことを言う。

　のべつ幕なしに働いて、それが普通だなんて思う日が来たら、もう完全に社畜化完了だろ。

　俺が勤めているの、会社じゃなくて国家だけど。

　しかも俺、国でいちばん偉い皇帝のはずなんだけど。

　この世界じゃ、というか帝国じゃ、偉い人ほど働くものだなんていう意識が国民全体に染み渡っているみたいだしなぁ。

　帝国のお偉いさんが俺にもっと働けって言うのも、彼らにしたら俺をこき使おうなんて意識は全然なくて、むしろ当然っていう感覚なんだろうな。

　だからこそ、余計に辛いんだけど。

　はぁ、仕方がないな。

　俺は心の中で盛大にため息を吐ついた。

　時給二万円に釣られてバイトの募集に応募し、契約書を交わして、この異世界へ来てしまったのは俺の責任だ。

　今さら逃げ出すことはできない。

　そもそも、こんな異世界で逃げ出したら、俺は野の垂たれ死じぬだけだ。

　そんな俺の弱みを承知しているから、夕那氏は強気に出てるんだろうけど、それでもこちらの体調を気遣ってくれるのはありがたい。

　彼にしたら、せっかく連れてきたよく働く現代人に病気にでもなられたら困るという、そんな意識なんだろうけどね。

　ま、いろいろ不平不満はあるけど、それは現代で働いていたときだって同じだし。

　ここでの仕事──皇帝業が最悪最低というわけでもない。

　やりがいはあるし、だいいちバイト代は超高給という水準だ。

　皇帝業が上手く行ったときの充実感、達成感は、現代のときの比じゃないし。

　だから、体と心を壊さない程度に頑張って働いてお金を貯めて、バイト長者になって現代世界へ還かえろう。
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　そして二日後──。




　夕那氏が各所に根回しをしてくれ、俺は明日、待望の休暇が取れることになった。

　朝早く起きなくて済むのは久しぶりだ。

　日付が変わった頃、俺は朝寝ができる幸せを嚙かみしめつつ、皇帝用の豪華なベッドに入った。

　入ったのだが。

　翌朝、八時頃、俺はグリナマルナに叩き起こされた。

　ちなみに秘書官の三人は、朝、俺を起こす為に皇帝の寝室に入る自由を得ているから、情け容赦なく起こしに来る。

　いや、でも、今日は休日だろ。

　思う存分、朝寝を楽しめるはずだろ。

　寝ねぼけ眼まなこで、俺はグリナマルナに文句を言う。

　今日の彼女の出で立ちは、セーラー服（擬もどき）だった。

　もちろんミニスカだ。超を付けてもいいくらいの。

　化か繊せんとかないし、裁さい縫ほう技術も人手が頼りだし、本物のセーラー服に合わせるスカートのように見事なプリーツは望むべくもないんだけど、そこは我慢するしかない。

　最近は、仕立屋に作らせたいろいろなコスを、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエに日替わりで着せて目の保養に充あてている。

　いや、言いたいことはわかる。

　だけど俺にはもう、このくらいしか日々の楽しみがないんだ、許してくれ。

　って、誰に言い訳しているんだ、俺は。

　それに着てる本人たちが喜んでいるんだから、いいじゃないか。

　そんなミニスカセーラー服擬きを着て寝室に現れたグリナマルナは、しかし、いつもと少しばかり様子が違った。

「昼まで寝かせてくれるんじゃなかったの」

　俺が咎とがめるような視線を送っても、彼女はぴしゃりと言い返してきた。

「それどころではございません、陛下！」

「は？」

　グリナマルナの口調に何やら違和感を感じた俺は、布団の中で体を回転させ、寝ぼけ眼を彼女に向けた。

　グリナマルナの顔色が悪い。

　表情が硬い。

　目が見開かれてる。

　俺は嫌な予感に跳ね起きた。

「まさか！　また蛮族でも侵入してきた!?」

「いえ、そうではございません」

「よかった」

　帝国の屋台骨を揺るがすような軍事的危機、というわけではなさそうで、俺は安あん堵どの息を漏らした。

「ですが、ある意味、蛮族よりも厄介な事態が起きました」
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「え？　どういうこと!?」

「黒こく死し病びようの発生を伝える早馬が帝都に駆け込んで来たのでございます」

「っっ！」

　俺の眠気は見事に消し飛んだ。
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　黒死病──つまりペストのことだ。

　現代世界の話なら、もう過去の伝染病……というのは言いすぎかもしれないが、少なくとも日本では何十年も発生していない。

　パンデミックの虞おそれがある病気ではなくなっているはずだ。

　でも、この世界、この時代では、たぶん恐ろしく危険な病気なんだろう。

　グリナマルナの思い詰めたような深刻な表情が、黒死病の厄介さ、恐ろしさを何より雄弁に物語っているんじゃないか？

　そう思ったから、俺は彼女に確認してみた。

「黒死病って、この世界だと、どのくらい危ない病気なの？」

「いったん流行してしまうと、収める術すべを持ちません。村や街を捨て、病気が発生した土地を封鎖して流行が収まるのを待つしかないのです」

　グリナマルナは俺に縋すがるような目を向けてきた。

　けれど俺に何かできるかと言われても、どうしようもない。

　俺は医者じゃないし、ペストに効く抗生物質だって持ってない。

「ちなみに、以前流は行やったのはいつ頃？」

「さて、どうでしょうか。ここ百年くらいは流行していないはずですが」

　なるほど。前回に流行ったのは、かなり昔なんだな。

　現代から何人かがこの異世界へやって来たけど、黒死病（＝ペスト）に遭遇するのは俺が初めてってことか。

　嬉しくない初はつ体たい験けんだな。

　しかも、よりによって俺が皇帝をやっているときに、だもんな。

　誰か別の奴がやってるときにしてほしかった。

　それに、今回は歴史オタクとしての俺の知識も、あまり役に立ちそうにないぞ。

　俺は中世のヨーロッパで黒死病が猛威を振るったことは知っていても、黒死病の治療法とか予防法とか、ほとんど何も知らないんだからな。

　う～ん、困った。こういうとき、ネットに繋つなげないのが痛い。

　ウィキペディアでも知ち恵え袋ぶくろでもなんでもいいから、黒死病、というかペストについて、あれこれ知識を仕入れたかったな……ん？　いや待てよ。

　そういえば、夕那氏が現代から還ってまだ数日だったよな。

　ということは、まだ現代とこの世界を結ぶ時じ空くう穴けつが開いているのでは、ということに俺は思い至った。

　だったら、俺は現代社会へ還れるんじゃないか？

　すぐグリナマルナにその事を確認したら。

「陛下は危機に見舞われた帝国を見捨てて元の世界へお戻りになると仰いますか!?」

　目を見開いたグリナマルナが悲鳴のような声を上げたので、俺は慌てて首を左右に振った。

「違う違う。いったん還るけど、すぐに戻ってくるよ。現代ならペスト……黒死病対策に関する知識を得られるからね。対策とか予防策を現代世界で仕入れてくれば、こちらでも有効な策が打てるだろ？」

　黒死病に効く薬があれば、それがいちばんいいんだろうけど、数百人分、数千人分、いや数万人分は必要か？　そんな大量の薬なんか用意できっこないし。数十人分程度だったらなんとかなるかもしれないけど、それじゃ焼け石に水だろ。

　いや、医師でも薬剤師でもない俺が抗生物質を手に入れるのは、たとえそれが数人分でも無理か。

　仮に手に入れたとしても、誰に使うのか、という問題が出てくる。

　いったん黒死病が流行したら、数千人、下へ手たすりゃ数万、数十万人規模で死者が出るんだからな。

　記憶があやふやだけど、たしか十四世紀頃にヨーロッパで起きた大流行だと、一千万とか二千万とかの死者が出たんじゃなかったっけ。

　それほどの罹り患かん者しやがいたら、数千人分の薬があったとしても、患者の選別を行わなきゃならない。

　薬のおかげで助かった人はいいだろうが、助からなかった人の家族や親族がどう思うだろうか。

　何な故ぜあの人は助かって、何故うちの人は助からなかったのか。

　何故あの人には薬を使って、何故うちの人には薬を使ってくれなかったのか。

　薬の数に限りがあれば、必ずそんな話になる。

　大切な人を失った人々の不平不満は、黒死病対策を行った帝国に向かうことになる。

　蛮族の侵攻とは違う形で帝国の屋台骨を揺るがしかねない由ゆ々ゆしき事態だ。

　そうだな、だから現代の薬はなくていいと思う。

　むしろ持ってこないほうがいいだろう。

　けれど、ペストの流行を抑える為の方策は仕入れたい。

　この世界、この時代でできる範囲で最大限のことをしておきたい。

　おそらくこの時代の医者の知見では、流行を阻止するのは無理だろう。

　ペスト菌の存在すら知らない可能性が高い。

　だから、ある程度まで確実な対策を仕入れたいんだ。

　というようなことを、俺は諄じゆん々じゆんとグリナマルナに説いた。

　頭のいい彼女はすぐに納得してくれたようで、急いで夕那氏を呼びに行ってくれた。

　その間を利用して俺は着替えを済ませておく。

　やがて夕那氏が俺の寝室へ駆けつけてきた。

　ゆったりとした上下に身を包みマントを羽織っている夕那氏は、魔法士っぽく見えなくもない。

　現代世界だと、奇術師か？

「話はマルナから聞きました」

　珍しく焦った様子の夕那氏は、荒い息を吐はきながら言った。

「陛下のお考え、ナイスアイディアだと思います」

「じゃ、今なら現代へ行けるんですね!?」

「今ならまだ行けます。ただ、時空穴が開いてすでに数日が経たっていますから、残りの時間は少ないと思われます。現代に行っても、陛下があちらで友人知人と旧交を温めるような時間は取れないかもしれませんが」

「ま、それは仕方がないですね。旧交を温めるのは、こちらで仕事を務め終え、晴れて現代に戻ったときにします」

　そもそも旧交を温めるような親しい友人が、俺にはあまりいないんだけどね。

　それを自ら強調するのもなんなので、黙っておくことにする。

「それより。時間がないなら急がなくちゃ。現状を教えてください、夕那さん。黒死病がどこで発生して、どのくらい広がっているのか、とか、帝国ではどんな対策を打っているのか、とか、できるだけ詳しく」

「承知しました。内務大臣から詳細な報告をしてもらいましょう」

「お願いします」

　ということで、俺、カミヒィロ一世は、内務大臣から黒死病の発生と対策についての詳しい報告を受けることとなったのだった。
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　内務大臣のギリエッレ・マクセシスは若手の官僚を数名引き連れて、皇帝執務室まで押おっ取とり刀がたなでやって来た。

「陛下、お休みのところをお騒がせして申し訳ございません」

「まぁ、仕方ないよね。相手がペスト菌じゃあ、俺も文句を言えない」

「ペスト……菌？」

　内務大臣が怪け訝げんそうな顔をしたので、俺は急いで言い直した。

「ああ、黒死病菌、か」

「菌？」

　内務大臣はまだ怪訝そうな顔を崩さない。

　どうも「菌」という概念が理解できていないようだ。

　やはりこの世界では、細菌やウイルスの存在は知られていないんだな。

　となると……黒死病対策の話をするとき、けっこう面倒なことになるかも。

　いちいちペスト菌の存在から説いていくのは、あまりにも面倒くさい。

　そもそも、俺だって詳しくは知らないんだし。

　現代でペストに関する本を仕入れれば、俺や夕那氏ならペスト対策の有効性について理解できると思うが、それを他の人たちに説明するとなると、やはり面倒くさい。

　いや、その辺はあとで考えるとして、今は現状の把握が先決だ。

　俺は内務大臣からの報告に耳を傾けることにした。

　内務大臣と彼の部下から受けた報告は、だいたい以下のようなものだった。

　黒死病の発生が確認されたのは、帝国南部にあるマルスヴァイト州のレゥレグレルという街で、レゥレグレルは様々な国から交易船が集まる大きな港町なんだそうだ。

　となると、やはり感染源は外国船が連れてきたネズミということになるのだろうか。

　正確に言うなら、ネズミに付いていたノミ、ということか。

　数十人もの船乗りや住民が倒れ、市民のあいだではちょっとした騒ぎになった。

　しかし、当局の動きは鈍かったらしい。

　まぁ、無理はないのかも。

　前回の黒死病の流行からすでに百年以上も経過しているって話だからな。

　黒死病の存在は、多くの者の頭から抜け落ちていたんだろう。

　しかし、一人の壮年の漁師が気づいたのだ。

　彼は黒死病の恐ろしさを、両親から耳にタコができるほど聞かされて育ったという。

　父親の祖父は黒死病の流行を実体験して生き残った人物だったようで、幼い孫、つまり漁師の父親にも繰り返しその恐ろしさを説いていたらしい。

　おかげで父親は、息子にも恐ろしい黒死病の話を聞かせていたというわけだ。

　黒死病の流行で人々がバタバタと倒れ死んでいくという悲惨な経験談を、又また聞ぎきにせよ聞かされていた漁師は、今回の病気が黒死病ではないかと疑った。

　そこで彼は役人に訴え出た。

　その頃には倒れる者がさらに増え、中には死ぬ者も出ていたので、役人もなんらかの対策が必要だと感じ始めていたらしい。

　けれど、漁師の「黒死病ではないか」という訴えには多くの者が半信半疑だった。

　役人たちにとって黒死病は、過去に流行したことのある伝染病という位置づけでしかなかった。

　自分たちの街に発生するなど、夢にも思っていなかったのだ。

　しかし、数十人もの病人が出ているのも事実。

　対応策をどうするか、彼らが協議しているあいだにも罹患する者は増え続け。

　そのまま病死する者も増えていった。

　これは普通ではない、本当に黒死病なのかもしれないと危き惧ぐした街の守備隊の隊長は、念のためにと州の留りゆう守しゆに報告を入れた。

　報告を受けた留守も、最初は風か邪ぜか何かの流行はやり病やまいだろうと高をくくっていたらしい。

　しかし、レゥレグレルの街からの使者が到着する度に、報告される病人の数と死者の数は増え続けていった。

　倒れる者が五百人、六百人と増え続け、このままでは千人を超えるのは確実となったとき、留守はついに、これは黒死病に違いないと断定した。

　彼は急いで病人の隔離を命じ、同時に病人の多い地区を立ち入り禁止にしたのだが、遅きに失した感は拭ぬぐえない。

　街が交易都市で、他の都市から訪れる人が多く、また人の移動が頻繁だったのも災いした。

　立ち入り禁止地区の外でも次々と罹患者が出現し。

　ついに近くの村や移動中の隊商などからも同じ症状を見せる病人が確認された。

　このままでは州の全域に病気が蔓まん延えんする。

　失態を追及されるのを恐れていた留守だが、もはやそんなことを言っている場合ではなくなった。

　彼は中央へ急使を走らせた。

　マルスヴァイト州からの急使が帝都へ到着したのが昨夜遅くで、夜中にも拘かかわらず、内務大臣以下の関係者が緊急招集された。

　誰も文句一つ言わずに帝国府へ馳せ参じてきたというから、彼らの熱意と義務感には頭が下がる。

　まったく、そんな話を聞いたら俺も休んでいられなくなるだろ。

　というのはさておき。

　衝撃的な報告を受け、緊急対策本部が立ち上がったのだけど。

　ただ、前回の流行が百年以上も前のことなので、誰も黒死病対策の経験がない。

　病気に関する知識なら皆持っていたようだが、それは通り一遍の知識に過ぎず。

　そこで彼らは、病人を隔離し、発生したマルスヴァイトの街を封鎖すべく計画を立て始めたのだ。

　というより、それ以外の有効な対策を思いつかなかったと言うべきか。

　計画の立案は進めるとして、街の封鎖はかなりの大おお事ごとだ。

　これは皇帝の裁可が必要だというので、俺は朝早くに叩き起こされたというわけ。

　彼らにしてみれば、朝の八時過ぎは、もう「朝早く」という時間ではなかったのかもしれないけど。

　俺にしても、平常時なら、とっくに起きている時間だしな。

　たまたま俺の休日に当たっただけだから、皇帝陛下を起こしてくれと要請した役人や、それに応じて俺を起こしに来たグリナマルナを責めるのはお門違いだろう。

　ということは理性ではわかっているんだけど、どうして貴重な俺の休日に……と愚痴をこぼしたくはなる。

　いや、愚痴っている場合じゃない。

　黒死病対策に関して知識や経験がないことに関しては、俺は帝国の人たちとどっこいどっこいだ。

　となると、やはり一度、現代に還って、黒死病──ペストの知識を仕入れてくるのがいいんだろうと思う。

　急がば回れってヤツだな。

　俺は内務大臣の求めに応じて、黒死病対策に認可を与えると、すぐに夕那氏と二人で現代へ渡る準備を開始した。

　じつはこのとき、俺は一つ大事なことを指摘するのを忘れていたんだけど、現代日本に暮らす俺にしてみたらあまりにも当然のことだったので、忘れていたのを責めないで欲しい。
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「では、行きますよ。いいですか？」

　と夕那氏が呼びかけてきた。

「あ、うん、いいですけど……」

　俺は疑念に満ちた目を彼に向ける。

「……本当にここに入るの？」

　来るときはロッカーに押し込められたが、こちらから現代に渡るときはというと。

　帝国府の中にある物置のような小部屋の片隅に立てかけられている石の棺ひつぎが、異世界側の出入り口なんだと夕那氏は言う。

「まず、わたしが先行します。わたしが棺に入った後、少し待ってから蓋ふたを叩いてみてください。返事がなければ、わたしはすでに現代世界へと渡ったということですから、陛下も棺の中に入って蓋を閉めてください。まぁ、自分では閉められませんから、兵たちに手伝ってもらうことになりますけどね」

　棺かん桶おけに入るとか、あまりゾッとしないな。

　しかも。蓋を閉めるとか。

　俺、暗くて狭いところは好きじゃないんだけど。

「大丈夫ですよ。ほら、蓋には硝子ガラスが嵌はまった小窓が付いてますから、真っ暗にはなりません」

　それだけ言うと、夕那氏はさっさと棺桶に入ってしまった。

　すかさず兵士が棺桶の蓋を閉める。

「ほら、ちゃんと中も見えてます」

　という、くぐもった声が石せつ棺かんから聞こえてきた。

　そういう問題じゃないんだけど？

　来るときは訳もわからずロッカーに押し込められ、転移するときは気分が悪くなって、すぐに気を失って、気がつくともう異世界にいたからな。

　こうやって予あらかじめ、こちらの世界から現代世界へと転移していくのがわかっていると、どうにも不安が募つのる。

　本当に上手く行くのか、とか、失敗したらどうなるんだ、とか、いろんな邪念、疑心が湧いてくるから困る。

　あと、棺桶の中に体を入れるのが不快だった。

　これが楽しいとか気持ちいいなんて言う人もいないだろうけど。

　でも、夕那氏は毎回、こんなことをやってるのか。

　ある意味、尊敬に値するわ。

　俺が覚悟を決めて壁に立てかけられている棺桶に足を踏み入れると、グリナマルナが中を覗のぞき込こんできた。

「陛下、くれぐれもよろしくお願いいたします」

「ま、俺は資料を集めてくるだけだからね」

「陛下の集めてくださる資料こそが、黒死病から帝国を救う鍵となるのです」

　大げさだな。

　っていうか、なんか必死だな、グリナマルナ。

　最悪の場合、帝国が倒れるかもしれないと思うと、皇帝秘書官としては必死にもなる……のか？

　でも、彼女の思い詰めたような顔は、どうもそういう感じでもなさそうなんだよな。

　グリナマルナの言動が気にはなったけど、それを問とい質ただしている時間はない。

　もう夕那氏は現代に着いているはずだから、俺もあとを追わなきゃ。

　俺がグリナマルナに、行ってくるよ、という合図を送ると、彼女は恭うやうやしく答礼して上体を引いた。

　代わりに兵たちが進み出てきて、重たい石の蓋を摑つかんで、ずりずりと動かし始めた。

　やがて俺の視界は蓋に遮られ、彼らの姿が見えなくなった。

　少し濁り気味の透明ガラスが嵌まった小窓から僅わずかな光が差し込んでいるから暗闇に閉ざされないだけマシなんだろうけど、不安は増すばかりだ。

　蓋を開けて、もう一度、やり直したい。

　そんな気分になったとき、背中と足裏に感じていた硬い石の感触が不意に消えた。

　ぐんにゃりと空間が歪わい曲きよくするような。

　それに連れて俺の体もぐんにゃりと曲がるような。

　僅かな光が消え、世界が黄色に染まるような。

　俺は気を失いそうになったが、一度、経験している分だけ慣れていたからか、今回は気絶することはなかった。

　気がつくと薄暗い場所にいて、足裏には床を踏みしめている感覚があった。

　ああ、しまった、自分の靴くつに履き替えるのを忘れてた。

　皇帝用の派手な作りの靴で外を歩くのは嫌だな。

　などと、かなりどうでもいいことを俺が考えていると、どこかでがちゃりという鈍い音が聞こえてきた。

　俺がうっすらと目を開けると、まばゆい光が俺の目を射いた。

　堪たまらず目を瞑つむった俺の耳に、聞き覚えのある夕那氏の声が聞こえてきた。

「無事に来られましたね。まぁ、来たというより、守かみ広ひろさんにとっては還ってきたってことですけど」

「あぁ……もう着いたんですね。やれやれ」

　俺はよろめくようにロッカーから足を踏み出した。

　そこは見覚えがある『（株）異世界』の事務所だった。
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「すみません、ちょっと座らせてもらいます」

　疲弊感がハンパなかったので、俺は椅子を引くと、夕那氏の返事も待たず勝手に腰を下ろした。

「何か飲みますか？」

　そう言って夕那氏は冷蔵庫の中からミネラルウォーターの入ったペットボトルやら缶コーヒーやら缶ビールやらを持ち出してきた。

「あ、じゃあ、水をもらいます」

　俺がペットボトルに手を伸ばすと。

「では、わたしは失礼してこれを」

　夕那氏は缶ビールを手に取った。

　俺はチラッと窓のほうに目を向ける。

　外は充分に明るいから、まだ日は高いようだ。

「昼間からビールですか。いい身分ですね」

　俺の嫌みなどものともせず、彼は勢いよくプルトップを引いた。

　静かな事務所に、ぷしゅ、という音が響く。

　ごく、ごく、ごく、と喉のどを鳴らして夕那氏はビールを喉に流し込む。

　柳に風と受け流された俺は、仕方なくミネラルウォーターを飲んだ。

「いやぁ美う味まいっ。あちらの世界ではこの美味さを味わえないのが最大のネックですね。冷蔵庫がないので仕方ないんですが」

　缶ビールを半分ほど飲むと、夕那氏は缶を机に置いて俺のほうへ向き直った。

「じゃ、急いで準備を進めましょう。時空穴がいつ閉じるかわかりません。もうあまり時間的な猶ゆう予よはないはずです」

　俺もペットボトルを机の上に置いて、彼に相対した。

　予め決めておいた俺と夕那氏の方針は、こうだ。

　俺がペスト関連の電子書籍を買って、スマホにＤダウンＬロードする。

　異世界では通話することもネットに繋ぐこともできないが、電池残量がある限りスマホ自体は使えるとのこと。

　一度、夕那氏がスマホを異世界に持ち込んで試したことがあるらしい。

　つまり、スマホを持って行けるということでもある。

　異世界にあまり大きな影響を与えたくないという考えから、夕那氏は実際にスマホを使って何かしようとは思わなかったらしいけど、今回はそんな悠長なことを言っている場合ではない。

　俺は大量に購入した電でん書しよをＤＬして、スマホを持ち込もうと考えたんだ。

　これなら何冊ものペスト関連の歴史書や医学の本やらを持っていけるわけで、覚えたりメモを取ったりするより、よほど効率がいい。

　書籍をそのまま持っていけば電池の残量を気にする必要はないけど、こちらの物資を大量に持っていくことはできないみたいだから、それは諦あきらめた。

　夕那氏によると、

「手に持っていける範囲でなら、あるいは身に着けていける程度の物なら大丈夫みたいですけどね。ただ、金属と異世界渡りはあまり相性がよろしくないみたいでして、持っていった乾電池があちらできちんと働くかどうかは、出たとこ勝負になりますけど」

　だそうだ。

　ネットに繋いで動画を見るとかワンセグでテレビを見るとか、そんな使い方はしない……というか、できないわけだから、乾電池式のモバイルバッテリーと大量のアルカリ乾電池を持っていけば、少なくとも一週間や二週間は使えるんじゃないかな。

　と思ったんだけど、そうか、出たとこ勝負か。

　下手すると、一日、二日でお終いなんてこともあり得るんだな。

「仮に持ち込んだ電池が使えたとしても、スマホの影響は大きいので、他の人には見せないでください」

　と夕那氏に釘を刺された。

　俺も見せびらかすつもりなんかないけどね。

「あと、スマホに入っている楽曲を人前で鳴らさないでくださいよ？」

　鳴らさないよ。

「ゲームを大音量でするのもダメですからね」

　しません！

　スマホを初めて買ってもらった中学生じゃないんだからね？

　それはさておき。

　電書を漁あさっているとき、ウィキとか、いろいろ調べてみたんだけど。

　ペストって、菌を持ったネズミの血を吸ったノミによって人間に感う染つるんだと思っていたけど、最近だと、菌に冒された人の血を吸ったノミが他の人に付いて血を吸うことで感染るって説もあるみたい。

　それが本当だとすると、困ったことになる。

　菌を持ってるノミが付いてる人なんか、見分けようがないじゃん？

　ネズミなら、菌を持ってるか否かに関係なく、とりあえずネズミを退治しましょうって言えるけど、人の場合、そんなこと言えないものな。

　どうすっかな。

　まぁ、ネズミ→ノミ→人間説のほうがまだ主力らしいので、とりあえずネズミ対策をするしかないか。

　あとは罹患者を隔離するとか、直じかに手で触らないとか、そういうところを徹底するしかないだろうな。

　マスクをするとか、吐と瀉しや物ぶつを処理するとき直接触れないとか、食器の共用禁止とか、煮しや沸ふつ消しよう毒どくの徹底とか、ノミに刺されないように素肌を晒さらさないとか、できることはいろいろあるけど、どれも決定打には欠ける。

　さすがに抗生物質なんか持っていけないし。

　そもそも、どの抗生物質が帝国で発生したペスト患者に効くのかわからないし。

　向こうでは血液検査なんかできっこない。

　俺はペスト関連の電書を検索しまくり、買いまくった。

　容量に不安があるからＳＤカードもたくさん買った。

　購入費用は帝国府が持ってくれるそうなので、遠慮は無用だ。

　医学書だと、記述は詳しくても専門的すぎて俺には読めないかもしれないので、そちらは遠慮しておいた。

　元々、現代日本ではペストなんてほぼ発生してないので、ネット書店で気軽に買えるような専門書は大して見当たらなかったけど。

　数時間をかけて関連書類を買い漁ると、俺は夕那氏に、

「このくらいでいいと思いますけど」

　と声をかけた。

　夕那氏は夕那氏で、持って行くのに必要な物を調達しに行っていて、先ほど戻ってきたところだった。

　具体的には、前述した電池や充電器、メモリーカードなんかだ。

　単三電池に関しては、どれだけ持っていけるかわからないが、持っていけるのなら、なるべく多くを持っていきたい。

　そこで夕那氏は、近くのドラッグストアで単三アルカリ乾電池を大量に買い込んできたのだった。

　もし電池が余ったら、現代に還る前にスマホで異世界の写真を撮っておこうと俺は思った。

　夕那氏曰いわく、

「あちらの世界に混乱をもたらしたくないので、向こうでなんらかの仕事をした人を、もう一度連れていくことはしません」

　とのことだから、俺は皇帝を辞せば、二度とあの異世界に行くことはないわけだ。

　だから写真を撮っておけば、きっといい記念になるだろうと思った次第。

　もっとも、あくまで電池が余ればの話だけど。

　写真を撮りまくった挙げ句に電池が足りなくなって電書が読めないなんてことになったら、本末転倒も甚はなはだしいからな。

「時空穴が閉じるまではもう少しだけ余裕がありそうですけど、こちらの世界でどこかに行っておきますか？　あるいは誰かに会っておきますか？」

「いえ、やめておきましょう。少しでも早く戻って対策に本腰を入れないといけませんものね」

　正直な話、未練がなかったわけじゃない。

　久きゆう闊かつを叙じよしたい人はいなかったけど、現代の美お味いしい物とか食べたかったし、書店巡りもしてみたかった。

　かなりの額のバイト代が入っているから、失業中ということで手を出せなかった名城写真集なんかも買えたりするからな。

　でも。

　あちらの世界を出るときのグリナマルナの切羽詰まったような顔が、なんか引っかかるんだよね。

　あれは、ペストが流行すると帝国の屋台骨が揺らぎかねない……ってことを心配しているのとは少し違うような気がする。

　もっと、こう、自分の身に直接的に危険が及ぶ、危難が降りかかるのを心配してる、的な？

　その辺りも確かめたいし。

　だから俺は、未練を毅き然ぜんと断ち切って還ろうと言ったんだ。

「物の本によると、十四世紀にペストが大流行したときは、世界で二千万人以上の人が死んだそうですからね。帝国でもそんな事態になったら困るでしょう？」

　夕那氏はいつになく真剣な顔で答えてきた。

「困るどころか、もう帝国が滅んでますよ、それ」

「さっき家の者にメールを送って少し事情を説明しておきましたから、あと一カ月や二カ月くらい……最悪、半年くらい戻れなくても大丈夫でしょう」

「ですか」

「暇つぶし用に、スマホには小説やゲームも入れましたしね。もっとも、今の調子だと皇帝業をやってるあいだは暇になることなんかなさそうですけど」

　夕那氏は、にやりと笑って頷うなずいた。

「そうですね。ないでしょうね」

「嬉しそうに言わないでくださいよ」

「いえいえ、守広さんが忙しいということは、帝国の臣民から皇帝として認められている証じゃないですか。胸を張って誇ってくれていいんですよ」

「信頼されてるのは嬉しいですけど、あまり忙しくなるのは……」

「勤労時間が延びれば、バイト代もガッポリ入ってきますよ」

「過労死したら元も子もないでしょ」

　嫌そうな顔で俺がそう言うと、夕那氏はあっけらかんと応じた。

「いやぁ、過労死くらいならまだマシですよ。皇帝ともなると、最悪、戦争で討ち死にとか革命が起きて刑死とか、ありますものねぇ」

「笑い事じゃないです！」

　俺は完全に他ひ人と事ごとモードで笑ってる夕那氏を睨にらみつけて言った。

「それより。現代でやりたいことはありますけど、それは次に還ったときでいいので、早く向こうへ戻りましょう。こうしているあいだにもペストが蔓延しているかもしれないんですから」

「ええ、そうですね。では、戻るとしましょうか」

　夕那氏が事務所の隅にあるロッカーに視線を向けた。

　う！　そうだった、あれに入るんだった。

　またあの気分の悪い転移を経験するのかと思うと決意も萎なえかける。

　いやいや、今の俺は帝国皇帝なんだ。

　帝国臣民の為に全力を尽くさなきゃいけない立場なんだ。

　少し気分が悪くなるくらい我慢しなきゃ。

　俺は自分自身を叱しつ咤た激げき励れいし、荷物を抱え、あのロッカーに体を入れた。

　夕那氏が扉を閉め。

「わたしも、すぐあとから飛びますので」

　外から夕那氏の声が、くぐもった感じで聞こえてきて。

　不意に足元の感触がなくなった。

　もはやお馴な染じみの、空間がぐんにゃりと曲がって上下左右の感覚がなくなって。

　スリットから差し込んでいた光が消え、世界が黄色に染まり。

　落ちているような、上っているような、不可思議な感覚を覚え。

　軽い吐き気がして。

　やがて足元にしっかりとした感覚が戻ってきた。

　今回はあまり気分が悪くならなかった。

　やはり慣れの問題なんだろうか。

　それはともかく。

　俺は無事に異世界へ戻ってこられたようだ……って、「渡ってきた」んじゃなくて、「戻ってきた」なんて感じちゃうのか。

　まだ来てから一月も経っていないのに、戻ってきた、か。

　人間、割と短期間で新しい環境に慣れてしまうものだな。

　そんなたわいもないことを思っていると、俺の視界に色が戻ってきた。

　色といっても、小窓から差し込む光に薄ぼんやりと照らされた石棺の内部が目に入っただけで、鮮やかな色彩がそこにあったわけじゃないけど。

　っていうか、これ！　どうやって外に出るんだ？

　数人がかりで兵士が動かしていた蓋を、俺一人で動かせはしないだろう？

　俺は試しに軽く手で蓋を押してみたが、ぴくりともしない。

　困ったな。誰かいないかな。

　俺が握った拳こぶしの側面でどんどんと蓋の裏を叩くと。

　蓋の向こう、室内で人が動く気配がして。

「陛下が戻られたようです。蓋を開けてください」

　くぐもった声が棺の中に届いてきた。

　この声……スクレィニか？

　待つほどもなく、蓋がずりずりとスライドして。

　こちらを覗き込んでいるスクレィニの顔が、すぐそこに見えた。

「お帰りなさいませ、陛下」

「あ～、えっと、ただいま」

　棺から足を踏み出すと、天井から吊るされたシャンデリアで燃えている蠟ろう燭そくの炎が目に入ってきて、ちょっと眩まぶしかった。

　照明が蠟燭の炎。

　それで、こちらの世界に戻ってきたんだなと実感する。
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　何しろ現代だとＬＥＤだものな。

　俺が棺から外に出ると、兵たちがまた棺に蓋をした。

　俺は棺の脇で夕那氏の到着を待つ。

　やがて中から蓋を叩く音がして。

　またもや兵たちが蓋に取りついて横にずらした。

「お待たせしました、陛下」

　棺の中から、にこやかな顔で夕那氏が登場した。

　さすがベテラン、現代から異世界へ転移しても、あの笑顔。

　気持ち悪くなったりしないのか。

　夕那氏は抱えていた荷物を出迎えの兵士に手渡すと、笑みを消し、真剣な顔を俺に向けてきた。

「さて、急いで本格的な対策を開始しましょうか、陛下」

「ですね。やるとしますか」
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　異世界へ戻った俺が、まずやるべきことは現状の確認だ。

　その前に、現代の服を皇帝の服に着替えないと。

　面倒くさいけど、これは仕事着、言わば制服だからな。

　これを着ているからこそ、知らない人も皆、俺を皇帝だと認めてくれるんだし。

　そういう意味では制服という物は便利な物だ。

　さて、着替えて執務室へ行って、と。

　日帰りで戻ってきたから、あまり状況に変化はないと思うけど、最悪、事態は劇的に悪化していたなんて可能性も、ないこともない。

　なんてことを恐れていたけど、グリナマルナたちから報告を受けた限り、状況はあまり変わっていなかった。

　変わっていないということは、劇的に悪化していないだけで、今も確実に悪化しつつあるということだから、早急かつ効果的な対策が求められているのに変わりがない。

　現地から駆けてくる早馬の報告を聞く限り、黒こく死し病びようの感染が収まる兆候は見受けられないという。

　対策が遅れれば遅れるだけ、感染者の数は増える一方だ。

　まずは感染地区の完全な封鎖が必要となる。

　そして患者に触れることの禁止の徹底。

　飲み水にしても、同じ井戸を使わないとか、必ず沸ふつ騰とうさせるとか。

　患者が使用した食器なんかも、焼却処分するか煮しや沸ふつ消しよう毒どくしてから再利用するかのどちらかで、その辺を徹底させなきゃいけない。

　ノミを介してペスト菌が人に感う染つるのなら、清潔にすることが重要だけど、この世界では、それが難しい。

　貧しい人は着たきり雀すずめ、なんてこともあるだろうし、家の掃除もやってないだろう。

　毎日風呂に入るなんて、もちろん不可能。

　というか、そもそも毎日のように風呂に入る習慣が、こちらの人にはない。

　風呂に入れないなら、せめてシャワーを、なんてのも無理な相談で。

　潜伏期間が数日はあるから、いま症状が出ていないからといって勝手な移動を許すと、移動先で発症するかもしれない。

　発生地区からの移動は厳しく制限せざるを得ないだろうな。

　というような話を、俺と夕ゆう那な氏は、内務大臣や宰さい相しように話して聞かせた。

　街の封鎖という点に関しては、現代世界よりも素早く徹底して行われた。

　住民や商人などの移動禁止も同じく、だ。

　もちろん不平不満は出るだろうけど、当局は関知しないし忖そん度たくもしない。

　この辺が民主主義国家ではない帝国の特徴ではあった。

　とはいえ、住民レベルでは正しいペストの知識を持つ者など皆無と言っていい。

　潜伏期間があることを知らずに、いま症状が出ていないから平気だとばかりに街の外へ逃げ出そうとする者も多く、現地の役人は対応に苦慮しているようだ。

　病人に接する医師の中にさえ平然と素手で患者を触る者がいるというから恐ろしい。

　伝染病に関しては、無知こそが最大の敵だ。

　俺は強くそう思った。

　住人や商人、旅人から文句が出ようが抗議の声が上がろうが、とにかく対策の徹底。

　それを申し合わせて、対策会議はいったんお開きになった。

　ペストが発生したマルスヴァイト州ではレゥレグレルの街の周辺は完全に封鎖され、そこから出ることも余よ所そから入り込むこともできなくなっているという。

　とはいえ、患者すべてを封じ込めたわけではない。

　近隣の村や街でも多くの患者が発生していることを考えれば、どこまで広がっていくかは、まだわからない。

　発生が確認される度に、その街や村は出入り禁止になるんだけど、その前に保菌者が移動してしまっていることが多く、感染の広がりは止まらないようだ。

　発生を報しらせるために王都へ駆け込んでくる早馬の数は、増えることはあっても減ることはなかった。

　そうして数日が経たった。

　その間、俺は持って帰った電でん書しよを読むのに時間を費やしていた。

　大量に買い込んだ乾電池は、どうやら時じ空くう穴けつを通っての移動に耐えたようだ。

　すべての電池が使えるかを確認できたわけではないが、抜き出したサンプルはだいたい使えたので、七、八割方は使えるとみて問題ないだろう。

　だったらスマホの電池残量を当面は気にしないでいい。

　そこで俺は電書を読んでペストについて勉強していたのである。

　ただ、現代の本には現代の対処法しか書いてなく──まぁ当然だ──こちらの世界で有効な対策という面に限れば、参考になることはあまり多くなかった。

　せっかく大量に電書を買ったのに、なんか肩透かしだけど、ペストという病気がどんなものかわかっただけでもよしとするか。

　俺が本を読んでいるあいだも、急使は途切れることなく帝都へ駆け込んできていた。

　彼らの報告を聞く限り、状況は好転していなかった。

　どころか、悪化の一途を辿たどっているように思える。

　その日の対策会議の席上で内務大臣は苦悩に満ちた顔でこう宣言した。

「マルスヴァイト州の東半分を封鎖するしかありません。最悪の場合、放棄することになっても」

　宰相も内務大臣に賛同し、俺の裁可を仰あおぐという形になった。

　州の半分を封鎖して人の出入りを禁止するというのは、いよいよ大おお事ごとだけど、現状、そうするしかないんだろうな。

　俺としては内務大臣の提案を認めるしかなかった。

　同時に、黒死病対策の現地本部を、マルスヴァイト州の隣州、エルデガスト州のエゥアビトスの街に置くことも決められた。

　帝都で報告を待っているのは効率が悪すぎる、ということだ。

　内務大臣は部下の役人や帝都の医師団を大勢引き連れ、マルスヴァイト州との境界にほど近いエゥアビトスの街へと向かったのだった。
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　対策本部がエゥアビトスに移っても、状況は好転しなかった。

　相変わらず新たな発生が伝えられるし。

　発生地域では罹り患かん者しやが増え続けるし。

　ついにマルスヴァイト州の西半分でも発生が確認されたという報告が入り、帝国府はざわめき立った。

　マルスヴァイト州は南側が海に面しており、船での行き来ができるから、発生地区から出帆した船の乗員が他の港町に入港したとき、菌を持ったまま上陸してしまったんだろうな。

　もしかすると保菌者はいなかったけど、菌を持ったネズミが船内に潜んでいて、航海中に船員に感染したのかもしれない。

　新たに発生が伝えられたのはバルザガンという街とリフレリルという街で、どちらも海に面した港町だった。

　その名前を聞いたときのグリナマルナの驚き様は半端ではなかった。

　俺は気になったので理由を尋ねたのだが、そのときは彼女も理由を説明しようとはしなかった。

　しかし、その翌日。

　朝、俺の寝室を訪れたグリナマルナは、思い詰めた顔で、

「お暇いとまを取らせていただきたいのです」

　と申し出てきた。

　なんだってぇえぇ!?

　おいおい、まさかペストに有効な対策を打ち出せない皇帝に愛想を尽かしたわけじゃないよね。

　というか、ないと信じたい。

　俺はグリナマルナに理由を尋ねた。

「どうして秘書官を辞すると？」

　すると彼女は目を伏せがちにして、弱々しい声で答えてきた。

「故郷が心配なのです」

「あ？」

　俺は、寝室の長卓の上に広げたままになっている帝国の地図に目を向けた。

「え？　もしかして、グリナマルナはマルスヴァイト州の出身なの？」

「はい。マルスヴァイト州の内陸にあるアデルファという小さな街の出身です」

「どの辺？」

　と、俺が地図を指し示すと、彼女は遠慮がちに進み出てきて地図上の一点を指差した。

　なるほど。そこがグリナマルナの出身地か。

　だから黒死病発生の第一報に際して、あんな憂うれい顔がおをしていたんだな。

　幸いにして、その辺りではまだペストの発生は伝えられていないけど、州の西部では人の移動が禁じられていなかった。

　すぐに移動禁止の措置が取られると思うけど、この様子だとアデルファの街近くでも発生するかもしれない。

　う～ん、どうも対策が後手後手に回っているな。

　いや、それはさておき。

　近くで発生すれば、アデルファの街も無傷では済まないだろう。

　グリナマルナが不安に思うのも無理はない。

　ないけど。

「グリナマルナは故郷に帰って何をするつもりなの？」

「あ、はい？」

　彼女は意表を衝つかれたという顔で俺を見つめている。

「あ、あの、親族の避難を手伝ったり……」

「避難って、どこへ？　マルスヴァイト州すべてに移動禁止の措置が取られるよ。州の外へは出られないし、街を出ることだって禁じられる。外から入ることもできなくなる。グリナマルナが帰ろうとしても、アデルファの街に入るどころか、マルスヴァイト州に入ることさえできないよ」

「う……で、ですが……」

　グリナマルナは苦く悶もんの表情を浮かべ、低く呻うめいた。

　口を開きかけては閉じるということを繰り返していた彼女だが、やがてガクリと肩を落とし、呟つぶやくように言った。

「それでも心配なのです。街に入れなくても、州に入れなくても、近くにいれば、いざというとき力になれるような気がするのです」

　気休めだよな、と俺は思う。

　仮にマルスヴァイト州とエルデガスト州の境界まで行って、そこに待機していても、彼女にできることなんかない。

　かといって、禁を犯して州に入れば、彼女自身が罹患する可能性を高めるだけだ。

　でも、こういうのは第三者の意見なんだろうな。

　グリナマルナにしてみたら、自分の身に降りかかったような気がして、居ても立ってもいられないんだ、きっと。

　頭のいい彼女が、こんなふうに、倫理的ではあっても論理的ではないことを言い出すなんて、よっぽどのことだ。

　とはいえ、「そこは皇帝陛下のお力で便べん宜ぎを図っていただいて」と言い出さないだけの理性はまだ残っているんだな。

　さて、どうしたものか。

　いまグリナマルナに辞められては困る。

　スクレィニもフリエフリュエも優秀だけど、今でも三人で回すだけで手一杯って感じなのに、三人のリーダー格であるグリナマルナがいなくなったら、確実に二人がパンクしちゃうでしょ。

　それに、思い詰めた彼女が隠れて州内に入り込んで捕まるのも嫌だし。

　潜入に成功したとしても、ペストに感染してしまうのはもっと嫌だし。

　対策が後手に回っている……か。だったら。

「よし！」

　自分を叱しつ咤たするように俺が大きな声を張り上げると、グリナマルナが、びくっ、と頭を引いた。

「俺が現地の対策本部まで出で張ばることにするから、グリナマルナには秘書官として同行してもらおうか」

「あ……はい？」

「対策本部に詰めていればマルスヴァイト州の情報がいち早く手に入るだろ？　いざというときに動くにしても、隣州にいたほうが早いし」

　グリナマルナは目を見開いて両手で口くち許もとを覆い隠した。

「どう？　まだ秘書官を辞めるって言う？」

　グリナマルナは見開いた目に涙を浮かべながら、勢いよくお辞儀をした。

「ありがとうございます。ありがとうございます、陛下」

「べつにグリナマルナのために出張るわけじゃないから。ずっと考えていたんだ。どうにも対策が後手後手に回ってるなって。俺が前線に出ていけば、もっと機動的に素早く的確に対策を打ち出せるんじゃないかなって思ったの。だからグリナマルナが恩に感じることじゃないんだ」

　なんてことを言っても、彼女は何度も何度も、繰り返し繰り返し頭を下げ、礼を言い続けた。

　もうやめて。こそばゆいから、いい加減に頭を上げて。
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　俺は夕那氏を通じて宰相に、現地対策本部まで出張ることを申し出た。

　少し遅かったのかもしれないけど、あとで振り返れば、これはいい決断だった。

　やはり現地でなくては得られない情報ってのはあるんだ。

　それに、ペストのことをこの世界の誰よりも知っているのは、たぶん俺だ。

　何しろ俺のスマホには、ペスト関連の書籍が数十冊、入っているからな。

　だから俺が現地の対策本部にいたほうがいいのは間違いない。

　俺の意向を伝え聞いた宰相は、すぐに皇帝執務室に駆け込んできた。

「陛下に乗り出していただければ、これは百人力、いえ、千人力というものです」

　強こわ面もての宰相が、感激の面持ちで俺に頭を下げている。

　いや、さすがにそれは言い過ぎ。

　具体的に何かの役に立てるかどうかは、行ってみなくちゃわからないんだし。

　もしかしたら、なんの役にも立てないかもしれないんだし。

「いえいえ、陛下が御おん自みずから乗り出した。それだけで帝国臣民は勇気づけられるのです」

　うん、そういう側面はあるかもしれない。

　その程度のパフォーマンスで帝国の人たちを勇気づけられるなら、いくらでもやるよ。

「すぐに現地にいる内務大臣に早馬を送り、陛下を迎え入れるご準備を」

「あ、大げさにしないでいいからね。俺を迎え入れる準備で黒死病対策が滞るようじゃ、本末転倒だから」

「陛下のご賢察、感じ入るばかりでございます」

　やめて。

　見るからに厳いかつい宰相からそんなふうに褒められ頭を下げられると、むず痒がゆいを通り越して、ぞっとする。

「とにかく、対策は徹底的、かつ迅速に行う必要があると思います。俺が行くことで、その辺が可能になるんじゃないかなって」

「仰おおせのとおりです。現地の役人どもの中には、帝国の屋台骨が今まさに揺らいでいるところだという危機感がない者も多くおりまして。陛下がご出馬なされたというだけで、現地の者どもが引き締まることでしょう」

「ってことだから、移動の準備を急いでくれるかな」

「承知いたしました」
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　こうして俺は、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエを引き連れ、現地対策本部が置かれているエルデガスト州のエゥアビトスの街まで出張ることになった。

「状況によってはエゥアビトスも危険な場所になるけど？」

　俺は二人に念押ししたけど、スクレィニもフリエフリュエも、

「絶対にご一緒いたします！」

　と力強く答えてくれた。

　そこで俺は、三人揃そろって連れていくことにしたんだ。

　夕那氏ですら、

「陛下が行くのでしたら、わたしも行きますよ。陛下と周囲を取り次ぐのはわたしの役目ですし。陛下が直接言いにくいことでも、わたしをあいだに挟めば円滑に行きますしね」

　と言ってくれたので、俺としては実に心強かった。

「お願いします。それと。行くまでに向こうで準備をしてほしいことがあります」

「どんなことですか？」

「ペスト菌はネズミを媒介して、ノミが人に感染するということですから」

「ああ、そうみたいですね。とはいえ、この世界だと誰もペスト菌というものの存在を知らないわけですが」

　そう、現代世界に駐在経験がある夕那氏は、ペストがどうやって発症するかを、もう知っているから話が早い。

「患者の治療や隔離に当たる医師や役人には、手足の出ていない厚手の服を着てもらってください。それと患者に接触する人はマスク必須で。万が一、肺ペストにでも罹かかってる病人がいたら大変です。治療や隔離が終わったあとはシャワー……は無理か、お湯を沸かして、お湯で体を洗い流してもらうのがいいかな。そのときノミに嚙かまれた跡がないかを確認してもらう必要がありますね」

「そうですね、その辺は絶対に必要ですね」

　夕那氏は雑記帳にペンを走らせながら頷うなずいた。

　マスクといっても、現代のそれとは違って細菌やウイルスをシャットアウトするのは不可能だろうけど、何も着けていないよりはマシだろ。

「抗生物質は用意できませんから、治療は難しいですけど」

　俺がそう言うと、夕那氏は難しい顔で、ですね、と頷いた。

「罹った人は隔離して、食事と飲み物を与えて自然治癒を祈るしかないんでしょうね。なんかもどかしいですけど」

　現代の医療技術のレベルを知っている夕那氏からすると、たしかにもどかしいだろう。

　とはいえ、夕那氏がこの世界の住人である限り、どうしようもないわけで。

「ここで最大限できることをやっていくしかないですよね」

　俺がそう言うと、仰おつしやるとおりですね、と夕那氏は重々しく頷いた。

「何はともあれ、患者の隔離は必須条件ですね。それと」

　俺は少し躊躇ためらってから、そのことを口にした。

「病死した人は必ず火葬にしてください」

「ああ！」

　夕那氏は目を見開いた。

「むしろ、これがいちばん重要なことかもしれません」

　そうなんだ、うっかりしていた。

　俺のいた日本では火葬が当たり前だった。

　というか、火葬以外はあり得ない。

　散骨とか言ったって、火葬のあとで残った骨を砕いて撒くだけなんだから。

　ところが帝国では、というか、この世界のこの時代では、土葬が普通なんだ。

　でも、それだとペスト菌が死滅しないだろ。

　埋めた遺体を野生の動物が齧かじりでもしたら、エンドレスのバイオハザードだ……いや、少し意味が違うかもしれないけど。

　でも、感染→病死→新たな感染→病死→さらなる感染と、最悪の事態が延々と繰り返されることになる。

「帝国の人たちに馴染みがなくても、抵抗感があっても、火葬だけは絶対に守らせてください」

「流行はやり病やまいですから火葬していると思いますが、場所によってはいつもの土葬で済ませているところもありそうです。その辺の確認も必要ですね」

　そう言う夕那氏も憂ゆう色しよくが濃かった。

「最悪、土葬すらされず、野ざらしになっていることも考えられます。というか、その可能性が大ですよね」

　俺は中世のペストの流行を描いたイラストを思い出しながらそう言った。

　街の一角に、放置されたままの遺体がごろごろと転がったり積み重なったりしている絵だ。

　夕那氏は焦った顔で腰を浮かせた。

「すぐに宰相に言って、対応を徹底してもらいましょう」
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　帝都でできるだけのことをした後、俺は現地対策本部行きの馬車に乗った。

　馬車で大河のほとりまで出て、そこからは船に乗って川を下るんだ。

　前にも言ったように、この時代、この世界では、狭くて曲がりくねった道を行くより、ほぼ直線的に流れる川を下ったほうが早く着けることが多い。

　もちろん川もある程度は屈曲してるけど、大きな川は水量も多く、流れも緩やかで、陸路のように峠とうげを登ったり下りたりする必要もない。

　天候が荒れない限り、船のほうが安全で早いんだ。

　今回のように川を下るときは、船を漕こぐ労力もあまり必要としない。

　いいことずくめだ。

　俺は皇帝だから、皇帝親衛隊を引き連れての物々しい遠征になったが、それでも帝都を出た日のうちに船着き場へ着いた。

　そこで一泊し、翌早朝に大型船に乗り込んだ。

　さすがに出発を急いだ分、親衛隊のすべてが乗るだけの船の用意が間に合わなくて、部隊の半数以上、三千は陸路を行くことになった。

　皇帝座乗艦は、翌日の夕刻前にエゥアビトス近郊の船着き場に着いた。

　車中泊ならぬ一泊二日の船中泊だったが、俺は船酔いすることもなく下船した。

　そこからはまた馬車に乗ってエゥアビトスに向かうことになる。

　親衛隊長は、

「このままですと、エゥアビトスに着く前に日が暮れます。ここで泊まって、翌早朝に出発したほうがよいと思います」

　と具ぐ申しんしてきたが、本部入りを急ぎたい俺は、途中で夜になってもいいから、今日のうちに進みたいと答えた。

「夜間の移動だから親衛隊には苦労をかけることになるけど、一刻も早く現地について黒死病対策の指揮を執とりたいんだ」

　と俺が言うと、隊長は感激した様子で敬礼し、部下に出立の準備を急がせる為、慌ただしく皇帝本営を離れていった。

　隊長は街道沿いを警備する部隊一千を先行させると、残りの一千を率いて船着き場を離れた。

　その頃にはもうとっぷりと日も暮れていたが、隊長はありったけの篝かがり火びを街道沿いに設置させたので、馬車が進むのにそれほど苦労はなかった。

　途中で対策本部で指揮を執る内務大臣が送ってくれた迎えの部隊と合流し、俺は無事にエゥアビトスに到着した。

　着いたのはもう夜中になっていたが、内務大臣のギリエッレ・マクセシスは対策本部として使っている街の政庁舎から出てきて、俺を出迎えてくれた。

　石造り三階建ての政庁舎前の広場は無数に焚たかれた篝火で昼間のように明るく、また大勢の警護の兵で通勤電車並みにごった返していた。

「陛下、遠路はるばる御足労であります」

「それほど苦労しませんでしたよ。むしろ船旅は快適でした」

「そう言っていただけると、まことにありがたい極みであります」

「で、マルスヴァイト州の様子は、どうです？」

　俺がそう訊きくと、内務大臣の顔が曇った。

「あまりよろしくありません。患者数が収まる気配はありませんし、発生場所も増えて……いえ、陛下、このようなところでの立ち話は恐れ多いです。とりあえず中へお入りください」

「そうだね。熱いお茶を一杯もらって一息入れたら、対策会議と行こうか」

「お休みにならなくてもよろしいので？」

「一日二日の徹夜くらいなら問題ないよ」

　こちとら、新人編集者として働いてるときは、編集部で徹夜するのも珍しくなかったからな。

　マクセシス内務大臣は深々と低頭し、

「では、こちらへどうぞ」

　と俺を政庁舎の中へ誘いざなった。

　俺は親衛隊長以下の親衛隊幹部数人と、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエを引き連れて内務大臣のあとから建物に足を踏み入れたのだった。
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「火葬！」

　俺の指摘を受け、マクセシス内務大臣は驚きの表情を見せる。

「なるほど。たしかに帝国では一般的な葬送方法ではありません。というより、ほとんど例を見ないのではありますまいか」

　マクセシスは唸うなるように言った。

「前回の大流行のときには一時的に火葬をしたかもしれませんが、百年も経てば元通り土葬に戻っておりますな」

「今回、現地での対応はどうなっています？」

「遺体を燃やしているという報告はとくにありませんから、やはり土葬の場合が多いのではないかと思われます」

「帝国の人たちには火葬に対する抵抗感がありますか？」

「そうですな……いえ、抵抗感があるかないかより、火葬の方法を知らないことが問題ですな。薪まきを積んで燃やせばいいというものではないでしょう？」

「そ、そうですね。それだと生焼けになります、ね」

　俺は薪の上で生焼け状態になった遺体と、そこに漂う肉の香りを連想して、ちょっと気分が悪くなった。

　高温で焼いて初めて火葬の意味が出るのだ。

　となると、油を撒いて火を点つけるしかないか？

　大勢の病死者が出ているとなると、かなり大量の油を用意しなくちゃならないな。

「陛下の仰るとおりです。まずは大量の油を集めなくてはなりません。同時に、臣民に正しい火葬のやり方を教えなくてはなりません」

　う。このクソ忙しいときに。

　俺は目め眩まいがしそうになった。

「それは……やるしかないよね」

「すでに埋葬した遺体は、どういたしますか？」

　掘り起こしてまで焼くか？

　いや、そうしたほうがいいんだろうけど、それだと二次感染の虞おそれがあるよな。

　それに、そこまで人手が回らないだろ。

　俺はため息を吐ついて答えた。

「当面は、まだ埋葬していない遺体を火葬にすることを優先するしかないと思います」

　いちばん危険なのは、病死した人の遺体をその辺に転がしておくことだ。

「放置しないで、とにかく火葬。それを最優先にしないとダメですね」

「承知いたしました」

「あと、誰か対策本部の人を付けてくれませんか。現地での対策とか、いろいろ細かな部分を確認したいんですよ」

「それも承知いたしました。えぇと」

　振り返った内務大臣は控えている部下に、

「ロメリア君を呼んできてくれるか」

　と声をかけた。

　すぐに部下は、対策本部が使っている大会議室から飛び出ていった。

　俺は卓に載ったティーカップに手を伸ばし、少し温ぬるくなった紅茶を啜すすった。

「あ、これは気が利きませんで」

　すぐにグリナマルナが熱い紅茶のお代わりを頼んでくれたので、俺は残りを一気に飲み干した。

　こういうときはコーヒーをブラックで飲みたい気分だけど、帝国とその周辺にはまだコーヒーが広まっていないので、紅茶で我慢するしかない。

　もっとも、紅茶にもコーヒーに負けないくらいのカフェインが入っているらしいので、眠気覚ましにはなるだろう。

　俺はスクレィニが持ってきてくれた熱い紅茶を一口啜ると、改めて卓上に広げられている地図に目を落とす。

　と、そのとき。

　大会議室の出入り口から一人の女性が足早に入室してくるのが目に入った。

「おお、待っていたぞ、ロメリア君」

「マクセシス様、ロメリア・ロメノシス、お召しにより参上いたしました」

　軍務服ふうの上下に──とはいっても女性だから下はタイトなスカートだが──身を包んだ女性は、内務大臣の前で深々と低頭した。

「君に陛下への説明役を頼みたい」

「わたくしがですか!?」

「そうだ。ここに正式な対策本部が置かれるまで、君は現地で陣頭指揮を執っていたのだろう？　説明役として打ってつけだ」

「あ、はい。ですが」

「時間がない、やってくれるね？」

「承知いたしました！」

　内務大臣からロメリアという女性が紹介された。

　う～ん。秘書官のグリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエという美女三人に傅かしずかれているだけでも天国だと思えるのに、新たな美女のご登場だ。

　グッジョブ、内務大臣！

　俺は心の中でマクセシスを褒め称えると、ロメリアに向かって言った。

「経過と現状をざっと説明してくれる？」

「はい、陛下！」
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　少しばかり肩に力の入った様子で、ロメリアは報告を始めた。
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　彼女はマルスヴァイト州の州都に住んでいる医師で、やはり医師である父の手伝いをしていたのだという。

　ちなみに帝国には──帝国以外の国でも──医師になるための国家試験なんてものはないから、極端な話、医師を名乗れば誰でも医療行為ができる。

　もっとも、なんの知識も経験もない者が医師を名乗って治療を施しても、なんの効果もないわけだから、結局、淘とう汰たされるだけだろうけどね。

　逆に言えば、効果を謳うたい実績をでっち上げれば患者は来るわけで、偽医者が横行しているんだろうな。

　そんな医者だと、黒死病対策にはなんの役にも立たないどころか、却かえって迷惑になるから困りものだ。

　というのはさておき。

　黒死病発生の一報が州都に届いた直後、二人は他の医師数名と共に留りゆう守しゆに呼び出され、現状の確認と患者の治療を要請された。

　呼ばれた医師はみな経験豊かで実績のある医師だったからよかった。

　ただ、いくら経験があっても実績があっても、この時代、この世界では、まだペスト菌の存在は知られていないし、どうやって感染するのかも把握されていないから、彼らも対策には苦慮したんだろう。

　とにかく伝染することだけはわかっていたから、厚手の服に手袋、マスク、帽子などで完全武装した一行は、役人の一団と共に、まずビスマイアルの街に入った。

　完全武装といっても、現代の防ぼう疫えき服ふくや防毒マスクなどに比べれば子供の玩具おもちやみたいなレベルなんだろうけど、さすがに医師たちはペストの危険性を認識していたわけだ。

　レゥレグレルの隣にあるビスマイアルでも患者はすでに発生していて、街路のあちこちに倒れている者が散見されたという。

　中には皮膚がどす黒く変色して息絶えている者がいて、一目で黒死病だと確認できたそうだ。

　ことは急を要する。

　そう判断した医師たちは、体調に異変の見られる者を一箇所に集め、他の住民と隔離した。

　けれど、この隔離策は上手く機能しなかった。

　なぜなら、黒死病──ペストには潜伏期間というものがあって、そのときは健常者に見えても、数日経って発症するというケースがあるのだ。

　医師団も、そこまでは把握し切れていなかった。

　前回に大流行したのは、もう百年以上も昔のことだと言うから、仕方がないといえば仕方がないんだけど。

　昔の文献なんかを漁あされば、その辺に関する記述を発見できたかもしれないが、帝都に住んでいるならともかく、地方在住の医師が取るものも取りあえず現地へ急行、という状況では無い物ねだりだろう。

　初動としては悪くなかったのだが、それでも潜伏期間にあった者が何人も発症し。

　彼らの触れた食器や食べ物から、あるいは排便や吐と瀉しや物ぶつなどから感染が広がり。

　やがて街の住人の半数近くが倒れたり不調を訴えたりするに至り、医師たちもその場で黒死病を封じ込めることを断念したのだという。

　彼らは罹患した者を一箇所に集め、健常者を街の外に逃がすことに決めた。

　しかし、ここでも潜伏期間のことが見落とされていた。

　健常者として街を脱出した者の中に、すでに感染し、潜伏期間に入っている者がいたのだ。

　せめて脱出する前に数日間は待つべきだったのだけど、この世界、この時代の医療レベルを思えば、これも致し方がなかったのかもしれない。

　とはいえ、こうして発生した街から逃げ出した者の中に保菌者がいて。

　彼らが脱出先で発症する。

　発症する前に彼ら保菌者と接触した健常者が感染し。

　新たな感染者は潜伏期間にあるから保菌者だとは認識されず、他の者と接触し。

　あるいは飲み水や食べ物、食器、はたまた便や吐瀉物などから感染する者が出て。

　感染者はどんどんと増えていく。

　感染者が増えてどうしようもなくなると、また健常者は避難することになり。

　健常者の中に潜伏期間中の保菌者が紛れていて。

　彼らが脱出先で発症する。

　当然、発症前には別の者と接触している。

　という、悪夢の無限ループ。

　とうとうマルスヴァイト州全域にペストが広まってしまったと、そういうことだ。

　今は州の外への移動は禁じられているから、潜伏期間中の保菌者が州外へ出てしまう虞はないが、移動禁止の措置が取られる前に他州へ出てしまった保菌者がいるかもしれない。

　いや、おそらくいるだろう。

　さらに厄介なのは、移動禁止といっても、それが確実に守られているかどうかわからない点だ。

　州と州との境界に検疫所のような施設があるわけではない。

　街道を外れれば、見張りもほとんどいない。

　州の外へ抜け出そうと思えば、いくらでも抜け出せる状態だ。

　そうして密かに隣州へと脱出した者たちの中に保菌者がいない保証はなかった。

　とはいえ、隣州へ脱出した者がいても、どこかの街や村に入らないわけにはいかない。

　でないと水や食べ物を確保できない。

　だから、マルスヴァイト州に近い街や村に、外来者を受け容れることを禁止する命令が必要だった。

　それらは概おおむね実行されているようだ。

　無理やりマルスヴァイト州から脱出してきた者は確かにいたが、彼らは街や村に入れてもらえず、仕方なく郊外にある対策拠点を訪れて水や食べ物を乞こうたという。

　であれば、今のところ隣州への波及は防げていると思っていいのかも？

　まぁ、油断は禁物だけど。

　となると、マルスヴァイト州をどうするかという話になる。

　抗生物質がない以上、罹患した者を治療するのは至難の業わざ。

　やはり、水と食料を与えて治癒を待つしかない？

　治癒することなく亡くなってしまった者は火葬に付すしかない。

　俺のいた世界でも過去の歴史をひもとけば、十四世紀頃に大流行したとき、致死率はそうとうに高かったという。

　ここでも、おそらく同じことが言えるだろう。

　俺は資料で読んだペストの大流行時の記述を、またしても思い出していた。

　皮膚が変色して道端に堆うずたかく積まれた遺体の山。

　高熱と悪寒にうなされながら救いを待つ瀕ひん死しの患者の群れ。

　だが、彼らに救いは来ないのだ。

　やがて彼らも死んでいき、山と積まれることになる。

　菌を持った街をネズミが走り回り。

　ネズミから血を吸った無数のノミが跳ねている。

　ノミに刺されれば、たちまち感染するわけで。

　保菌者の吐瀉物や排便から菌が散らばり。

　それを吸った者も感染し。

　黒死病患者が出ても、それと知らないまま、一緒に水を飲んだり食事を摂とったりする家族も多かったことだろう。

　十四世紀の大流行時には、ヨーロッパで二千万から三千万もの人が死んだという。

　二千万から三千万だぞ。

　よく文明が滅ばなかったな、と思えるレベルの大量死。

　多くの人が死んだというだけでなく、その悲惨さにも触れておきたい。

　資料本なんかに載ってるイラストを見るだけで暗あん澹たんたる気持ちになってくるから。

　病状が悪化し、道端に倒れたまま死んでいく者を目の前で見せつけられたら、堪たまったものじゃないだろう。

　しかも、いつ自分が発病するかわからない恐怖とも戦わなくてはならないんだ。

　まさに地獄絵図だ。

　そんな最悪の事態の二の舞だけは避けなくては。

　そのために最大限の努力をしなくては。

　俺だけじゃない。

　内務大臣と彼の部下も、覚悟と決意を胸に秘めてこの対策本部にいるんだ。

　とはいうものの、抗生物質がないと治療のしようがないから、打つ手は限られているんだよな。

　隔離と移動の禁止の徹底。

　ネズミやノミの駆除。

　煮沸消毒、あるいは使用済み食器の廃棄。

　それらの対応策でどこまで抑え込めるかは、やってみなくちゃわからない。

　しかし。

　異民族は来るわ、ペストは発生するわで、俺、最悪の時に皇帝になったものだ。

　前任者のときは、帝国がひっくり返るような大事件は起きなかったみたいで、だから彼は、経済の立て直しに腰を据えて取り組めたんだな。

　なんとも羨うらやましい話だ。

　などと現実逃避をしてても始まらない。

　たとえ抗生物質がなくても、現代人としての知識を活かして、なんとしてでもペストの大流行を阻止するのだ。
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　ロメリアから一通りの報告を受けた俺は、今度は彼女に簡単な黒死病の知識を与えてやった。

　厄介だったのは、目に見えないペスト菌の存在を信じてもらうことだった。

　通訳札を介して会話してるので、微妙な言い回しに自信が持てないのだが──しかもこちらは素人しろうとだ──現役の医師だけあって、彼女は意外にすんなり俺の説明を理解してくれたようだ。

「要するに、目に見えないほど小さな生き物が人間の体内に入って病気を引き起こしているのでございますね」

「そう。黒死病菌と呼んでおくけど、その微小な菌が体内に入ることで発症する。菌を持ったネズミの血を吸ったノミが、次に人の血を吸うと、嚙まれた箇所から体内に侵入するんだ。嘔おう吐とした物から飛び散った菌を吸い込んでも感染する。患者が飲んだ水を飲んだり、あるいは患者が食べた食べ物を食べたりしても感染する。食べ物は別に用意しても、同じ食器を使ったら感染する危険が高い。病人の糞尿を処理するときに手に菌が移り、それを水や食べ物と一緒に呑のみ込こんだりすれば、やはり感染する」

　俺の説明に、ロメリアは蒼白な顔で冷や汗を流している。

　自分がいかに危ない橋を渡っていたかを改めて思い知ったわけだ。

　彼女と父親や仲間の医師は、厚手の衣服とマスクや帽子に身を固めていたおかげで、なんとか感染を免まぬかれたに違いない。

　ただ、如い何かに厚手の服を着ていても、完全に菌をシャットアウトできる現代の防護服とは比べものにならないわけで、感染らなかったのは、たぶんに運がよかっただけとも言える。

　彼女の父親とその仲間は、今でも罹患者を隔離する活動に従事しているそうだから、彼らにもその辺の注意すべき点を徹底しておいたほうがいいだろう。

　俺は黒死病の仕組みを一通りロメリアに説明すると、次に、その対策を話し始めた。

　まずはロメリアに理解してもらい。

　彼女から彼女の父親や同僚の医師に話してもらい。

　そうやって正しい対処法を知る者を増やしていかないと。

　間ま怠だるっこしいけど、仕方がない。急がば回れだ。

　この時代の人は、患者の吐瀉物から菌が撒き散らされるなんてことは想像もしていないだろうからな。

　現地で対策に当たっている人たちまでバタバタと倒れたら、もうパンデミックは止められなくなる。

　あと、これは医師の担当じゃないけど、遺体の火葬の徹底が必要だ。

　それと、まだ発症していない人たちがノミに嚙まれる危険を減らす為にも厚手の服の支給が必要で、できれば水浴びをして体を清潔に保ってほしいところだが、今の季節だと戸外で水浴びするには寒すぎる。

　対策本部主導で、現地でお湯を沸かして、お湯で体を流せるくらいのことはしておきたい。

　この辺は俺から内務大臣に要請しておこう。

　大量のお湯を沸かすとなると、薪や石炭、油を仕入れるのにお金がかかるからな。

　火葬にしても、油が必要で、やはりお金がかかる。

　が、この状態で金を惜しんでも仕方がない。

　帝都を出るとき、宰相や財務大臣から、

「対策に必要でしたら、金に糸目を付けずに実行してくださってかまいません」

　という言げん質ちを取ってあるから、俺も内務大臣も遠慮する気はない。

　う～ん、改めてもう一度、内務大臣と彼の部下を交えて対策会議をしたほうがよさそうだな。

　ロメリアに黒死病対策をあれこれと教えながら、俺はそう思っていた。
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　俺の提案を、内務大臣は矢継ぎ早に実行に移してくれた。

　帝国が倒れるかどうかの今が瀬せ戸と際ぎわだという危機感は彼も持っているから、あらゆる場面で即断即決だ。

　そして一度決まれば、すべての人間が同じ方向を向いて駆け出すのも、前回の異民族侵入の際と同じだった。

　隣州でも人の移動が禁止された。

　俺が仕入れた資料本には潜伏期間は二～七日間だと書いてあったけど、念には念を入れたほうがいいな。

　俺は大臣に、十日間症状が出なければ移動しても大丈夫だと教えてやった。

　そこで、十日間に亘わたって症状が出ていない者には当局が証明書を発行し、移動を許可してやった。

　またネズミは見つけ次第殺すべしという御お触ふれが多くの街で出され、ネズミ取り用の罠わなや毒どく餌えが大量に売れたそうだ。

　余談だけど、ネズミを捕まえるネコが大いに重宝され、人々が積極的にネコを飼うようになったのは、このときが嚆こう矢しだったらしい。

　さておき、住民や商人などの移動禁止措置の確実な実行や州の境界線の見張り等々、人手が必要な案件には何個もの軍団を動員した。

　軍団に関しては内務大臣が直接動かすことはできないから、俺が宰相や軍務大臣に、半ば脅おどすような強い要請を行って実現させた。

　それはさておき。

　患者の隔離と人の移動の禁止を徹底したおかげで、マルスヴァイト州以外での発症者の確認事例は確認されておらず、今のところ、なんとか他州への広がりは防げたようだった。

　いや、まだ安心はできない。

　マルスヴァイト州では未いまだに悲惨な状況が続いていて、各街では火葬の煙が途絶えることなく立ち上っているという。

　報告が上がってくる死者の数も、増えることはあっても減ることはなく、すでに無人に近い状態になった街もあるそうだ。

　無人になった街や村は思い切って廃棄してしまい、街や村ごと燃やしてしまったほうが簡単ではないか、という意見も出ている。

　たしかにそのほうが話が早いかもしれない。

　しかし、もどかしい。

　こうして本部に詰めているだけで何もできない自分がもどかしい。

　内務大臣たちは、

「黒死病の正しい知識と的確な対策をもたらしてくれただけで比類なきお働きです」

　と褒めてくれるんだけど。

　でもなぁ。そんなの現代の資料本を読めば誰にでもわかることだし。

　ぶっちゃけ、俺じゃなくても、現代に飛んだ夕那氏が仕入れてきたって同じだろって思うんだよね。

　夕那氏は、

「いえいえ、わたしが言っても、ここまで迅速な対応は取れてませんよ。これは功績のある陛下の言げんだからこそ実現できたことなんですから」

　と言ってくれるけど、そうなのかなぁ。

　とはいえ、俺が対策の最前線に出ていったって何もできないし。

　むしろ、対策に奔走している人たちの邪魔になるだけだし。

　俺が出ていくことで一緒に従ついてくる親衛隊に発病者が出たりしたら、洒落しやれにならないし。

　正直な話、防護服がないこの異世界で、ペスト患者がいる地域に足を踏み入れたくはないっていうのが本音ではあるけど。

　それにしても、もう少し何かできないのかな、という忸じく怩じたる気持ちはある。

　俺は対策本部の一室に詰めたまま、上がってくる報告を、毎日じりじりとした思いで聞いていた。

　報告を取りまとめて俺に上げてくれるのがロメリアだというのが唯一の慰なぐさめだった。

　グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエの美人秘書三人に加え、美人女医のロメリアまで俺の仮執務室に朝から晩まで詰めている。

　帝国が持もち堪こたえるか倒れるかの瀬戸際だというのに、俺は個人的に、もうここは天国なんじゃないか？　と、そんな思いすら抱いてしまった。

　俺が対策本部での激務に耐えられたのは、必死に俺を支えてくれた美女四人のおかげだと言っても過言じゃないだろう。

　とはいえ、慣れない出先での毎日と、連日連夜の会議と報告と対策の指示。

　そんな日々が続いたおかげで俺は少しばかり体調を崩してしまった。

　とうとう朝起きられなくなり、夕那氏に言って、その日は臨時の休みをもらうことになった。
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　久しぶりに昼まで寝て、だいぶ調子は戻った……ような気がした。

　とくに熱が出ている感じでもないし、やっぱり疲労が溜たまっていたのかも。半日休んじゃったから、そろそろ起きて仕事しないと。

　俺がベッドから出ようと藻も掻がいていると、寝室のドアがノックされて、グリナマルナが入ってきた。

　秘書官の三人は、皇帝のいるところならどこでも入室を許されているので、寝室で俺が寝ていようと寝ていまいと、おかまいなしだ。

　帝国府では、毎朝、そうやってグリナマルナたちに叩き起こされているものな。

　いつものように、そろそろ起きて仕事を始めて下さいと言いに来たのかと思ったんだけど、今日はちょっと違った。

　彼女はロメリアを伴っていたのだ。

　ロメリアは軍務服ふうの上着を着てタイトなスカートを穿はいていたが、その上に膝ひざ丈たけの白衣を羽織っているのが目を引いた。

「ロメリア殿に陛下を診みていただくようにとユーナゲイル様に言われまして」

　グリナマルナは、そう報告してきた。

　なるほど。こちらの世界でも医者は仕事をするとき白衣を着るものなんだな。夕那氏も俺の健康を心配してくれたわけか。あれで意外と優しいところがあるんだな。

　遠慮がちにロメリアが訊く。

「ということですので、僭せん越えつながら陛下のお体を診させていただくことになりました。よろしいでしょうか」

　こんな美人の女医さんに診てもらえるなら、大歓迎だよ、もちろん。

「では、わたくしはこれで」

　挨あい拶さつをして退出していくグリナマルナが、なんか少し不安そうな悔しそうな、複雑な表情をしていたのが少し気になったけど。

「では、お体の具合、拝見いたします」

　とロメリアに言われ、俺はグリナマルナが見せた表情のことを棚上げにする。

　さて、楽しい診察の時間だ。でも、診察って、どうするんだろう。

　聴診器とか体温計とか、この世界にはないよな？　血圧計なんか、当然ない。

　ってことは？

「はい、触診をさせていただきます」

「触診！」

　つまり俺の体のあちこちをロメリアが触りまくるってことか？　ちょっと興奮しちゃうじゃないか。

　ロメリアはベッドの脇まで進み出てきて、俺に向かって深々と頭を下げた。

「では陛下、恐れ多いですが触診を始めさせていただきますので、お脱ぎ下さい」

「……はい？　え？　今なんて？」

「え？　ですから触診をいたしますので、服を脱いでいただきたいのですが。有あり体ていに申しますと、全裸になっていただきたいということでございます」

「はいぃいぃ？　ど、どうして触診するのに全裸になる必要が!?」

「え？　ですが……」

　ロメリアは思い切り戸惑った顔で俺を見つめている。

「ユーナゲイル様に、陛下の世界では触診するときは、診てもらう側は全裸になるのがしきたりだと教えていただいております……が」

　あんの人はぁぁ！　またそういう出で鱈たら目めを吹き込んで！

「あ、あの、違いましたか？」

「いやもう、全然まったく違う。というか出鱈目」

「えぇえぇぇ？　で、では、その、触診が終わったあとは、診てもらった側が、お礼の意を込めて相手の医師に触診をして返すというしきたりは……」

「初耳だな！　っていうか、そんなしきたり、俺のいた世界のどこを探しても存在してないけど！」

「そ、そうなのですか」

「ロメリア、君、夕那氏……ユーナゲイル氏に騙だまされたんだよ」

　ほんとにあの人、油断も隙もないな。これ、俺の健康を心配したんじゃなくて、ただ面白がって遊んでるだけだろ。

　ロメリアは何な故ぜか、がくり、と肩を落とした。

「そうだったのですか。わたくし、お礼の意を込めた陛下の触診を受けるのを楽しみにしてまいりましたのに」

「はい？」

「全裸の陛下を診察させていただき、お礼に陛下から触診される。これほど光栄なことはございませんから」

　え……それ、光栄なんだ？

「あの、ダメでしょうか、全裸触診？」

　いや、ダメというか嬉うれしいというか。でも、それやったら、もう医者の診察じゃないよね？　完全に風俗だよね。なんとか看護院とかいうソ○プラ○ドの看護師さんプレイだよね。

　俺は行ったことないけど。いや、ホントにないけど。

「陛下はわたくしなど、触診を返す価値もないと思われますか」

　ロメリアは、心底がっかりしたような顔で肩を落としている。

　どうやら本気で言ってるようだ。

「そ、そこまで言われたら、俺としても触診を返すにやぶさかじゃないけど」

　ロメリアの顔が、ぱぁっと輝いた。

「ありがとうございます」

　そこでお礼を言われるんだ？　不思議なところだな、異世界。

「で、陛下は、わたくしを触診するに当たり、まずどこを？」

　そんなの、訊かれるまでもないだろ。

　おっぱいだよ！

「しょ、承知いたしました、陛下。では、わ、わたくしの、ちちち乳房を、思う存分、触診なさって下さいませ」

　顔を真っ赤に染めたロメリアが、上体を反らすようにして胸を突き出してきた。

　白衣の下の彼女の豊かな乳房の盛り上がりが、いま俺の眼前にある。

　ヤバイ、ヤバイ、ヤバイ。

　全裸になって彼女の触診なんか受けたら大変なことになるわ。もうブレーキの壊れたブルドーザーだぞ。止まらないぞ。いいんだな。

「よ、よろしかったら、乳房以外でもお好きなところを……それはもう全身隈くま無なく触診していただいてかまいませんので」

　ぶお────っっ。

　ブレーキの壊れたブルドーザーが盛大に突撃ラッパを鳴り響かせた。

　よぉし！　まずは俺が全裸になってロメリアに隈無く触診してもらうのだ。

　そのあと、今度は俺が彼女の体を隈無く余すところなく恙つつがなく触診して、お礼の意を懇切丁寧に伝えてやるのだ！

　俺はベッドの上で跳ね起き、白衣に手をかけようとした、そのとき。

「っっ！　っっっ！」

　入り口のドアの向こうで何やら押し殺した声がした。

「あ」

　潤うるんだ目を向けているロメリアをそこに残し、俺はつかつかと歩いて部屋を横切ると、ドアノブに手をかけ、勢いよくドアを開けた。

　ど～～っっ、と秘書官の三人が室内に倒れ込んできた。

　なんだ、これ。漫画か。

　まさかこんなシーンを実際に自分の目で見る日が来ようとは。

「何やってるの、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエ」

「あ、いえ、これは、陛下の身を案じる秘書官としては、陛下が何をされるのかを確かめないわけにはまいりませんのでして」

「といいますか、ユーナゲイル様の説明は噓うそだったのですか。信用したからこそロメリア殿が全裸陛下の触診をするのも致し方なしと思ったのですが」

「出鱈目なら、べつにロメリア殿に配慮する必要もないわね～」

「あ、そそそ、そう、だね」

　するとグリナマルナが俺に向かって厳おごそかに言った。

「では、陛下、わたくしどもはここで見学しておりますので、ロメリア殿の診察をお受け下さい。診察返しは不要ということで」

　がくり。

　今度は俺が力なく肩を落とす番だった。

　ロメリアによる簡単な診察の結果、俺は単なる過労だということに落ち着いた。

　とくに楽しいこともない、普通の診察だった。

　まぁ、グリナマルナたちに睨にらまれていたら、ロメリアも何もできないよな。

　そんなこんなでドタバタしてしまったが、その日の昼過ぎから、俺はまた通常業務に戻った。

　いや、通常というか、黒死病対策に邁まい進しんする日に、と言うべきだな。

　そして、現地対策本部に留まったまま、一カ月ほどが経過した。
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　ここに来てようやく、マルスヴァイト州のペスト騒動にも沈静化の兆きざしが見えてきた。

　国中にペストが蔓まん延えんして、帝国そのものが倒れるような最悪の事態だけは、どうやら避けられそうだった。

　やれやれ、だ。

　マルスヴァイト州は壊滅的な打撃を受けたけど、被害が一州だけで抑えられたのは不幸中の幸いと言えるのかもしれない。

　俺は密かに安あん堵どの息を吐はいた。

　同時に、少しは役に立てたのかな、という思いもあった。

　しかし。

　そんな俺の安堵の思いを打ち砕くような凶報が飛び込んできた。

　事はそうすんなりとは終わらない。

　グリナマルナの報告に、俺は思いきり眉を顰ひそめてしまう。

「え？　クリエシュ王国が軍を動かす準備を進めている!?」
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　グリナマルナから報しらせを受けた俺は、未いまだに対策本部に詰めて黒こく死し病びよう対策の陣頭指揮を執とり続つづけている内務大臣ギリエッレ・マクセシスのところへ顔を出した。

　黒死病の勢いが下火になりつつあるといっても、マルスヴァイト州には、まだ大勢の患者がいる。

　汚染された地域を片付け、消毒をしたり隔離患者の世話をしたり、安全が確保されるまで足止めされている住人や商人などの世話をしたり、潜伏期間を過ぎても発病しない者に証明書を発行したり、命令に違反して他州へ抜け出す者がいないか州境を見張ったりと、やるべきことは山さん積せきしている。

　内務大臣は、まだしばらく帝都へ帰れないだろう。

　俺も、もう少し彼に付き合って、と思っていたんだけど、他国が侵略の意志を見せているとなると、そうも言っていられない。

　軍を動かすとなると、やはり皇帝は帝都にいないと具合が悪いだろう。

　もしかすると前回同様、「皇帝親征よろしく！」なんて言われるかもしれない。

　そこで俺は状況を把握しようと内務大臣に話を聞きに来たわけだけど、案に相違して彼もそれほど詳しいことは知らないようだった。

「宰さい相しようからの使者は『クリエシュ王国が帝国との境界にある鉱山地帯に兵を投入しようとしているので、軍事行動を起こすつもりなのかもしれない』と伝えてきました。それに対応する為に帝国も軍の動員を図らねばなりません。陛下には急ぎ帝都へお戻りいただきたい、とのことです」

「クリエシュ王国って、東隣の国ですよね」

「さようです。周辺諸国の中では比較的大きな国ですな」

「以前から何か揉もめ事ごとが？」

「山岳地帯に幾つかある鉱山を巡って局地的な争いをしたことがありましてな。十数年前に鉱山を分け合う形で休戦が成りまして、それ以来、鳴りを潜めていたのですが」

　そう言うと、内務大臣は眉を顰ひそめて言葉を継いだ。

「ここに来て動き出したというのは……」

　俺は苦い顔で頷うなずく。

「この黒死病騒動に乗じようというのでしょうね」

「ですな。国内で黒死病が発生して帝国がてんやわんやの隙に境界に近い鉱山を幾つか掠かすめ取とってしまえ、というわけですな。機を見るに敏びんというか、狡こすいというか」

「クリエシュ王国が狙う鉱山というのは？」

　と俺が訊きくと、内務大臣は部下に地図を持ってこさせて説明してくれた。

「国くに境ざかいを挟んで山岳地帯に十の鉱山があります。そのうち帝国が七、王国が三の割合で支配しているのです。帝国が支配する鉱山のうち三つが金山でして、あとの四つが銀山です。帝国の経済基盤を支えていると言ってもいいくらい重要な鉱山ですな。ちなみに王国支配の鉱山は、金山が一に銀山が二、ですな」

「なるほど。黒死病対策で大わらわの帝国なら、ろくな応対ができないと読んで軍事行動に出たわけですか。たしかにここの鉱山を幾つか奪うばえれば、帝国の力を削ぎ、自国の力を強くできますものね」

「動かせる軍団の過半は黒死病対策に投入されておりますからな。病人の隔離や世話、物資の移送、遺体の回収や火葬、州内の治安維持や州境の封鎖など、人手はいくらあっても足りないくらいです」

「ですね。王国が鉱山地帯で軍事行動を起こしても、何個もの軍団を即座に投入するのは難しいですよね」

　内務大臣は忌いま々いましそうに吐き捨てた。

「それを見越しての行動でしょうが、なんとも信義に悖もとる卑劣な連中だ」

「お気持ちはわかります。ですが、これから他国を侵略しようとする奴らに信義を説いても始まりませんよね」

「仰おつしやるとおりですな。連中の企図をくじく為には、こっぴどい目に遭あわせてやる必要があります。帝国に逆らう気を起こさなくなるくらいの手痛い目に」

　そこで言葉を切ったマクセシスは、俺の顔を覗のぞき込こむように、

「頼りにしておりますぞ、陛下」

　と言って、いきなり俺の手を握った。

　俺より背が高く横幅もある内務大臣からそんなふうに迫られると、思わず後ずさりしそうになる。

　いや、まぁ、握手くらい、いいけどさ。

　しょせん雇われ皇帝だしね。

　でも、毎回毎回、戦争に勝利するのを期待されるのは荷が重い。

　背負った荷物が重すぎて地面に膝ひざを落としてしまいそうだ。

　でも、やるしかないんだけど。

　逃げ出したりしたら、契約違反で捕まってしまう。

　そもそも、こんな異世界じゃ逃げ出すこともできやしない。

　って、同じことの繰り返しだな。

　これも、俺が時給二万円なんていう高給に釣られたせいだ。

　つまりは自業自得ってことで。

　だから、俺がやるしかないんだ。

　はぁ、と切ないため息を吐ついてから俺はマクセシス大臣に答えた。

「できる限りのことはするつもりですよ」

「心強いお言葉、感謝いたしますな」

　俺から手を離した内務大臣が訊いてきた。

「帝都への出立はいつになさいますか？」

「そうですね。早く戻ってくれと宰相に言われている以上、明日にでも出立……いや、親衛隊が動けるかな。ちょっと親衛隊長に相談してみないとダメですね。ここは大丈夫ですか？」

「陛下のおかげで黒死病の実態や実効ある対策などは実働部隊にも浸透しております。流行も下火になってきておりますし、もう我々だけで大丈夫かと勘案いたしますな」

「ですか。では、ここはお任せして、俺は帝都へ戻る準備を始めます」

　俺は改めて内務大臣と握手を交わし、対策本部の部屋をあとにしたのだった。
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　俺は皇帝用に用意された部屋へ戻ると、すぐにグリナマルナに話をして、親衛隊長を呼んでもらった。

　親衛隊長を務めるガルバルスと副長のシグナツィオは、待つほどもなくやって来た。

　初めのうちは二人とも、異世界から来た俺みたいな若造を皇帝として戴いただくことに複雑な思いもあったようだけど、今では完全に受け容れてくれている……ように見える。

　本心でどう思っているのかまでは、わからないけどね。

「ガルバルスと副長シグナツィオ、お召しにより参上いたしました」

　親衛隊長と副長が俺に向かって敬礼を寄越した。

　俺は二人を会議スペースの座卓の前に座らせ、秘書官の三人にも同席してもらうことにした。

　侍女が運んできた茶器と茶菓子をスクレィニが配り終えると俺は、グリナマルナが、俺が──つまり皇帝が──急いで帝都に帰還する必要が出たことを説明した。

　二人とも先代の皇帝にも仕えていたけど、皇帝の前で椅子に座るのも、お茶や茶菓子を出されるのも初めての経験だそうだ。

　正式な会議ならともかく、こんな内輪の打ち合わせだったら、コーヒーを飲みながらだろ。

　というのは二十一世紀人の感覚なんだろうな。

　いや、この異世界にコーヒーはまだないけど。

　グリナマルナの説明を聞くやいなや、親衛隊長のガルバルスが驚きの声を上げた。

「クリエシュ王国がスミルノッツァ山地の鉱山を狙っているのですか！」

「という話だよ。だから帝都へ戻るよう宰相に言われたの。親衛隊はどのくらいで準備できるかな？」

「そうでありますね」

　ガルバルスは少し考えていたが。

「陛下のお供をする数を二千に留めて準備を急がせ、残りの三千は準備ができ次第あとを追いかける、という形であれば、二日後に出立できるかと思います」

「帰りも、来たときと同じで川を船で？」

「そうであります。帝都まで行くとなりますと、馬で行くより面倒が少なく、川を遡そ上じようする形であっても船のほうが早いでありますから」

　俺はグリナマルナに顔を向けた。

「明後日あさつてに出立で問題はない？」

「とくにございません、が」

「が？」

「あ、いえ、問題はございません」

　なんだろう、気になる言い方だな。

　と思ったものの、今この場で確認するのは気が引ける。

　俺は具体的な帰還の準備に関するあれやこれやを親衛隊長や秘書官たちと打ち合わせ、打ち合わせは終了となった。

　ガルバルスとシグナツィオが部屋を辞すと、俺は気になっていることをグリナマルナに訊いた。

「ねえ、グリナマルナ。さっきの『が』って、どういうこと？　何か問題があるなら、小さなことでもいいから言ってくれないかな」

　グリナマルナは一瞬、驚いたような顔を見せたが、すぐに深々と頭を下げた。

「陛下の慧けい眼がん、恐れ入りましてございます」

　いや、慧眼て、そんなたいそうなものじゃないからね？

「もしかして、グリナマルナの故郷と関係ある？」

　俺がそう言うと、彼女の体が小さく震えたように見えた。

　ゆるゆると頭を上げた彼女は、少し悲しそうな顔で答えてきた。

「陛下のおかげで故郷の街の様子を知ることができました。まだ黒死病患者は出ていないようで一安心なのですが……」

　グリナマルナの出身地は黒死病が流行した港町からは離れている内陸部の街で、しかも州の外れに近いところにあるので、黒死病は今のところ発生していないことが確かめられていた。

　潜伏期間の問題もあったが、流行し始めてからもう一カ月以上が経たっている。

　今の時点で患者が出ていないんだから、彼女の故郷はセーフと言っていいだろう。

　けれどグリナマルナは、それを喜ぶより、ここまで来ているのに故郷へ戻れないことを残念がっているようだ。

　そうだな、州境の先を少し行ったところに故郷があるのに、そして故郷には家族や親族、友人知人がいるだろうに、帰るに帰れない……というか、近づくことさえできないというのは、たしかに心が痛いよな。

　現代日本に住む俺にグリナマルナの心境はわからないけど、この時代、この世界では、俺が考えるよりずっと家族や親族の紐ちゆう帯たいは強いはずで、だから彼女が、すぐそこにあるのに行けない故郷のことを残念に思っているのだろうということは想像できた。

　う～ん、なんとかしてやりたいけど。

　でも、まだマルスヴァイト州の封鎖は続いているわけで。

　これからもしばらくは続くわけで。

　いくら皇帝秘書官だからといって、彼女だけを州内へ入れるわけにはいかない。

　周りに示しがつかないというのもあるし、もし彼女が罹り患かんしてしまったら取り返しがつかないじゃないか、という思いもある。

　俺は腕組みして考え込んでしまった。

「陛下？　どうかされましたか？」

　恐る恐るといった体ていでグリナマルナが声をかけてきて、俺はようやく顔を上げた。

「グリナマルナの故郷は州境から見えるの？」

「いえ、さすがに街を見ることはできません。故郷に近い山々なら遠望できるかもしれませんが」

「そうか。州境の見張りを担っている軍団は、遠くまで見張れるよう、幾つもの望ぼう楼ろうを建てているって話だから、明日、ちょっと州境まで行ってみようか」

「あ……はい？」

「だから。街を見るのは無理でも、望楼に登って、故郷に近い山を見ることはできるんじゃないかなって思って」

　その行為にどんな意味があるのか、俺にはよくわからない。

　でも、近づけるところまで近づいて故郷の山野を遠望するってのは、心の慰なぐさめくらいにはなりそうだ。

「グリナマルナが、遠くから山なんか見ても意味はないと言うなら、わざわざ行く必要もないけど」

「いっ、行けるのでしたら、是非！　ですが、よろしいのですか？　この忙しいときにわたくしが陛下のお側そばを離れても」

「ん？　側は離れないでしょ。俺も行くから」

「えっ!?」

　グリナマルナは心の底から驚いたというふうに目を見開いて俺を見つめている。

「一カ月も本部に詰めて黒死病対策に懸かかりきりだったから、ちょっとした気分転換でもしたいなって思っていたんだ。グリナマルナの思いを少しばかり出しに使わせてもらうよ。だから気にしなくてもいいんだ」

「あ……ありがとうございます」

　グリナマルナは頭が膝下につきそうなほど、深々と腰を折った。

「ってことで、悪いけど、もう一度、ガルバルス隊長を呼んできてくれる？」

「今すぐに！」

　グリナマルナが疾しつ風ぷうのような勢いで部屋を飛び出していった。

　残ったスクレィニとフリエフリュエが、少し不安そうな顔を向けてくる。

「本当によろしいのですか、陛下？　急いで帝都へ戻らなくてはならないときに」

「ごめん。俺が出かけているあいだ、二人には準備を進めてもらわないとならないね」

「いえ、それは大したことではございませんので」

　とスクレィニが答えると、フリエフリュエも続けて言った。

「帰還の為の作業に関しては侍女や侍臣に指示を出せばそれで済んでしまうので、大きな問題はないのですが～。今日の明日では、州境を見張っている軍団への根回しをする余裕がないのではありませんか？」

「あ～、それね。うん、視察だということで我慢してもらおうか」

　俺がそう言うと、スクレィニとフリエフリュエは顔を見合わせていたが。

　やがて二人は頷いて、俺のほうへ顔を戻した。

「皇帝陛下の視察であれば、軍団の幹部も来るなとは言えませんね」

　と言ってスクレィニは小さく笑い。

　フリエフリュエも、

「陛下の視察なら、不意打ち、抜き打ち、まぁ普通にあることではございますね」

　と言って頷いた。

「問題は、ガルバルス様が承知なさるかどうか、でございますか」

「そこは、それ、なんとか頼み込むよ。なんだったら俺が土下座してもいいし」

　俺がそう言うと、スクレィニが、いえ？　と言って小さく跳び上がった。

「陛下に土下座させたなどという話が伝わりましたら、ガルバルス様は更こう迭てつされてしまうでしょう。どうかそれだけはおやめください」

　フリエフリュエも、頷いて続いた。

「むしろ陛下が、高圧的、威圧的に出たほうが、ガルバルス様も折れやすくなると思うのです。ご命令だから仕方なく従うのだ、という格好がつきますので、問題も少ないのではないかと」

　なるほど、そういうものか。

　やはり社会人一年生には、対人関係における駆け引きとか、立場や地位の違いによる案配とか、なかなか難しいな。

　これはこれで勉強になるわ～、と感心する俺だった。

　グリナマルナがガルバルスを連れてくると、俺は二人のアドバイスに従って、隊長に対して強く出てみた。

　眉を八の字に寄せ、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で俺の話を聞いていたガルバルスだったが、最後に俺が、

「これは命令だから、何がなんでもやってもらう」

　とダメを押すと、大きなため息を吐ついて敬礼を寄越した。

「承知いたしました。第一弾二千の帰還準備は副長に任せ、わたくしは残り三千の中から二千を率いて陛下の視察のお供をいたします」

「ありがとう。助かるよ」

「あ、いえ、わたくしどもは陛下をお守りするのが仕事ですのでお気遣いなく。ですが、視察はよろしいとして、あまり無茶なことはなさりませんようお願いいたします」

「しないよ。ただ見に行くだけだから」

「承知いたしました」

　最敬礼をすると、ガルバルスは慌ただしく部屋を出て行った。

「さて、じゃ、こちらはこちらで準備を進めようか。帝都へ帰る準備と、明日、州境まで出かける準備を」

　俺がそう言うと、スクレィニが、

「では、内務大臣様にはわたくしがお伝えして参ります。事後承諾のようになってしまいましたが、仕方がございませんね」

　あ、そうか、内務大臣のことをうっかりしていた。

　対策本部の責任者は彼なんだ、皇帝でも勝手に視察に行くわけにはいかないか。

「よろしく頼むよ。彼が愚ぐ図ずったら、俺が直接、出ていくから」

「そのような事態にならないよう、上手く言いくるめて……取りまとめて参ります」

　あれぇ？　スクレィニって、思ったよりも強したたかな女子なのかな。まぁ心強いけど。

「お願いします、スクレィニ」

　グリナマルナは部屋を出て行くスクレィニの背中に向かって、深々と頭を下げるのだった。
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　というわけで、俺は翌日、親衛隊の二千とグリナマルナを引き連れ、マルスヴァイト州との境界を見張る軍団の視察に出かけた。

　出かけたのは、第十二軍団が受け持つ地域で、対策本部のある街からだと馬車で北東方向へ半日ほどの距離だ。

　日帰りしなくてはならないので、俺たちは早朝に街を出て、道中はかなり馬車を急がせた。

　速度を上げると、皇帝用の馬車でもけっこう揺れた。

　現代の自動車のようなサスペンションを装備していないから当然だけど。

　とはいえ、俺が車酔いすることもなく、昼前には予定の場所に到着した。

　いつも年季の入ったバスや列車に乗って古城巡りをしていた経験が生きたのだろう。

　これも、芸は身を助ける……じゃなくて、趣味は身を助ける、だな。

　俺たちが着くと、早速、第十二軍団の軍団長がすっ飛んできたが、

「通常の任務の邪魔をしたくないから」

　とかなんとか適当なことを言って彼を黙らせ、まずはグリナマルナの故郷の様子などを訊き出した。

　街に入ったことのある医師団から報告を受けていたらしく、第十二軍団はアデルファの街の様子を把握していた。

　それによれば、アデルファでは未だに黒死病患者の発生が確認されていないそうで、俺もグリナマルナも胸を撫なで下おろした。

　とりあえず一安心だな。

　俺は少数の親衛隊とグリナマルナだけを連れて州境の手前側を歩き、近くにある望楼へ登らせてもらうことにした。

　望楼を使うということは彼らの通常任務を邪魔していることに他ならないから、言っていることとやっていることが矛盾しているのだが、そこは大目に見てもらおう。

　皇帝陛下に万一のことがあったら大変ですと、従ついて来た軍団長が恐おそれ戦おののいていたが、そんな簡単に壊れやしないだろ。

　というか、人が何人か登っただけで壊れてちゃ、見張りに使えないじゃないか。

「大丈夫、俺は軍団の工兵の技術力を信じているから」

　などと、また適当なことを言って軍団長を退しりぞけ、俺は梯子はしごを使って望楼へ登った。

　先に登った親衛隊員の手を借りて見張り台に立つ。

　続いてグリナマルナも登ってきた。

　もちろんスカートではなくズボンを着用していた。

　彼女がスカート姿だったら、先行するんじゃなくて、彼女のあとから登るわ。

　という本音は誰にも知られてはいけない。

　望楼の上の見張り台は、地上高六、七メートルといったところだろうか。

　それほど高くはないけど、辺りには視界を遮る高層建築がないから、すこぶる見晴らしがいい。

　マルスヴァイト州側は、ほぼ草に覆われたなだらかな丘きゆう陵りよう地帯で、森林は見当たらず、遙はるか彼方かなたまで見渡せた。

　吹き渡る初冬の風に草が靡なびき、まるで波のように揺れている。

　うねるように続く丘陵地帯の遙か先に、ちょっとした山塊が遠望できた。

　あれが、グリナマルナの言っていた「故郷の近くにある山々」に違いない。

　俺がそっと様子を窺うかがうと、彼女は両手を組んで何かに祈るような体勢で、熱心にそちらの方角を見つめている。

　きっと心の中で、故郷にいる家族や友人たちに声をかけているんだろう。

　いくらそんなことをしても、実際に声が届くことなんか、ないのに。

　思いが伝わることなんか、ないのに。

　というのは事実だが、そんな野暮なことを言うのはやめておく。

　彼女の思いはともかく、俺は久しぶりに雄大な景色を見られたことに満足していた。

　ほぼ一カ月間、対策本部に詰めたままだったんだからな。

　皇帝だから、気軽に散歩とかもできないし。

　息が詰まりそうな毎日だったから、気分転換にはなった。

　とはいえ、地上にいるより望楼の上は風が強い。おまけに季節柄、風は冷たい。

　しっかりとした厚手の服を着てマントを羽織っているのに、俺は体の芯まで冷えてくるような錯覚を覚えた。

　この季節、見張りをする兵士も大変だな。

　さて、いつまでも彼らの邪魔をしていては申し訳ない。

　寒いし、それに夕刻までには帰らないとならないし。

　俺はグリナマルナの横に進み出ると、そっと声をかけた。

「今は無理だけど、もう少しすれば州の封鎖も解けるよ。そうしたら休暇を取って故郷に戻ればいいんじゃない？」

　彼女は少し潤うるんだ目を俺に向け、恭うやうやしく頭を下げた。

「ありがとうございます。ですが、もう大丈夫です。故郷の近くに来られ、馴染みある山並みを眺められ、少し心が落ち着きました。ここにきて街の状況も詳しくわかりましたし、これで心おきなく通常の業務に戻れそうです。休暇は、機を見て、改めていただくことにいたします」

「そう？　ま、有能な秘書官に休みを取られると仕事が大変なことになりそうだから、俺としては歓迎だけどさ」

「ありがとうございます」

「いや、大したことはしてないよ、俺」

「とんでもございません。陛下のお心遣い、じつに忝かたじけなく思っております」

「うん、まぁ、そう思ってくれるなら、それでいいけど。で、有能な秘書官殿、そろそろ戻らない？　ちょっと冷えてきた気がするし」

「あ、これは気がつきませんで、失礼いたしました。下りましたら、すぐに湯を沸かし、熱いお茶など……」

「いや、お茶はいいよ。今日中にエゥアビトスまで帰らないとならないんだから、のんびりしてる暇はないでしょ」

「よろしいのですか？」

「親衛隊長にも余計な苦労をかけてるんだし、早めに対策本部まで戻ろう」

「承知いたしました」




　こうして俺とグリナマルナは第十二軍団の下もとを早々に辞し、対策本部が置かれているエゥアビトスの街を目指して馬車を走らせた。

　馬車を飛ばしたおかげでなんとか日暮れ前には帰り着くことができたのだが、俺の尻は少しばかり痛くなっていた。

　帰ってみると、俺の帰還準備はもう終わっていて、各所への連絡もすべて済んでいて、俺がすることは何もない、という状態だった。

　俺の秘書官、優秀だな。

　親衛隊のうちの二千の帰還準備も、あらかた調ととのっていた。

　副長も優秀だな。

　あとは、明日の夜明けと共に起き出して、馬車で川まで出て、船に乗り換える、と。

　今日は風呂に入って早めに寝るか。

　俺は密かに尻をさすりながら、食事の支度がされた部屋へと移動するのだった。
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　翌早朝──。




　朝食もそこそこに俺は馬車に乗り、船着き場まで移動。

　休む間もなく皇帝用の艦船に乗り換えた。

　すぐに船は川を遡そ航こうし始める。

　風は穏やかで波もほとんどなく、船は順調に川を遡さかのぼっていった。

　遡航するときは基本的に人力で櫂かいを漕こぐんだけど、この季節には珍しく南寄りの風が吹いていて、帆を上げることもできた。

　おかげで船足は通常よりも速かったそうだ。

　速度はともかく、川面かわもが穏やかで船酔いの心配をしなくて済むのはありがたかった。

　この調子なら、予定どおり明日のうちに帝国府へと帰還できそうだという。

　着くのが遅れると、宰相辺りからお小言を言われそうなので、ちょっと安心した。

　いや、どっちが皇帝やねん！　って話だけど。

　強こわ面もてチャンピオンの宰相と向き合って話すの、恐いんだよ。

　人生経験も統治経験も、あちらがずっと上だし。

　歴史の知識がなければ、俺なんか、ほんと、ただの若造だもんな。

　見た目もそうだけど、内面からにじみ出る迫力っていうの？　そういうのにびびる。

　まぁ、びびってばかりもいられないから頑張るけどね。

　なんといっても、ここでは俺が皇帝なんだから。

　さて、皇帝としては、船に乗ってしまえばすることもない。

　かといって、船上で日がな一日、ぼけっと過ごしているわけにもいかない。

　今回の鉱山を巡るクリエシュ王国との争いにどう対応するかを考えなきゃ。

　戦闘をしなくて済むなら、それに越したことはないんだけど、そこは相手の出方次第となる。

　クリエシュ王国が本気で鉱山を奪とりに来ているのだったら、間違いなく戦闘を仕掛けてくるだろう。

　ただ、戦う覚悟があったとしても、その規模はわからない。

　喉のどから手が出るほど金山が欲しかったとしても、帝国が黒死病対策に大わらわで余力がないとしても、王国としては全面戦争になるのは避けたいはずだ。

　だからこそ黒死病で帝国が揺れているこの時機に、火事場泥棒的に金山を掠め取ろうとしているんだろうから。

　であれば、序盤で圧倒的な戦果を上げて、早々に講和に持ち込みたいというのが本音ではないかと想像できる。

　戦果とは、要するに鉱山を奪い取ることだ。

　そのための軍事行動なんだから。

　ということは、可能な動員兵力を最初から惜しげもなく投入して、帝国の鉱山地帯を占領し、素早く防衛線を整える。

　相手の目標は、あくまで鉱山の奪取。

　緒しよ戦せんに王国が勝利したとしても、帝国領へ進軍してくる可能性は無視していい。

　そもそも帝国に黒死病が流行したのを見てから行動を起こしているのだから、王国にだって大軍を動員するだけの余裕はなかったはずで。

　とはいえ、鉱山地帯を守る帝国軍部隊を蹴け散ちらし、帝国の鉱山を占拠する必要がある。

　占拠したあとは帝国の反撃を退けるだけの防御施設を造る必要もある。

　となると、一万や二万じゃ足りないだろうな。

　でも十万までは行かない。

　おそらく数万で、それが三万なのか四万なのか、あるいは五万なのか六万なのかは、俺には判断できない。

　王国軍の事情に詳しい人間の話を聞かないとダメだな。

　まぁ、その辺は宰相や軍務大臣に聞けばいいとして。

　いちばんの問題は、帝国軍が圧倒的に出遅れてしまっているってことと、すぐに兵力的な劣勢を挽ばん回かいできないってことだ。

　何しろ動かせる軍団は黒死病対策に投入してしまっている。

　それらを鉱山地帯の防衛戦に持っていくのは不可能だ。

　仮にマルスヴァイト州やその周辺地域で後始末に追われている軍団を幾つか引っこ抜いたら、最悪、消えかかっている黒死病の炎が再燃してしまうかもしれない。

　そんなことになれば、鉱山を守るどころの話じゃない。

　外敵に備える間もなく、帝国は内部から瓦が解かいしてしまうだろう。

　だから今は、マルスヴァイト州とその周辺に配置した軍団は動かせない。

　少なくとも黒死病騒動が完全に沈静化するまでは。

　となると、余よ所そから引っ張ってくるしかないんだけど。

　これがそう簡単な話じゃないから頭が痛い。

　先日、蛮族に侵入された地域の兵力を大きく削るわけにはいかず。

　かといって、その他の地域でも潜在的な火種は燻くすぶっているのが実情で。

　今すぐ投入できそうな部隊は、王都に残っている二個軍団くらいしかないんじゃないかな？

　鉱山地帯にも一個軍団が詰めているらしいけど、合わせても一万五千。

　それじゃ鉱山地帯は守り切れないだろうな。

　砦とりでに籠こもって徹底抗戦、時間を稼いで、他の軍団が移動してくる時間を稼ぐのが現実的か？

　いや、無理か。

　現地に一個軍団五千がいるといっても、一箇所に固まっているわけではない。

　点在する鉱山を守る為に、幾つかの部隊に分かれているはず。

　となると、仮に相手が五万を投入してきたら、あっという間に各個撃破され、一万と合流する間もなく全滅してた、なんて悲惨な事態になりかねない。

　一万と合流したとしても、状況はあまり改善されない。

　一万五千を複数箇所に分けて各鉱山を守ろうとすれば、やはり各個撃破されて壊滅するのがオチだろう。

　防御施設に籠もったところで、元々、大した防御力は備えていない──この辺は内務大臣や親衛隊長から聞いた──みたいだし

　下手に籠もって抵抗すれば、脱出も叶わないまま玉砕するだけでは？

　三万、四万の増援軍が麓ふもとに到着しても、鉱山地帯の帝国兵はもう全滅していました、なんて事態になれば、占領された鉱山を奪とり返かえすのが不可能になる。

　それでは、相手の言うがままに講和を結ぶか、大量の犠牲も顧かえりみずに敵の陣地へ突撃するかの二者択一になってしまう。

　どちらも真っ平ごめんだな。

　とくに犠牲も顧みずに突撃とか、大嫌いなんだよ、俺。

　先の蛮族との戦いを見る限り、帝国軍首脳はそこまで馬鹿じゃなさそうだけど、その鉱山地帯が帝国の生命線とも言える場所なら、犠牲を厭いとわず死守しろ、なんて言い出す輩やからがいないとも限らない。

　う～ん、どうしたものか。

　いや、どうしたもこうしたも、そうするしかないんじゃないかな。

　俺としては一つの結論に達しつつあるんだけど。

　この話をしたら、宰相や軍務大臣を筆頭に、軍のお偉方に反対されそうだよなぁ。

　犠牲はできるだけ少なく。

　損失もできるだけ少なく。

　ここは大阪商人ふうに「損して得取れ」と言うしかないよな。

　うん、言うしかない。

　俺は帝国政府や軍の首脳をどうやって説得するか、ということに頭を痛めつつ船に揺られ。

　翌日の午後には帝都近くの船着き場に着くことができた。

　宰相には、出発する前に急使を送っておいたから、船着き場には出迎えの軍団が待っていた。

　一足先に帝国府へ戻っていた夕ゆう那な氏もやってきて合流した。

　彼はやたらと「お疲れ様でした」を連発して俺を労ねぎらってくれたんだけど、なんかその優しさが逆に恐い。

「嫌ですねぇ、これは本心から陛下に感謝をしているんですよ」

　……なら、いいんだけど。

　本当に感謝してるんなら、言葉じゃなくて、違約条項を削除してくれないかな。

　俺は軍団に先導され、親衛隊の二千を率いて帝都へと向かい、日が暮れる前には帝国府へと入城……するはずだったんだけど、帝都に近づくと、出迎えの臣民が沿道に立ち並び、まるで凱がい旋せん将軍を歓迎するような有様だ。

　皇帝陛下万歳を唱える臣民を追い払うこともできず、軍団と親衛隊は亀の歩みのような速度で進むしかなかった。

　え？　なんで？　今回は俺、とくに何かをしたわけじゃないだろ？

　と思ったんだけど、夕那氏やグリナマルナたちに言わせると、

「黒死病が帝国内に大流行するのを阻止なさったのが陛下ですから、帝都の臣民はそのことに感謝しているのです」

　となるらしい。

　う～ん、たしかに俺は黒死病対策に奔走したけど、その内容はというと、現代の知識の受け売りだったから、どうも罪悪感があるというか。

　そこまで褒め称えられるようなことはしてないんだよと、彼らに言って回りたい。

　言えないけどね。

　さて、夜の帰還になってしまったけど。

　本当に久しぶりの帝国府だけど。

　俺には、というか皇帝には、のんびりと休んでいる暇はない。すぐに会議だ。

　クリエシュ王国の動きにどう対応するか。

　なんとか黒死病の大流行は阻止できたけど、今回も厄介な状況だ。

　どうしてこう次から次へ厄介ごとが起きるのか。

　俺の前任者のときは、在位中に疫えき病びようの流行もなければ、他国や異民族の侵入もなかったみたいで、なんとも羨うらやましい話だ。

　いや、時給二万円に釣られた俺の自業自得か。

　そう思って諦あきらめるしかない。

　皇帝である以上、俺はこの困難な事態を打開していくしかないんだ。

　……頑張ろう。
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　帝国首脳が大会議室に集結していた。

　大会議室というだけあって、部屋はやたらと、というか、無駄に広かった。

　中央に巨大な方卓が鎮座していて、その両側に革張りの立派な椅子が十脚ずつ並んでいるが、それらを取っ払ってしまえば、ドッジボールくらい軽くできそうだ。

　体育館かよ。

　天井からは豪華な作りのシャンデリアが吊るされていたり、高価そうな額縁に収まった有名な画家の手によると思われる人物画や風景画が壁に飾られていたりしているけど、中に一枚だけラノベのイラストっぽい絵が混じっていて、やたらに肌色面積が多い。

　割と好みの絵柄だけど、あまり熱心に見ないようにしておこう。

　それ以外にも、絹織物と思われる光沢のある飾り布が壁や天井に張られていたり、壁の前にはメイド衣装に身を包んだ侍女が立ち並んでいたりするから、体育館よりも遙かに華やいだ雰囲気ではあった。

　俺が入室したとき、すでに出席者は全員が顔を揃そろえ、椅子に腰をかけていた。

　いちばんあとから部屋に入っていくなんて、皇帝だから許されることだよな。

　現代にいたときなんか、新米の俺は一番最初に会議室へ行って、資料を用意したり、椅子や机を整えたりして先輩や上役が来るのを待ったもんだ。

　というのはさておき。

　今回の軍議も、前回の時とほぼ同じ顔ぶれが揃っていた。

　宰相であるヴァイマイス・ヘリオダイス。

　外交通商大臣のグンゴン・ガナーシュ。

　財務大臣のヴィトマップ・グレミンダナン。

　軍務大臣にして陸軍元げん帥すいのバガゼッド・ドゥルーン。

　参謀部長のゼルヴァイ・シギット。

　陸軍の上将軍であるゲヴェーレン・ナハト。

　水軍の上将軍であるジュレンレ・オイモノイ。

　前回の出席者でここに顔を出していないのは、未だに現地で黒死病対策の陣頭指揮を執っている内務交通大臣のギリエッレ・マクセシスだけだ。

　彼の代わりに副大臣が顔を出していたが、副大臣と挨あい拶さつするのは初めてだった。

　各人が秘書官を伴っている──全員が若い女性だ──が、当然、俺もグリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエの三人を連れてきていた。

　秘書官は各人が一人で、宰相は二人を連れている。

　三人も連れているのは俺だけだ。

　勝ったね！　さすがは皇帝。

　いや、そんなところで張り合ってどうする！

　俺は自分突っ込みを入れつつ、上座に着席した。

　この強面軍団の中で上座に座るってのにも慣れないんだよな。

　社会人になったときに仕込まれた「常識」がまだ抜けていないから、自然と足が下座へ向かいそうになって困る。

　俺が着席すると、侍女軍団が茶器を配って歩いた。

　卓上に紅茶が入った茶器が配られるのを待って、宰相が声を上げた。

「陛下もお見えになったことですし、会議を始めたいと思います」





　[image: ]






　すでに帝国は、クリエシュ王国が動かそうとしている兵力を摑つかんでいた。

「王国が用意したのは四万。それが鉱山地帯に登ろうと、麓の街、アルフォルバン近郊に集結しているのを把握している」

　宰相はそう切り出した。

　出席者は誰もが四万という数字を知っていたらしく、驚いたのは俺くらいだった。

　まぁ俺は帰ってきたばかりだし、詳しい報告を聞く間もなく会議に呼び出されたから仕方がない。

　その四万という数字が今の帝国にどのくらい脅威になるのか、そしてその数字を首脳陣がどう評価しているのかは気になるけど、宰相の話の腰を折るのも気が引ける。

　俺は黙って話の続きを聞くことにした。

「一方、我がほうが即座に鉱山地帯に投入できるのは三個軍団のみ。数日でもう二個ほどは用意できそうだが。予よ備び役えきにも招集をかけるとしても、すぐ動かせるのは一個軍団だけだろう。十日くらいでもう二個用意できるとは思うのだが」

　それでようやく四万か。

　いま鉱山地帯にいる一個と合わせても王国の侵攻兵力と互角でしかなく、それでは七つある鉱山を守りきるのは不可能だろう。

　なるほど、みんなが渋い顔をしているのも当然だ。

　宰相は淡々と話を続ける。

「それ以上となると、守備網に穴が空くのを覚悟して他の地域から引き抜くのか、あるいは黒死病対策に投入した部隊を転用するのか、そのどちらがいいか、という話になるわけだ」

　どちらを選んでもリスクはあって、だからよくはないんだけど、帝国の軍事力にだって限度はある。

　選択肢としてはその二つしかないんだろうな。

　で、問題はどちらがよりマシか、という比較になるわけだけど。

　マルスヴァイト州とその周辺から対策のために投じた兵力を抜くのには反対だ。

　せっかく消えかかった黒死病の炎が再燃したら取り返しがつかないだろ。

　今度は王国と戦争しつつ対策を講じなきゃならなくなる。

　二兎を追う者は一兎をも得ずって言うしな。

　黒死病が再燃したら。

　再び流行の兆きざしを見せたら。

　対王国戦に投入できる兵力は、増えるどころか減る危険性がある。

　それでは、王国に占領された鉱山を奪とり返かえすのが不可能になる。

　黒死病対策を手抜きして、結果、再燃したら、今度は帝国中に広がる虞おそれがある。

　兵士のあいだにも感染が広がれば……考えるだけで恐ろしい。

　黒死病の再燃という爆弾を抱えているから、対王国戦に大軍を差し向けることができない。

　できないから、鉱山地帯を守り切れない。

　奪うばわれたら、奪り返せない。

　相手の言い値で講和を結ぶか、それとも黒死病が完全に沈静化するまで待って奪り返しに行くか。

　けれど、待ってるあいだに鉱山地帯の要塞化が着々と進行してしまうだろう。

　おまけに、今が帝国を侵食するチャンス！　と考える国が王国以外にも出てくるかもしれない。

　最悪、話を伝え聞いた蛮族が、また帝国を狙って動き始めるかもしれない。

　だから、黒死病対策は万全を期して押し進めていかないとダメなんだ。

　もし会議の流れが、マルスヴァイト州周辺の兵力を抜いて、なんていう方向に向かいそうだったら、止めなくちゃ。

　と俺は悲壮な覚悟をしていたんだけど。

　やはり帝国首脳は馬鹿ではなかった。

　黒死病対策を疎おろそかにすることはできない、ということで意見の一致を見たから、俺は密かに安堵の息を吐はいた。

　だったら別の場所から軍団を転用するか、という話になるんだけど、軍務大臣や軍の将軍たちからは否定的な意見が出た。

「例えば北辺地域の軍団を転用することは可能ですが、それでは、せっかくおとなしくなった蛮族どもに隙を見せることになります。それだけは避けなくては。仮に転用するとしても、二日や三日では準備が調いません。十日以上もかかるのであれば、転用する意味はあまりないのでは、と考えます」

「問題を抱えている地域の守備網に穴を空ければ、クリエシュ以外にも、今が好機だと思う馬鹿が出てこないとも限りません」

「西方の海岸では海賊の襲撃が頻繁に起きています。いま軍団を抜くことは難しい……というより、不可能です」

　宰相ヘリオダイスは、渋い顔で、だろうな、と頷いた。

「となると、用意した兵力を鉱山地帯に上げ、侵攻してくる王国軍に対して徹底抗戦をするかどうか、という話になるわけだが」

　宰相は軍務大臣のほうを見やって言った。

「防衛戦に使える部隊は予備役を入れても四個軍団くらいが関の山だが、軍の判断は、どうかね」

「王国軍は明日にも侵攻部隊を送り込んで来そうなのですから、我がほうの部隊が間に合うとは思えません。敵に占領された鉱山地帯に登らせるには、四個軍団では少なすぎるかと。かといって、一万程度を鉱山地帯に登らせて徹底抗戦をしても、犠牲を増やすだけで効果は薄いと言わざるを得ません」

　宰相の問いかけに、ドゥルーン軍務大臣はそう答えた。

「送り込んだ部隊が壊滅して、なおかつ我がほうの鉱山すべてが敵に占拠されるという最悪の事態が出現する可能性が排除しきれません」

　宰相は、ふん、と鼻を鳴らして言った。

「軍人らしからぬ迂う遠えんな物言いだな、ドゥルーン。もう少しわかりやすく言ってくれないか」

「では、申し上げましょう」

　軍務大臣バガゼット・ドゥルーン元帥は、少し悲しそうな顔で宰相に応じた。

「よほどの幸運に恵まれない限り、送り込んだ軍団は壊滅し、鉱山地帯は王国軍によって占領されるでしょう。必然的にすべての鉱山が王国の支配下に置かれます」

「ただでさえマルスヴァイト州が廃はい墟きよ同然に荒すさんでいるというのに、今度は貴重な金山や銀山を失うのか。蜂はちに刺された上に毒虫に嚙まれるとは、まさにこのことだな」

　宰相は自じ嘲ちようの笑みを浮かべてそう言った。

　宰相の言った諺ことわざは、俺の知ってる奴だと、泣なきっ面つらに蜂とか、踏んだり蹴ったりとかだろうな。

　実際はもっと酷い気がするけど。

　そうだな、踏まれて蹴られて、殴られて叩かれて、って感じだな。

　しかも、俺が皇帝やってるときに。

　持ってるか持ってないかと言われると、俺って持ってない部類の人間なのかな。

　自分の運の悪さを呪いたくなるが、呪っていても何も解決しないんだから、もう少し前向きにならないと。

「となると、次に考えるべきは、犠牲を最小に抑える為に鉱山を放棄して逃げ出すか、だな。その場合、四個軍団は鉱山地帯へ送らず、麓に集める形になるのだろうが。そこで後続の援軍が集まるのを待ってから鉱山地帯の奪回に動く、というのが現実的かな？」

「そうです、それが現実的ではあります。ただ」

「ただ？」

「奪回できるだけの兵力が集まるのを待っているだけですと、王国軍はその間を利用して鉱山地帯に防衛陣地を築いてしまうでしょう。そうなると、こちらとしてはさらなる兵力が必要になります。さらなる兵力が集まるのを待っていると、王国の造る防衛陣地はそうとうに堅固な物になってしまいます。時間がかかれば、王国の側も増援の用意が可能になるでしょうし。仮に帝国が十万の兵で攻め寄せて、万が一、失った鉱山を奪回できなかった場合は、王国がすべての鉱山を支配している状況が固定されてしまう虞が出てきます。そうなると王国の言い分を丸まる呑のみしなくてはならなくなります」

「ああ、そうだな。考えるだけで不愉快だが」

　と吐き捨てるように言った宰相は、

「では、他に何か策はあるかね？」

　と軍務大臣に訊いた。

「もう一つの現実的な策としては、防衛の為の戦力を二つか三つの鉱山に集中する、という手はあります。つまり全部は守り切れないから、幾つかは捨てて兵力を集中させる、ということです」

「まず四個軍団を送るとして、幾つ守れるかね？」

「二箇所……でしょうか」

　宰相が苦虫を嚙み潰したような顔になった。

「あと二個か三個送れれば、もう一箇所は」

「七つの鉱山のうち、四つを捨てれば三つは守れるわけだ」

　宰相は皮肉っぽくそう言ったが、ドゥルーン元帥は臆おくすることなく応じた。

「現状の戦力と時間的な猶ゆう予よのなさを考えると、ゼロか三か、という選択肢になります。三を守るのでしたら、人的被害は大きくならないと思います」

　宰相は大きなため息を吐ついた。

「すべてを失うよりはマシだが、業ごう腹はらだな」

「ええ。そしておそらく、王国の狙っているのがこの線ではないかと思われます。連中にしてもできれば犠牲は出したくないでしょうし、四万ですべての鉱山を占拠するのも難しいですから。こちらが放棄した鉱山四つを無傷で占拠し、元の三つと新たに得た四つを守る為の防御施設の構築を急ぐ、というのが」

「奴らにしてみれば、こちらが捨てたから拾っただけだ、という言い分だな」

　宰相がそう言うと、それまで黙って話を聞いていた外交通商大臣が口を挟んできた。

「なるほど。結果として戦闘で奪ったわけではないので、他国からの風当たりも強くはならないという読みなのでしょう。王国の糞どもにしてはよく考えているな」

「連中の読みどおりの展開に持っていくのはなんとも忌いま々いましいことだが、他に選択肢がなければ……どうなのだ？　誰か何かあるか？」

「宰相殿」

　水軍の上将軍であるジュレンレ・オイモノイが手を挙げた。

「こういうのはどうです？　黒死病の患者を百人くらい見み繕つくろって王国に送り届けてやるんですよ。そうすれば連中も黒死病対策がどれほど大変か思い知ることになるでしょう。鉱山地帯に防衛陣地を造っている暇なんかなくなります」

　居並んだ首脳たちだけでなく、背後に控えている秘書たちも、全員が呆あつ気けに取られた顔をしている。

　俺もビックリだ。

　さすがにそれは人道に悖もとるというか。

　まぁ、この時代、この世界の人に「人道」なんていう概念はないんだろうけど。

「いやいや、冗談ですよ、冗談」

　がく、と何人かが小さくずっこけたが、俺もそのうちの一人だ。

　オイモノイ上将軍、割と茶目っ気のある人物のようだ。

「そんなことをしたら、今度は向こうが罹患者を送りつけてくるかもしれないし、発病した兵士を選抜して突撃部隊でも作られたら、洒落しやれになりませんしね」

　まったくだ。

　それがわかってるなら、そんな質たちの悪い冗談を言わないでほしい。

　俺だけでなく他の首脳陣からもキツイ目で睨にらまれ、オイモノイ上将軍は肩をすくめ、

「いや、申し訳ない」

　と頭を下げた。

「話を戻そう」

　宰相が気を取り直してそう言った。

「我々の選択肢としては、第一に鉱山を守り抜く為に犠牲を厭わず戦う。第二に犠牲を嫌って鉱山を捨て、麓に部隊が集結を終えたら奪回の為に攻撃を仕掛ける。第三に守るべき鉱山を絞って他を捨て、その鉱山に兵力を集中して死守する。そのいずれかということになると思うが」

　宰相は鋭い目つきで出席者一同の顔を見回した。

「どれがいいかね？」

　最初に答えたのは軍務大臣のドゥルーン元帥だった。

「軍としては徒いたずらに犠牲を増やすことだけは避けたいところです。黒死病が完全に収束するまでは、対策に投入した兵は動かせません。こちらで犠牲が増えれば、帝国軍が機能不全に陥る危険があります」

「では、軍は二と三のどちらを選ぶ？」

「王国の思う壺つぼなのがなんとも腹立たしいところではありますが、現実問題として三を選ぶしかないのではないでしょうか」

　ドゥルーンがそう言うと、財務大臣のグレミンダナンが呻うめくように言った。

「七つの鉱山のうち四つを王国にくれてやると仰るか、軍務殿は。それでは帝国の経済基盤が成り立たなくなる」

「しかし財務殿、一と二では、鉱山をすべて失うという最悪の展開になる可能性が高くなりますぞ。そうなれば基盤が成り立たないどころか、帝国経済が破は綻たんしてしまうのではありませんか？」

　ドゥルーンにそう指摘され、グレミンダナンの呻き声がいっそう大きくなった。

「ぐむむむ……二につ進ちも三さつ進ちもいかないとは、まさにこのことか。この苦境を打開できる妙策がどこかに転がっていないものか」

　すると、外交通商大臣のガナーシュが少し戯おどけた口調で口を挟んできた。

「そんな妙策がその辺に転がっているなら苦労しませんよ。我々が直面しているのは、誰も経験したことがない、そんな空前の苦境なのですからね」

　そう言って彼は、ちらっと俺に視線を向けたが、すぐに逸そらしてしまった。

　皇帝を見つめるなど不敬の極み、ということか。

　でも、彼が俺に何かを期待しているのは間違いない。

　たしかに俺は一つのアイディアを持っていた。

　なるほど彼らは初めて直面する苦境だろう。

　でも、過去の歴史を知っている俺にとっては、べつに初めてというわけでもない。

　空前絶後と言うほどではないんだ。

　会議の流れの方向性も見えてきた。

　ガナーシュ大臣だけでなく、何人かの出席者が先ほどから俺の様子を窺っているし。

　宰相など、あからさまに期待に満ちた目を俺に向けてくるし。

　反対されるのを覚悟して言うしかないか。

　俺は、はぁ、とため息を吐ついて手を挙げた。

「一つ考えていることがあるんだけど、聞いてくれませんか」

　それまで俺に対しては遠慮がちの視線を送るだけだった首脳陣が、あからさまに期待に満ちた目を俺のほうへ向けた。

「陛下、何か逆転の妙手が!?」

「前回のときのような妙案をお持ちなのですね!?」

「ぜひお聞かせください！」

　みんな食いつきすぎ。

　俺は内心で苦笑しつつ、徐おもむろに口を開いた。

「逆転の妙手になるかどうかはわからないし、普通じゃない策ですけど。現実的か否いなかで言うと、あまり現実的じゃないのかもしれません。それでもいいですか？」

「前回の時も、意表を衝ついた策ではありましたが、非現実的な策ではありませんでした。そこのところは我々も信じておりますから、遠慮なさらずお聞かせください」

　宰相がそう言ってくれたので、俺は温めていた案を披露することにしたのだった。
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　俺が参考にしたのは朝鮮戦争でマッカーサー元げん帥すいが実行した「仁川インチヨン上陸作戦」だった。

　当時の国連軍（実質的にはアメリカ軍）は北朝鮮軍（義勇兵という名の中国共産党兵も混じっていたという話）に押されて後退を続けており、朝鮮半島南部まで下がって、なんとか半島の橋きよう頭とう堡ほを確保しているという危機的状況だった。

　それを俺は、今回の状況に準なぞらえたんだ。

　まだ帝国は鉱山地帯を奪われたわけではないけど、いずれ放棄せざるを得なくなる。

　そうなれば、あのときの朝鮮半島と似たり寄ったりの状況が出現することになると、そう考えた。

　朝鮮戦争で国連軍という名のアメリカ軍がどのように苦境を打開したかというと。

　進撃してくる北朝鮮軍の背後に海上から兵を送って半島に上陸し、ソウルを奪還、敵の補給路を断って、突出した北朝鮮軍を南北から挟撃して大打撃を与える作戦を敢行して打開したのだ。

　当時の評価だと、かなり博ばく打ち性せいの高い作戦だったみたいだけど、アメリカ軍は見事にこの作戦を実行し、ソウルを奪還して半島南部に進軍していた北朝鮮軍を三十八度線の向こうまで押し返すことに成功したんだ。

　敵の背後に友軍を迂う回かいさせて挟撃するという戦闘は過去に幾つも例があるけど、今回の状況で俺が真っ先に思いついたのがこの「仁川上陸作戦」だった。

　今回は海を行くわけじゃないから、正確には「上陸作戦」じゃないんだけど。

　それはさておき、俺の考えはこうだ。

　王国が確保した鉱山地帯の向こう側に帝国軍を迂回機動させる。

　つまり、王国領内に逆侵攻するわけだ。

　そうして敵の補給路を断って、鉱山地帯に展開する王国軍四万を孤立させ、前後から──帝国側と王国側から──挟撃するのだ。

　この作戦の最大のメリットは、敵を背後から襲えるという点にある。

　王国軍は帝国軍の反撃に備えて防衛陣地を構築しているだろうけど、時間がない中での急造陣地だ。

　彼らが重点的に強化するのは、帝国領から攻め寄せてくる帝国軍に対しての防御力である。

　後方から来るのは増援部隊か、輜し重ちよう部ぶ隊たいのどちらか。

　王国領内から帝国軍に攻められる可能性など微み塵じんも考えていないはずで、背後の備えはスカスカだというのが俺の読みだった。

　その状態で後方から攻撃されれば、陣地に籠こもっていてもなんの意味もない。

　背後を守れないとなれば討って出て迎撃するしかないわけだけど、王国侵攻軍が陣地から出れば、今度は帝国領側から進軍してきた帝国軍が王国侵攻軍の背後に襲いかかるという寸法だ。

　そうなれば、おそらく王国侵攻軍は壊滅する。

　壊滅したくなければ、戦う前に王国領内へ撤退するしかない。

　鉱山地帯を放棄して自国領へ撤退していったのは帝国軍だったけど、今度は同じことを王国軍が行うのだ。

　というようなことを俺が説明すると、首脳陣の何人かが快かい哉さいを叫んだものだ。

　とはいえ、敵領内への侵攻となるのでリスクが高いと考える者もいて即座に採用とはならなかったが、最初に思っていたほど強い反対の声も上がらなかったから、俺は意を強くした。

「一か八かの賭かけのように見えるかもしれませんが、俺が行けるんじゃないかと踏んだのには幾つか理由があります」

　と俺はなけなしの勇気を振り絞って言葉を継いだ。

　だって、その道の専門家を前に戦術を説くなんて、恐れ多いというかおこがましいというか。

　おまけにみんな強こわ面もてだし。

　声が震えそうだわ。

　ただ、宰さい相しようや軍務大臣なんかとはもう顔馴染みだし、他のお偉いさんも好意的に見てくれているので、なんとか耐えられている。

「まず、敵が逆侵攻をまったく想定していないことです」

　朝鮮戦争の時も、北朝鮮軍は国連軍（アメリカ軍）が背後の仁川に上陸してくるとは予想していなかった。

　だから上陸作戦は成功したし、効果も大きかった。

　今回も同じで、王国軍は帝国軍が自分たちの背後を衝つこうとすることなど、まったく予想していない（はずだ）。

　彼らが考えているのは、あくまで鉱山のやり取り。

　鉱山地帯を巡っての争い。

　これは彼らにとって、それ以上でもそれ以下でもない戦争だろう。

「黒こく死し病びよう対策の煽あおりで帝国軍が部隊の動員を上手くできないのは、事実そのとおりで、兵力が足りない為にやむを得ず鉱山地帯から撤収するのも、その後、ただちに大兵力を投入して反撃に出ることができないのも、実際、そのとおりですから、王国からすると、自分たちが狙ったとおりの展開になっているわけです。この展開を彼らが怪しむ理由はありません」

「仰おおせのとおりですな」

　と宰相が頷うなずいた。

「読みどおりに展開していることで、彼らに油断が生じます。驕おごりが生まれます」

「たしかに、馬鹿はすぐ調子に乗りますからな」

　財務大臣が吐き捨てるようにそう言うと、何人かから失笑が漏れた。

「行けそうな理由はもう一つあります」

　と俺が言葉を継ぐと直すぐに場が鎮しずまり、皆は俺に注目した。

　今回は海路ではなく陸路で兵を背後に運ぶことになるが、鉱山地帯周辺には王国領と帝国領を繋つなぐ街道が三本走っている。

　そのうちの二本──通称を中なか道みちと下しも道みちという──は鉱山地帯の中を通っているけど、もう一本の上かみ道みちは少し外れた場所にあるので、あまり重要視されていない。

　上道と中道のあいだには深くて険けん阻そな谷筋が幾つもあって、大部隊を迂回させることは不可能だという話。

　帝国の防衛施設も王国の防衛施設も中道と下道に集中している。

　となると、今回の侵攻でも、王国軍は当然、中道と下道を使って兵を送り込んでくるだろう。

　もちろん上道にも防衛施設はあるが、用意できる最大限の兵力を侵攻軍として送り込んでくる王国軍は、上道の砦とりでの兵を抜いて侵攻軍に組み込んでいるのではないかと想像される。

　上道と中道のあいだの地形や、上道の砦の数と規模などは、予あらかじめグリナマルナたちに調べてもらったから、的外れな推測ではないはずだ。

「ですから、この上道を利用して兵を送り込むのです。上道なら、大きな抵抗を受けずに王国領へ逆侵攻部隊を送れるのではないでしょうか」

　何人かから唸うなるような驚くような声が漏れた。

「ただ、これはあくまで机上の計算です。実際に上道がどんな状況かを大至急で調べて欲しいのです。俺の推測どおりなら」

「なるほど。逆侵攻作戦、行けそうですな」

　頷いた宰相は、軍務大臣バガゼッド・ドゥルーンに顔を向けた。

「軍務大臣、すぐに調査をしてくれないかね」

「承知いたしました」

「ついでにもう一つ、調査をお願いします。むしろこちらが本命なんですが」

　と俺が言うと、ドゥルーン元帥は、にやりと笑って俺に頭を下げた。

「国境に近い王国領の状況、でしょうか。増援部隊がどれほどいるか、兵ひよう糧ろうがどれほど集められているか、などですね？」

　さすがは専門家、俺の考えなどお見通しだな。

　俺は我が意を得たりと大きく頷いた。

「そのとおりです。ギリギリの状況で侵攻軍を送り込んでくる王国に後続部隊はいないだろうと予想されますけど、それを確かめておきたいんです」

「国境の街アルフォルバンに急ぎ情報収拾要員を送りましょう。今も何人か潜んでいるはずですが、もっと増やしたほうがいいですからな。増援部隊が集まるとすれば、アルフォルバン以外にありません。兵糧の集積基地として使うのもそこになります」

　ドゥルーンがそう言うと、外交通商大臣が、たしかにな、と低く唸るように言った。

「アルフォルバンに王国軍がいると、進出した我らの行動が阻害される」

「王国にしても、我らの窮きゆう状じようを見て急いで動いたというのが実情だろうから、街に兵力を残している可能性は低いと思いますがね」

　そこで言葉を切ったドゥルーンは、俺に顔を向けて頷きつつ言った。

「とはいえ、可能性がゼロではないので調査は必要でしょう。早急に人を送り込みます。仮に街に兵がいた場合、逆侵攻の策は中止となりますか？」

「街にいる敵の兵力がどのくらいか。あるいはこちらが送り込める兵力はどのくらいか。兵糧はどれだけ用意できるのか。アルフォルバンとかいう街がどれだけ堅いのか。それらによっても左右されますが、そこにいるのが千、二千で、こちらが三万以上を送り込めるのなら」

　俺は全員の顔をゆっくりと見回してから言葉を継いだ。

「街を陥おとしてしまえばいいのではありませんか？　軍事作戦の遂行という意味でも、内外への喧けん伝でんという意味でも、効果は絶大だと思うんですが、どうですか？」

　全員が呆あつ気けに取られた顔で俺を見つめた。
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　街を攻めるとなると、さらにリスクは高くなる。

　例えば逆侵攻軍が敵地で孤立してしまったところへ王国が増援軍を寄越したりすれば、壊滅する虞おそれがある。

　壊滅しないまでも、敗走するだけで、鉱山地帯の再奪取は不可能になるだろう。

　けれど、リスクが大きい分、リターンも大きい。

　とてつもなく大きい。

　まず、鉱山地帯に上がった四万の侵攻軍を完全に孤立させることができる。

　侵攻軍の為に集めた兵糧も帝国が接収してしまえる。

　取るものも取りあえず鉱山地帯に上がっただろう四万は、補給が続かなければ、すぐに飢うえてしまう。

　それを嫌った敵侵攻軍が鉱山地帯から下りてくれば、帝国の反攻軍は易々と鉱山地帯を奪うばい返かえせる。

　四万の侵攻軍がアルフォルバンの街に迫っても、鉱山地帯に登った反攻軍が王国領内へ雪な崩だれ込めば、アルフォルバンに入った部隊が孤立する虞はない。

　帝国と王国の戦争という意味での喧伝効果は抜群だ。

　火事場泥棒的に帝国の鉱山を掠かすめ取とりたい王国は、全面戦争など望んでいない。

　あくまで鉱山地帯の取り合いという局地戦に留めておきたいはず。

　その上で、帝国の鉱山を奪った実績を強調して、対帝国の共同戦線を張れる国を見つけて手を組もう、というのが彼らの戦略だろう。

　つまり「黒死病騒動で弱った帝国を叩くのは今がチャンス！　一緒にやらないか？」ということだ。

　けれど、アルフォルバンの街を逆に奪ってしまえば、帝国は弱ってなどいないということを内外に見せつけることができる。

　帝国を叩くチャンスだという王国の主張に説得力が伴わなくなる。

　誘われた国も二の足を踏むことは間違いない。

　戦術的にも、戦略的にも、アルフォルバンを帝国が奪う効果は絶大なのだ。

　宰相やドゥルーン元帥は、すぐにそのことを理解した。

　直ただちに帝国が採とるべき方針が決められ、以下のことが決議された。





・鉱山は一時的に放棄し、鉱山地帯にいる兵と採掘士や精錬士は、すべて撤収させる。

・王国領内への逆侵攻作戦を実施する。

・作戦名は「神の見えざる手」とし、逆侵攻を行う部隊は「神の手部隊ゴツドハンド」と呼ぶ（こちらの言葉だと少し違うんだけど、俺が呼びやすいので、こう決めた）。

・情報収拾要員を送って、アルフォルバンに王国軍がいるのかいないのかを早急に調査する。

・同じく、アルフォルバンにどの程度の兵糧が蓄積されているかも早急に調査する。

・同じく、上道の状況を早急に調査する。

・マルスヴァイト州及びその周辺に配置した軍団は当面動かさず、黒死病対策に専念させるが、状況が好転し次第、余裕のできたところから対王国戦へと転用する。

・神の手部隊ゴツドハンドは最低でも三万、できれば四万を用意する。

・挟撃の為、さらに三万以上の反攻軍部隊を用意する。

・アルフォルバンに三個軍団（一万五千）以上が駐留している場合、あるいは上道に二個軍団以上が布陣している場合、「神の見えざる手」は実行しない。

・その場合、支配下にある七つの鉱山のうち、最重要鉱山である三つに兵力を集中して防衛する。

・その場合、逆侵攻軍として集める兵力は、鉱山で防衛に当たっている現地部隊の増援として、準備ができた軍団から鉱山地帯に上げる。

・王国軍が防御陣地を造って阻んできた場合は、小部隊に分かれて山中を突破し、守るべき鉱山へ急がせる。






　この大方針の下もと、帝国軍作戦本部は「神の見えざる手」作戦の細部の詰めに入ったのだった。
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　まず急務なのは、王国軍の現状がどうなっているかを把握することである。

　それができなければ、作戦は実行に移せない。

　すでに王国領内へ送り込まれていた情報収集要員も数多くいたが、作戦本部はさらに多くの要員を送り込んだ。

　作戦が決まって以来、帝都へ駆け込んでくる密使や伝令の数は急増した。

　もたらされた情報によると、やはり王国軍は、鉱山地帯に送り込む兵力が、現状での動員可能な兵力のすべてであるようだった。

　他のエリアからのそれ以上の転用は難しいようで、鉱山地帯奪取の為に王国軍が用意した侵攻部隊の兵数は、現状、やはり四万が上限とのことだった。

　四万という数字はかなり頑張ったほうらしく、軍務大臣などは少し感心していた。

　ということは、裏を返せば、王国も本気だということで、いったん占領した鉱山は、そう易々と手放さないだろうことが想像される。

　普通のやり方では放棄した鉱山を帝国が奪とり戻もどすのに苦労するだろうし、奪り返せたとしても多大な犠牲を払うことになる。

　けれど「神の見えざる手」作戦が上手く決まれば、犠牲も少なく短時日で決着する。

　それはつまり、必要経費が少なくて済むということだ。

　黒死病のおかげで国が疲弊している帝国にとって、戦争にかかるお金が少なくて済むというのも大きなメリットだ。

　やれやれ、国全体の歳入や歳出まで考えなきゃならないのは面倒だな。

　新米編集者のときは、使った経費を出金伝票に書いて上長に提出するだけでよかったのになと、あの頃が懐かしく思える。

　それはさておき。

　王国軍の四万は、すでに先せん鋒ぽうが鉱山地帯に侵入しつつあり、本隊も進軍中であるのが確認できた。

　その他、二千五百から三千ほどの輜重部隊が兵糧を運んでアルフォルバンに向かっているそうだが、街の周辺に後続部隊はいないのも確認された。

　急なことだが、乾けん坤こん一いつ擲てきの作戦なので、兵糧は当面の作戦を支えるくらいの量は集めたらしい。

　となると、尚なお更さらそれを鉱山地帯の四万に届けさせるわけにはいかない。

　上道に幾つかある砦に詰める王国軍兵は通常よりもずっと少なく、帝国が三万以上の神の手部隊ゴツドハンドを用意できたなら無視してもいい数だった。

　などのことが、情報収拾要員の活躍で次第に明らかになってきた。

　一方、帝国側はというと、神の手部隊ゴツドハンドはまだ二万ほどしか集まっていなかった。

　そのうち一個軍団五千は鉱山地帯にいた守備部隊を山から下ろしたものだから、実質的には、まだ三個軍団しか集まっていないことになる。

　王国軍の状況から「神の見えざる手」作戦は実行に移されることが決定したため、帝国軍は現地の軍団を下がらせたのである。

　同様に、鉱山で働く採掘士や精錬士なども山から下ろしてある。

　今や帝国の鉱山は蛻もぬけの殻から状態で、やって来る王国軍は易々と占領できるだろう。

　二、三日のうちにはマルスヴァイト州の西部に展開していた第十一軍団が駆けつける手て筈はずになっているし、いずれ北部地域からも一個軍団が到着する予定だが、それでようやく三万である。

　その頃には鉱山地帯は完全に王国軍四万に占領されているだろうし、防御陣地も構築されているだろう。

　となると、正面切っての奪還戦では兵の犠牲が大きくなるのが確実で、やはり背後に神の手部隊ゴツドハンドを送り込んで鉱山地帯に展開する王国軍を挟撃するしかない。

　でもなぁ、敵の侵攻軍が四万なんだから、同数は欲しいところだよなぁ。

　黒死病の流行はどうやら抑え込めたみたいなので、やがて続々と軍団がこちらに転進してくるはずだが、そちらは挟撃のための反攻軍として鉱山地帯目指して登らせることになる。

　その前に、なるべく早く王国領内に三万以上を、できれば四万くらいは送り込んで、鉱山地帯に入った敵侵攻軍を孤立させておきたいところだ。

　いま集まった二万だけでも送り込むか？

　いやいや、それは少なすぎだ。

　送り込んだはいいものの、二万じゃ、王国軍に攻撃されたら確実に犠牲が出る。

　アルフォルバンを陥おとすのだって難しいだろ。

　陥おとしたところで、神の手部隊ゴツドハンドは鉱山地帯まで登らなきゃならないから、街は捨てることになるんだけど。

　だったら街に手数をかけるより、最初から鉱山地帯を目指したほうがよくないか？　という意見も当然出た。

　けど、これは帝国のパフォーマンスとして必要なんだよな。

　アルフォルバンを陥おとしたら、鉱山を奪われたというバッドニュースを打ち消すだけのインパクトがある。

　帝国は、ただやられたわけじゃないんだよ、どんな苦境にあっても、やり返すだけの力は保持しているんだよ、ということを国の内外に向けて発信できる。

　この手のイメージは大事なんだ。とくに、こういう世界では。

　マスコミが発達していないから、いま何が起きているかを一般人が知るのは、だいたい噂うわさを聞くことから始まる。

　一般人だけじゃない。

　遠く離れた国の首脳だって同じことが言える。

　数千キロ離れた外国の出来事が手に取るようにわかる、そんな現代からは考えられないほど、この世界での「情報」は迂う遠えんで間接的でタイムラグが大きなものなんだ。

　だから、俺はイメージ戦略としてアルフォルバンを陥おとそうと考えたわけ。

　ただ、時間をかけてでも、とは思わない。

　時間をかけていると、王国に対応する暇いとまを与えてしまう。

　できるだけ急いでアルフォルバンを陥おとし、王国に立ち直る余裕を与えないまま鉱山地帯も奪還してしまいたい。

　だから、ほぼ空になっているアルフォルバンを、行きがけの駄賃にサクッと陥おとしたいというのが本音である。

　せめて二個軍団が来るのを待って、三万を送り込むか。

　でも、できれば四万くらい欲しいよな。王国の侵攻軍が四万なんだから。

　もう少し待ったほうが無難かな。

　と思ったりするけど、ここで時間をかけ過ぎると、王国にこちらの狙いを看かん破ぱされてしまうかもしれない。

　今のところ王国は〝帝国は犠牲を嫌って鉱山地帯から撤収し、山さん麓ろくに反攻の為の兵を集めている〟という見方をしてくれているようだけど、神の手部隊ゴツドハンドは速度重視で騎兵を多めにした部隊編成にする予定なので、ぐずぐずしていると王国領内への侵攻を狙っているのを感づかれる可能性が出てくる。

　あとは、そうだな、時間をかければかけるだけ、王国軍の侵攻部隊が鉱山地帯に築く陣地が堅固になってしまう。

　あまりに堅くなると、神の手部隊ゴツドハンドが背後を脅おびやかしても、王国軍は陣地に籠もったまま、あくまでそこで抵抗しようとするかもしれない。

　そうなると、挟撃の効果は半減だ。

　侵攻軍の攻略に手間取っているあいだに王国の増援部隊が来たら、今度は神の手部隊ゴツドハンドが王国軍に挟撃されてしまう。

　だから悠長なことは言っていられない。

　軍議の大たい勢せいは、ことは一刻を争う、三万に達したら王国領内に侵攻させるべし、というものだった。

　あとから来る軍団には、そのあとを追いかけさせればいい、というわけだ。

　ただ、やはり三万で敵国に侵入するのは心こころ許もとない、後続の軍団の到着を待ったほうがいいのでは、という意見もあって、宰相や軍務大臣は少し迷っているようだった。

「だったら」

　と俺が口を開くと、出席者が一斉に俺のほうを見た。

　俺は、びくっ、と頭を引いた。

　全員が期待に目を輝かせている。

　あんたら俺に期待しすぎでしょ。

　俺は軍事に関しちゃ素人しろうとなんだからね。

　まぁ、そんなこと言えないんだけど。

　そういう謙けん遜そんが美徳みたいな雰囲気は、この世界にはあまりないらしい。

　少なくとも帝国首脳陣のあいだにはない。

　俺が軍事の専門家ではないことは、もうみんな知っているはずだけど、敢あえて自分を卑ひ下げするようなことは言わないほうがいいみたいだ。

「能力があるのに、ないような顔をして謙へりくだっていると、腹に一いち物もつ持っているのでは？　と疑われかねませんからね。仕事や任務を成し遂げたあとだったら、自分の手柄だけを主張しないのは好意的に受け取られますけど」

　というアドバイスを以前に夕ゆう那な氏から受けているので、「俺は軍事の素人なので期待しないでください」なんてことは、もう言えなくなっていた。

　軍事には素人でも、過去の歴史を参考にして対応策を考えられるという反則技を使えるんだから、謙っていても仕方がない。

　それはさておき。

　俺は一つ提案をしてみることにした。

「前回のときと同様、皇帝親衛隊を使ったらどうですかね？」

　出席者一同が顔に驚きの色を浮かべた。

　あれ？　俺、何か変なこと言った？

「前回も伝令部隊として親衛隊の半数ほどを使ったでしょ。今回は親衛隊を丸ごと使ってくれればいいんじゃ？　それで二万五千になります。あと一個軍団が間に合えば三万ですから、神の手部隊ゴツドハンドの兵力としては最低限の戦力を確保できるんじゃないかな」

　その間、俺には護衛部隊がいなくなってしまうけど、帝国内に不安要素はないから、平気でしょ。

　宰相が喜びに堪たえないというふうに立ち上がった。

「陛下が神の手部隊ゴツドハンドの総司令官として乗り出すと仰おつしやいますか！」

　え!?　いや？　そこまでは言ってないけど？

　続いて外交通商大臣が立ち上がって、大仰に両手を広げた。

「なんとありがたきお言葉！　将兵どもの士気が天まで上がるのは確実です」

　いや、だから、そんなことは言ってないって。

　ちょっと、軍務大臣、素人の俺が現場にしゃしゃり出ていったら迷惑でしょ？　何か言ってやって。

　ところが、軍務大臣はダメ押しをしてきやがった。

「此こ度たびの逆侵攻作戦は確かに陛下のご発案。自ら前線でその成否を確認なされたいという陛下のお気持ちも、ごもっともでしょう。危険もございますが、ここは陛下のお気持ちを大事にすべきかと思います」

　ちょぉぉ？　だから違うって！　俺が乗り出すんじゃなくて、親衛隊を貸すから使ってねっていう話で！

　いつの間にか全員が立ち上がって、俺に対して盛大な拍手を始めやがった。

　言えない。

　親衛隊は貸すけど俺はこっちに残るから、なんて、今さらもう言えない。

　し、仕方がない、親衛隊と一緒に神の手部隊ゴツドハンドに加わるか？

　実際に戦場に立つことなんかないだろうから……ないよね？

　さすがに不安なので、その辺のことをそれとなく確認してみると。

「陛下は総司令部にお入りいただいて、そこで大方針を策定していただければよろしいのです。陛下がいらっしゃるというだけで、神の手部隊ゴツドハンドの将兵が奮い立つのは確実です。実際の作戦行動は我らが考え、我らが指揮いたしますので」

　というドゥルーン元帥の言葉に、ひとまずは胸を撫なで下おろした俺だった。

　でも、あれだな、これって、俺が異世界から来た、いざとなったら替えの利く雇われ皇帝だからこその判断だよな。

　皇帝が替えの利かない唯一無二の存在だったら、さすがにここまでリスクの高いことはしないんじゃないか、と思う。

　ま、それはそれで仕方がない。元々、俺はアルバイトに応募しただけだし。

　魔法文字が読めたという希少な存在ではあっても、唯一無二ではないからな。

　願わくば「神の見えざる手」作戦が円滑に運び、首尾よく鉱山地帯を奪還できますように。

　俺の気持ちなど知らぬふうに、宰相が軍務大臣に訊きいた。

「では、対王国戦の総司令官として陛下を戴いただくとして、神の手部隊ゴツドハンドの指揮官は誰に任せるのかね？」

　すると、弾かれたようにナハト陸軍上将軍が立ち上がった。

「陛下にお出ましいただくのに、わたくしが座して見ているわけにはいきません。不肖、このゲヴェーレン・ナハトに務めさせていただきたく」

　宰相と軍務大臣が大きく頷いた。

「ナハト上将軍が率いてくれれば、これはもう雷らい神じんに雷らい戟げきだな」

　つまり「鬼に金棒」ってことか。

「しかも陛下の親征ですからな。百人力どころか、千人力の心強さです」

　過大評価というか、誇大評価というか。

　日本広告審査機構に怒られるぞ。

　俺は頭を抱えて会議室から逃げ出したくなったけど、そういうわけにもいかないのでなんとか我慢した。

　まぁ、前回の異民族との戦いくさが上手く行きすぎたってのもあるんだろうな。

　二度あることは三度ある、だったらいいんだけど。

　ともあれ、俺は親衛隊を率いて神の手部隊ゴツドハンドに加わる……というか、率いることになってしまった。

　さて、大急ぎで遠征の準備に取りかからなくてはならないんだけど、こういうとき頼りになるのが、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエの美人秘書官三人衆だった。

　毎度のことながら三人はてきぱきと準備を進め、親衛隊の幹部との打ち合わせも滞りなく熟し、あっという間に俺の出立準備は調ってしまった。

「陛下の遠征中に書類が溜まってしまうと、帝国の運営に差し障りが出てしまいます。いま上がってきている決裁書類は、すべて持って行くように取り計らいました。ご安心ください」

　えぇ!?　つまり俺は、遠征中も朝から晩まで司令部で書類を捲めくり、花か押おうを押す作業を続けなきゃいけないの？

　秘書が有能過ぎるってのも考え物だな。

　こうしてあれよあれよというまに親征の準備を終えた俺は、親衛隊五千を率いて帝都をあとにすることになってしまったのだった。
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　スミルノッツァ山地にある鉱山群まで行くためには、まずオイツェン川に出てラバンナの街まで船で進み、そこで馬車に乗り換え、麓にあるワイザムの街に入るのが通常のルートだ。

　だいたい三日の行程だというが、今回は何より速度が大事。

　兵は拙せつ速そくを尊たつとぶ、だからな。

　だから船も馬車も、いつもよりかなり急いだ。

　おかげで俺は少しばかり尻が痛くなったわけだが、朝から晩まで──途中で交代するとはいえ──全力で船を漕こぐことになった漕ぎ手よりはマシだろう。

　漕ぎ手は尻の皮も手の皮も剝むけてしまったんじゃないか？

　もしかして俺は乗馬術を習ったほうがいいんじゃないか、とも思ったり。

　今回みたいに時間短縮のため速度を優先させるとなると、馬車に乗ってるより自分で馬を走らせたほうが遙はるかに早いよな。

　ん～～、でも、そこまでやるかっていう気もあるけど。

　べつにこの異世界に骨を埋うずめるわけじゃないんだし。

　皇帝稼業だって、五年、十年と続けるわけじゃないんだし。

　でも馬に乗って走ったら気持ちがいいだろうとは思う。

　じつは一度だけ、古城巡りの旅の途中、地方の牧場で乗馬体験をしたことがあって、馬に跨またがった自分の視点の高さに驚いたものだ。

　あのときは引き馬でゆっくり歩いただけだったけど、走ったら気持ちがいいだろうなとは思ったんだよな。

　いや、昔話はさておき、だ。

　乗馬の練習をするかどうかは、またあとで考えるとして。

　ともかく俺と皇帝親衛隊は、二日で鉱山群の麓の街ワイザムに到達したのだった。

　皇帝が来るというので、街は大騒ぎになっていたらしかったけど、今回は顔見世興行じゃないので、親衛隊は郊外に陣を敷き、俺もそこに詰めることになった。

　鉱山はスミルノッツァ山地の、標高にして千五百メートルから二千メートルくらいの山域に点在しているという。

　範囲もけっこう広いらしいので、ここから山地を見上げても、どの辺にあるのかよくわからない。

　もっとも神の手部隊ゴツドハンドは、当面、そちらに行かないので、わかったところで意味はないけど。

　親衛隊と相前後するように一個軍団が到着したから、親衛隊と新たな一個を加えて、神の手部隊ゴツドハンドの兵力は三万になった。

　あと二個軍団が、こちらに向かって急いでいるという話だが、到着までにはまだ数日かかるらしい。

　それを待っていると鉱山地帯の王国軍陣地が強化されてしまうのは間違いないから、神の手部隊ゴツドハンドは、まず三万で王国領内へ進軍することにして編成替えを急いだ。

　こちらへ向かっている二個軍団には、到着次第、あとを追いかけさせればいい。

　二個軍団一万が加われば、神の手部隊ゴツドハンドは四万になる。

　今回は敵の不意を衝いて王国領内へ入り込むので、速度が命みたいなところがある。

　だから神の手部隊ゴツドハンドの主力は騎兵とする。

　まずは騎兵団一万三千と歩兵団一万二千に加え、親衛隊五千が上道から王国領内に侵攻して、国境近辺にある砦や見張り所などを攻撃、破壊する。

　上道の押さえとして騎兵と歩兵千ずつを残し、二万八千でアルフォルバンへ向かう。

　後続が二個軍団一万だ。

　上道に王国兵はいても、ごく少数なのは確認が取れている。大きな問題はない。

　上道は馬が疾走できる程度には整備されている。

　中道や下道に比べて幅が広く、傾斜も緩やかなので、そこも問題はない。

　騎兵団が敵を蹴け散ちらしたあとを、歩兵団が悠々と通過すればいいのだ。

　いや、悠々と、ではなく、急いで、と言うべきか。

　騎兵団と離れてしまうと、三万の意味がなくなってしまうから。

　とにかく王国領内に侵入したあとは、どうしたって歩兵の出番が増える。

　何しろ王国のアルフォルバンの街を攻せめ陥おとそうとしているんだからな。

　だから歩兵団のうち五千は、騎兵が引く馬車や荷馬車で運ぶことにした。

　前回の対異民族戦の経験が生きた形だ。

　機動力こそが今回の作戦の肝だからな。

　繰り返すけど、地方都市とはいえ、クリエシュ王国内の街を帝国軍が占領したなんてことになれば、内外に与えるインパクトは絶大なものがある。

　王国は鉱山地帯をまんまと帝国から掠め取ったことを喧伝し、対帝国戦で共同戦線を張る国を探そうと考えているんだろうけど、国内の都市を奪われたら、鉱山地帯を占領した戦果なんか吹き飛んでしまうだろ。

　王国は鉱山を実効支配しているという優位な立場を盾に、その支配権を帝国に認めさせようとするんだろうけど、自国の都市が帝国に占領されていたら、その優位性が意味をなさなくなる。

　鉱山地帯を占領している現状を認めろと主張したら、自国都市を占領している帝国の街に対する支配権も認めるってことにもなるからな。

　もっとも帝国からしたら、占領を続けるのは難しいので、陥おとしたあとは、どこかのタイミングで手放すことになるとは思うけどね。

　その代わりに、街に部隊を入れたとき、集めてある王国軍の兵糧を根ね刮こそぎいただいてしまうつもりだ。

　アルフォルバンの街の兵糧が使えなくなったら、鉱山地帯に上がった王国軍は補給ができなくて干上がってしまうからな。

　腹が減っては戦ができぬ、だ。

　黒死病騒動が収束した帝国が次々に戦力を投入したら、王国の侵攻軍四万は、絶対に保もち堪こたえられない。

　仮に後続の二個軍団が予想より早く王国領内に侵入できたなら、その二個をアルフォルバンに入れて街の占領を続けるという選択肢もあり得る。

　間に合わなければ捨て、間に合えば維持する。

　どちらにしても、王国は国境の街を帝国に奪われたという事実は消えはしないから、王国の誘いに乗って帝国と事を構えてやろうと考える国を減らすという抑止効果は確実にある。

　上道を押さえているので帝国軍側の補給は可能だし。

　おまけに、アルフォルバンに入れた王国の貴重な兵糧を手に入れているので、当面の活動に支障はない。

　俺が思い描く最良の展開は、こうだ。





一・アルフォルバンの街を手に入れ。

二・鉱山地帯に上がっている王国侵攻軍の補給路を断ち。

三・アルフォルバンの街を維持したまま王国と交渉を行い。

四・街を返す代わりに、王国が手に入れた鉱山群を返させる。






　いくら四万の軍で占領したといっても、補給がなければ彼らは飢えてしまう。

　その状態で帝国の反攻軍が押し寄せてきたら、王国侵攻軍に跳ね返すだけの力はなく、玉砕するか降伏するかのどちらかだ。

　だから、アルフォルバンの街の占領と維持は、割と大きな意味を持つことになる。

　ただ、街の維持に拘こだわっているうちに鉱山地帯の王国軍が下りてきてしまうと、今度は神の手部隊ゴツドハンドが窮地に陥る。

　王国も、さすがに街を一つ奪われたままにはしておけないから、他の場所の不具合に目を瞑つむってでも救援部隊を差し向けてくる可能性がある。

　そうなると、奪われた鉱山群は奪り返せても、アルフォルバンの街が王国軍に包囲されてしまうかもしれない。

　今度は、街中にいる神の手部隊ゴツドハンド（の一部）が、玉砕するか降伏するか、という流れになってしまう。だから拘りすぎるのも恐い。

　もっとも、鉱山地帯を奪り返した反攻軍が、その勢いのまま王国領内に侵攻すれば、アルフォルバンの街を包囲されてしまうという危険は減るんだけど。

　でも、その辺は出たとこ勝負になりそうだ。

　こちらの反攻軍の兵数によっても作戦が変わってくるし。

　全体の流れを見極め、状況をしっかりと把握して、臨機応変に的確な判断を下したいものだな。

　百戦錬磨の帝国軍幹部が揃そろっているんだ、なんとかなるだろ。

　戦わずに勝利できるなら、それに越したことはないんだ。

　戦闘は戦争における最後の手段、とかって、歴史上の人物の誰かが言ってたよな？

　今回も、できるなら戦闘をしないまま戦争に勝利したい。

　まさか帝国が逆侵攻してくるなどと予想もしていなかったことが彼らの最大の問題点なんだけど、まぁ無理もない。

　黒死病対策で多くの軍団が釘付けになっている現状では、帝国軍が鉱山地帯へ投入できる兵力には限りがあるんだから。

　鉱山を守る為に新たな兵力を送り込むどころか、犠牲を嫌って現地にいた軍団を引き揚げさせるほどだ。

　それを目まの当あたりにした王国側は、当然、こう考える。

　帝国軍には即座に反撃に出る余力はない。だから占領した鉱山地帯に防衛施設を築いて、いずれやって来る帝国の奪還軍を撃退すれば、鉱山地帯は将来に亘わたって自国の物にできる、と。

　奪った鉱山をまんまと自国の物にしてしまえば、帝国と王国の国力差を埋める一助になる。

　おまけに、帝国恐るるに足らずという実績を上げれば、共同戦線の話に乗ってくる国も現れる。

　そんな王国の思惑、というか戦略を根底から覆くつがえすのが、この神の手部隊ゴツドハンドによるアルフォルバンの街の占拠と、神の手部隊ゴツドハンド＋プラス反攻軍による、鉱山地帯に居座る王国侵攻軍の挟撃という戦術なのだ。

　王国にしてみたら、まさかまさか、だろう。

　黒死病対策で大わらわの帝国が、大事な鉱山を放棄してまで王国領内に兵を送ってくるはずがないという思い込みがある。

　動かせる兵力があるなら、まず鉱山の防衛。

　すべてを守るのが無理であれば、数を絞っての防衛戦。

　それも無理なら、いったん引いて、反撃の兵力を集めた後、鉱山地帯を占拠した王国軍への反攻。

　王国にとって、これは鉱山地帯を奪い合う局地戦なんだ。

　それが普通の思考であり、当然の戦術だ。

　だから彼らは、帝国もその範囲で戦うと信じ切っている。

　でも帝国は、この戦いを、帝国対王国という戦争として捉とらえ、戦略的に考えた。

　王国にとって大きな誤算だったのは、帝国の皇帝に、現代日本から来た歴史オタクの俺が即ついていたってことだな。

　過去の歴史を知っている俺は、王国の油断につけ込む狡ずるい作戦を発案し、合理的思考を宗むねとする帝国軍は、それを採用して実行したわけだ。

　つまり、俺の存在が、今回の戦争の行方ゆくえを左右したことになる。

　ははは、そうだよ、自画自賛だよ。

　そのくらい許してくれてもいいんじゃないかな。

　危険を冒して、俺も神の手部隊ゴツドハンドに参加したんだからさ。

　まぁ、べらぼうにリスクは高くないという計算も働いたんだけど。

　だって、帝国の動員もギリギリなら王国はもっとギリギリで、侵攻軍として送り込んだ四万以外に動かせる部隊はいないんだから。

　情報収集要員も、後続部隊はいないと確認した。

　でも、やはり机上の計算は机上の計算なんだな。

　実戦では、ときどき計算外のことが起きると言われるけど、今回も予想していなかった事態に直面することになった。
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　前回同様、親衛隊は実戦部隊というより、情報伝達や各部隊ごとの調整などの実務面を担う形になってはいるが、今回は敵地に侵攻するわけで、戦闘する場面が出てくるかもしれない。

　親衛隊の隊長や副長は、陛下をほったらかしにして街を攻撃するのは我らの任務ではありません、なんて不満の色を見せたけど、それが如い何かに重要な任務かを俺が説くと、すんなり納得してくれた。

　現地でどうなるかは出たとこ勝負だけど、先行する偵察部隊や、予め王国領内に入れてある情報収集要員からの情報は、まず親衛隊のところに集まることになった。

　おかげで俺は真っ先にその情報に接することができた。

「なんだって!?　アルフォルバンの街に四千の王国軍がいる!?」

　親衛隊本陣にいる皇帝座乗の馬車に駆け込んできたグリナマルナが、たった今もたらされた情報を俺に上げてきた。

「はい、陛下。諜報員と偵察隊の両方が報告してきておりますので、間違いという可能性は低いと思われます。諜報員によりますと、三千の輜重部隊が街に輜重を運び入れた直後だったようだ、とのことでございます」

　なんてこった！　よりによって、たまたま輜重部隊が街に入っているときに当たってしまうなんて！

　俺は思わず天を仰いだ。

　もう一日か二日早ければ、輜重部隊はまだ街に入っておらず、あと何日か遅ければ、運び入れを終えた輜重部隊は街を出て行っただろう。

　それなら、街には千の留る守す番ばん部隊しかいなかったのに。

　神の手部隊ゴツドハンドの第一陣は騎兵団が一万七千（うち、親衛隊が五千）、騎兵団が引く荷車に乗った歩兵団が五千で、都合二万二千。

　その後ろを歩兵団六千が駆けてくるが、騎兵と騎兵が引く馬車や荷車に乗った歩兵団よりも到着は遅れる。

　この第二陣のあとに、第三陣として二個軍団一万が続く。

　合計で四万になるが、アルフォルバンを陥おとす作戦に参加できるのは、第一陣の二万二千ということになる。

　上道の押さえとして騎兵と歩兵各千ずつを置いてきたが、それでも二万以上いるから、守備部隊が千しかいないなら、街を陥おとすのは赤子の手を捻ひねるようなものだ。

　というか、衆しゆう寡か敵てきせずで、攻撃するまでもなく相手は降伏するしかなかったんだ。

　でも、街の中に四千の守備兵がいるとなると、難易度が上がる。

　本来は守備兵じゃないんだけど、帝国軍が攻めていけば、彼らは守備兵に早変わりせざるを得ないからな。

　一方、俺たちは、街の攻略にあまり時間をかけられないという制約がある。

　じっくり包囲して中の守備兵が弱るのを待つ、なんて戦術、今回は使えないんだ。

　時間をかけていると、上から侵攻軍が下りてきてしまうかもしれないし、街を奪われそうになった王国が慌てて救援軍を用意するかもしれない。

　アルフォルバンを包囲中に侵攻軍、あるいは救援軍が現れると、神の手部隊ゴツドハンドは腹背に敵を受けることになってしまう。

　一転、帝国軍の大ピンチだ。

　だから陥おとすなら、時間をかけずにサクッと陥おとしたい。

　でも歩兵は少ないし、大型の攻城兵器も持ってきてない。

　普通、城攻めのときは攻城側に守備側の五倍以上の兵力は欲しいって聞くし。

　二万二千だとギリギリだな。いや……歩兵は五千しかいないから、むしろ戦力的には足りてないんじゃ？

　城郭都市の城壁に騎兵が突撃したって、なんの意味もないからな。

　後続の歩兵団六千が来るのを待つ？　そのあとにも一万が続いているっていうから、それが来れば万全だけど。

　でも、そんな時間はない。

　すでに帝国軍が王国領内に侵入しているのは王国側も把握しているだろう。

　他の戦線の危険には目を瞑って増援軍を用意するかもしれないんだ。

　敵地で孤立した二万が敵の増援軍に襲われたら。

　仮に増援軍が神の手部隊ゴツドハンドと同数だとしても、街にも四千がいるわけで、敵地で挟撃されたらやはり勝ち目はない。

　おまけに、王国に侵入した神の手部隊ゴツドハンドのことを知った鉱山地帯の侵攻軍がどう動くか読めないのも具合が悪かった。

　慌てた連中が、鉱山地帯の守りを薄くしてでも半数ほどを下ろそうと決断したら。

　あるいは、鉱山地帯の奪取を諦あきらめて全軍を下ろそうとしたら。

　そこへ王国の増援軍が来たら、俺たち神の手部隊ゴツドハンドの第一陣は包囲されてしまう。

　敵地で包囲されたら、全滅するしかない。

　いや、上道は確保できているから全滅は免まぬかれるかもだけど、追撃されて致命的な損害を出すことになるだろう。

　ヤバイ。

　俺は全身の毛穴から、どっと冷や汗が噴き出すのを感じた。

　俺はすぐに、実質的に神の手部隊ゴツドハンドを指揮しているナハト上将軍のところへ急使を走らせたのだった。
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　状況の深刻さを知ったナハト上将軍は、進軍を続けたまま軍議を開くことにした。

　どういうことかというと、主立った者が俺の乗っている皇帝専用の馬車に集まって、そこで話をすることにしたのだ。

　これなら部隊の進軍を止めるという時間の無駄遣いをしなくて済むし、軍議を一般の兵士に聞かれる虞もない。

　皇帝用の大型馬車だから、大人が六、七人は乗れるだけの余裕がある。

　あるのだけど。

　集まったのはナハト上将軍以下、副官のヨグソトス将軍、ギジュジ作戦担当長、ナイデル騎兵団長、メルグレン歩兵団長の五名で、いずれ劣らぬ屈強な強面軍団だ。

　おまけに皆、苛いら立だちを隠さないまま苦い顔つきで俺の隣や対面に座っているんだから、空間的には余裕があっても、俺は精神的にかなりキツい状況だった。

「まさか敵の輜重部隊が街に入っている時機に当たってしまうとは思いませんでした」

　とナハト上将軍が素直な感想を漏らした。

　俺もそう思ったんだから、彼がそう思うのも当然だ。

「となると我々の作戦も、当然、修正を余儀なくされますな」

　ナハト上将軍が唸るように言うと、彼の幕僚であるギジュジ作戦担当長が憂ゆう色しよくを顔に浮かべて答えた。

「そうでありますね。このまま街を攻撃して占領するか否いなか。する場合は、陥おとすのに時間がかかるかもしれません。手間取るようだと、我々は窮地に追い込まれる可能性が高まります」

「そうだな」

「攻撃しない場合は、ではどうするか、という問題になります。このまま引き返すか、あるいは別の方策を探るか、ですが」

「引き返すのは論外だが……別の方策とは具体的には？」

　と上将軍が訊き返すと、ギジュジ作戦長は遠慮がちに俺のほうに視線を向けてきた。

　俺は覚悟を決めて頷いた。

「上将軍、引き返すのは論外、なんだよね」

「あ、はい、論外だと思います、が」

「うん、俺もそう思うんだ。ここまで来て何もせずに引き揚げたら、鉱山地帯を取り戻すことに失敗したと満天下に宣言するようなものだよね」

「仰せのとおりでございます」

「だったら、予定どおり街を攻撃して陥おとしてしまうのがいちばんいいんじゃないかな。いいというか、いちばん効果的だと思う」

　俺がそう言うと、ギジュジ作戦長が、ですが陛下、と口を挟んできた。

「こちらの現有戦力ではアルフォルバンの街を攻せめ陥おとすのに苦労しそうです。攻撃中に新たな敵部隊が現れたら、かなり危うい事態になります。それに、強攻すれば、我が軍にそれなりの犠牲が出るのを覚悟しないとなりません。よろしいのでしょうか？」

「そこは、なんとか犠牲が出ない方法で攻めようよ」

「あ、はい。ですが、そのような上手い方法は……」

「一つ、考えがあるんだけど」

　俺がそう言うと、ナハト上将軍が上体を乗り出してきた。

「おお、是非お聞かせください」

「来る途中、上道にあった小砦の兵は捕らえて捕虜にしているんだったよね。どのくらいの数がいるんだっけ」

「全部で五百ほどおります。本音を言うと、連れて移動するのは面倒なのですが、かといって解放するわけにもいきませんし、殺してしまうのも、あまり外聞がよろしくありませんので」

「だよね。捕虜は、あとで交渉の材料にも使えるし」

「つまり陛下は、捕虜を街の明け渡しの交渉材料にしようと仰いますか？」

「まさか。捕虜を五百返すから街を明け渡せって言って、相手が応じるはずないよね」

　俺がそう答えると、ナハト上将軍は安あん堵どの色を浮かべた。

「仰るとおりです」

　いや、いくら俺が軍事の素人でも、そのくらいのことはわかるし。

「そうじゃなくて。そいつらは全員、王国軍の軍服を着てるじゃない」

「「「…………」」」

　みな俺の言わんとすることを測りかねているようで、顔を見合わせたり首を捻ったりしている。

「そいつらの軍服を脱がせて、帝国軍の兵士に着せるんだ」

「あっっ！」

　真っ先にナハト上将軍が俺の真意を理解した。

「王国軍兵士を装って街中に送り込むのですな。ですが……バレないでしょうか」

「バレる暇ひまは与えない」

「はい？」

「王国軍兵士は、というか、王国軍兵士に化けた帝国軍兵士は、だけど、帝国軍に追われて逃げていくんだ。アルフォルバンの街に。帝国軍の侵入はもう伝わっているだろうから、上道から王国軍部隊が逃げてくるのは自然だし、それを帝国軍部隊が追いかけてくるのも自然でしょ？　街にいる王国軍も疑わないんじゃないかな」

「おお！　なるほど！」

「で、城門を開けて味方を収容しようとする。あるいは城門はまだ開いているのかな。その場合、収容してから閉めようとする。どちらにせよ城門は開くわけで、化けた五百で城門の守備隊を制圧、城門を確保したところへ、追いかけていく部隊がそのまま突入する……ってのは、どうだろう」

　ナハト上将軍以下、五人は呆気に取られた顔で俺を見つめている。

　……あれ？　ダメだったか？

「陛下の狡こう猾かつさには恐れ入って声も出ません」

　思わず正直な感想を漏らしてしまったギジュジ作戦長の脇腹を、ヨグソトス将軍が強く小突いた。

「うっ。あ、いえ、も、申し訳ございません」

　頭が座席につくくらい深々と腰を折ったギジュジ作戦長に、俺は、いいよいいよ、と笑いかけた。

「たしかに狡猾だし。王国軍に言わせれば狡猾どころか、卑劣だってなるだろうし」

　卑劣だろうとなんだろうと、味方の犠牲を少なくする為なら、それをやるさ。

「どうかな、上将軍？」

「王国軍の奴らにとって卑劣であろうと、我々にとっては上々の策かと思います」

　よかった。

「では、早速、捕虜の王国軍兵から軍務服を剝はぎ取とり、帝国軍兵に着せましょう。その前に、王国軍兵士に化けて逃げていく五百を選ばないとならんな」

　とナハト上将軍が言うと、ヨグソトス将軍が応じた。

「上手く入城しても、正体がバレると中にいる王国軍から総攻撃される虞があります。多少なりとも王国語を話せる者の中から決死隊として参加者を募つのりましょう」

「うむ、それがいいかもしれん。陛下直々の秘策だと言って決死隊を募れば、我も我もと応じてくるだろう」

　いや、あんまり秘策とか奇策とか、強調しないで欲しい。

　具体的な事例を直ぐには思い出せないけど、似たような策は過去の歴史にあったし。

　いつもの換かん骨こつ奪だつ胎たいに過ぎないんだからさ。
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　こうして神の手部隊ゴツドハンド第一陣は、アルフォルバンの街を速攻で陥おとすため、王国軍を装った味方の兵を帝国軍部隊が追撃する、という欺ぎ瞞まん作さく戦せんを実行することになった。

　同時に、予定どおりアルフォルバンを陥おとすから、街を目指して進軍するように、という早馬を第二陣に宛あてて走らせた。

　さらに、多数の物もの見み部ぶ隊たいを鉱山地帯に向けて送り出した。

　すでに鉱山地帯を制圧したであろう四万の王国軍が、今どんな状況にあるのかを探る為だ。

　可能なら、鉱山地帯を抜け、帝国領側の様子も探りたい。

　反攻部隊が登ってきているようなら、神の手部隊ゴツドハンドもそれに呼応して動かなくてはならないんだ。

　とはいえ、鉱山地帯が完全に制圧されていて、王国軍兵士の密度が高ければ、無理して突破する必要はない。

　上道は支配できているんだから、そちらから使者が送られてくるだろう。

　まずは街の攻略だ。

　城門の守備部隊を排除するときには戦闘になる。

　首尾よく排除できて、城門を確保できても、追撃を装う神の手部隊ゴツドハンドの到着が遅れると、彼らは城内にいる王国軍部隊に攻撃されることになる。

　あまりゾッとしない想像だけど、五百対四千ではまったく相手にならず、あっという間に全滅するだろう。

　できるだけ早く神の手部隊ゴツドハンドを街に突入させて王国軍兵士に化けた味方の安全を確保しつつ、城内にいる王国軍部隊を制圧したいところだ。

　作戦が上手く行きますように。

　俺は強く願うのだった。
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　アルフォルバンの街に入っている王国軍は、二万以上の帝国軍が上かみ道みちを突破して王国領内に侵入してきたことを、どうやら把握できていなかったらしい。

　おい、マジか。

　上道の制圧は素早く終えたし、砦とりでに詰めていた王国兵もまとめて捕ほ縛ばくできていたけど、それにしても迂う闊かつすぎるだろ、王国軍。

　いや？　この時代、この世界じゃ、そんなものなのか？

　情報を制する者が戦いを制す、なんていうのは、現代に生きる俺みたいな人間だからこその感覚なのか？

　たしかに無線も電話もない世界だと、人が伝えるしかないからな。

　でも、帝国軍がやって来たのを知った上道の砦の兵は、急使を走らせたりしなかったのかな。

　あるいは逃げ出した兵はいなかったのかな。

　王国軍にしたら、帝国軍が侵入してくるはずないって思ってるから、まさかまさかと言ってるうちに伝令を走らせる機会を逃したのかも？

　にしても、ちょっと箍たがが緩んでるんじゃないかなぁ。

　帝国軍にとってはありがたい話なんで、文句を言う気はないけどね。

　逃げた兵はいたけど、アルフォルバンじゃなくて、どこか別のところへ走って行ってしまったのかもしれない。

　その場合、箍が緩んでいるかいないかより、システム的な欠陥があるって話にもなるんだけど。

　真相はわからない。

　わからないけど、やはりここは異世界、俺の常識では測れないこともあるんだな。

　今回はたまたまプラスに働いたけど、マイナスに働くことだってあるかもしれないし、注意しておこう。

　それはともかく。

　そんな状況だったから、最初、こちらの思惑とは違う展開になって少し焦った。

　王国軍兵士に化けた決死隊五百が「帝国軍に追われて逃げてきた」体ていを装ってアルフォルバンの街まで走ったんだけど、帝国の大軍が間近に迫っていることに気づいていないアルフォルバンの街の守備隊は、いきなり五百もの王国軍兵士が走ってくるのを見て、驚き、怪しんだ。

　まさか反乱が起きたんじゃないだろうな、とまで疑ったらしい。

　これは昼過ぎのことだったんだけど、鉱山地帯で戦争が始まるというので、街は昼でも城門を閉じていて、出入りは小さな脇門に限定していたらしい。

　怪しんだ守備兵が城門を開けようとしないので、王国軍に化けた決死隊五百はかなり焦ったみたいだ。

　まぁ当然だよね。

　このままだと、後ろから追いかけてくる帝国軍部隊が追いついちゃう。

　逃げる王国軍を追いかける帝国軍、という図式を守る為、帝国軍は攻撃しなきゃいけないんだけど、城門前に固まってるのは実は味方だ。

　決死隊の五百も事情は同じで、帝国軍が来たら抵抗しなきゃならないんだけど、追いかけてくるのは実は味方だ。

　お互いが相手に当たらない様に弓を撃つなんて芝居をしていたら怪しまれる。

　抵抗する振りをしつつ逃げるくらいはできそうだけど、それだと街に入るという当初の目的が達成できない。

　そもそも帝国の大軍が現れた時点で、街は決して城門を開けようとしなくなる。

　すぐそこに友軍の兵士がいたとしても。

　そりゃそうだ。収容しているあいだに帝国軍が殺到してきたら城門が破られてしまうからな。

　というわけで、追いかける俺たちとしても困った事態になった。

　追いついちゃったら不ま味ずい。

　かといって、停止してしまうのも怪しい。

　正義の味方が変身を終えるまで待ってやってる悪の怪人、みたいな感じになっちゃうよな。

　って、まぁそれは俺だけの感覚だろうけど、なんかおかしいってのは街の守備兵にもすぐにわかるだろう。

　それに距離が離れていると、上手く城門を開けさせて敵兵に化けた味方が中に入ったとき、駆けつけるのが遅くなる。

　遅れれば決死隊に犠牲が出るし、最悪、全滅することになる。

　仕方なく俺たちは、走る速度を緩めながらも少しずつ街に接近していった。

　このままでは味方が来てしまう！　と焦った決死隊の兵の何人かが、機転を利かせて口々に叫び始めた。

「帝国軍に追われているんだ！」

「中に入れてくれ！」

「味方を見殺しにする気か！」

「早く助けてくれ！」

　このままだと皇帝陛下が直々に授けてくださった作戦が空を切ることになる。

　そう思って必死に訴えたんだって。

　その必死さが奏功したんだろうか。

　それとも、さすがに目の前で友軍の兵士が殺されるのを黙って見ているわけにはいかないと思ったのだろうか。

　街の守備兵は決死隊の五百を収容しようと、城門を開けてくれたのだ。

　第一関門突破。

　決死隊の様子を見張っていた偵察部隊は安あん堵どの息を吐はいた。

　けど、いつまでも安心している場合じゃない。

　すぐに彼らは本隊に伝令を走らせた。

「決死隊は無事、街中に収容された」

　その報を聞いて、帝国軍部隊の先せん鋒ぽうは走る速度を一気に上げた。

　ぐずぐずしていると、街に入った決死隊が街中の王国軍部隊に囲まれ、討ち取られてしまうんだ。

　このとき、第一陣の中心が騎兵であることが活きた。

　騎兵団のうちの五千が駆け足で街に迫った。

　ここがターニングポイントだった。

　街に入った決死隊の五百が、予定どおり城門守備の兵を制圧して城門を開けられるかどうか。

　あるいは開いた状態の城門を、そのまま確保できるかどうか。

　城門が開いていなければ、騎兵は城門前で立ち往生だ。

　そして街中の決死隊は全滅する。

　またもや偵察部隊の兵たちは息を殺し、事態の推移を見守っていた。

　やがて、いったん閉じられた城門が軋きしんだ音を立てて開かれると、今度は彼らは快かい哉さいを叫んだという。

　開いた城門から帝国軍騎兵の五千が街中に雪な崩だれ込こんでいった。

　その時点で勝敗は決した様なものだけど、勝利を確実なものにするためには、さらなる兵力を投じるべきだ。

　ナハト上将軍は当初の作戦どおり、残りの騎兵団七千と四千五百の歩兵団、そして親衛隊のうちの二千を街中に送り込んで制圧戦を完遂させた。

　最初に入った五千と、王国兵を装って先に街に入った五百を合わせれば、一万九千。

　司令部の幹部と俺を守るのは、親衛隊の残り三千だけというかなりお寒い状況になってしまったけど、俺はそれでいいからと上将軍に言った。

　街から少し離れた場所で報告を待っている俺たちのところへ伝令が走ってきて、

「アルフォルバンの街の制圧に成功しました！」

　と伝えたので、司令部ではあちこちで万歳の声が上がった。

　こちらの世界でも万歳って叫ぶんだな。

　というか、翻訳札がそう訳しているだけか。

　それはともかく、一万九千もの兵が街に入ったおかげで、街の制圧はあっという間に完了したらしい。

　街中の安全が確保されると、俺も司令部要員も、すぐに街中に入った。
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　街に入っても、帝国軍は皇帝が来ていることは公おおやけにしなかった。

　さすがにそれは各方面に対して影響が大きすぎるだろうという、ナハト上将軍の配慮からだ。

　皇帝がそこにいるならどんな犠牲を払ってでも……なんてことを考えた王国が、残りの兵を掻かき集あつめて向かってくるかもしれないし、それが無理なら、暗殺者を送り込んでくるかもしれない。

　バイト皇帝の身で暗殺者に狙われたら、洒落しやれにならんわ。

　王国の人たちからすると、バイトだろうが正社員だろうが正当な血筋だろうが、関係ないんだろうけど。

「関係ないからこそ、陛下の出自や立場に関係なく、皇帝というただその一点で、お命を狙ってくるやもしれません」

　とナハト上将軍に言われてしまえば、表立っての行動は控えるしかない。

　何しろ俺は、帝国軍でいちばん派手で目立つ格好してるからね。

　その辺を歩いただけで、街の住民に、なんだ、あいつ？　と思われそうだ。

　住民に紛れ込んでいる情報収拾員にでも注目されたら困る。

　それはさておき。

　名目的にはナハト上将軍が、この遠征軍の最高司令官的な立場に立つわけだが、俺も裏から、一つ二つ、彼に献策しておこうと思った。

　帝国軍は接収した街の政庁舎を臨時の司令部として使うことにして、幹部はそこに集まっていた。

　当然、市民の目については不味い俺も、グリナマルナやスクレィニ、フリエフリュエと一緒に司令部に入っていた。

　そこに確保した一室で、俺はナハト上将軍やヨグソトス将軍、ギジュジ作戦担当長たちと、占領の施策や今後の帝国軍の作戦行動についての打ち合わせをしていた。

　俺の背後には秘書官用の軍服──上着は男性用とほぼ同じだけど、下はスカート──を着込んだ秘書官三人が控えている。

「まずは倉庫にどのくらいの兵ひよう糧ろうがあるのかを調べてもらえませんか。もし充分な量があるなら、それを市民に配ってほしいんですよ」

　と俺が言うと、ナハト上将軍は怪け訝げんそうな顔で訊きき返かえしてきた。

「はい？　確保した兵糧を配ってしまうと仰おつしやいますか？」

「一種の懐かい柔じゆう策さくですね。帝国軍は意外といいことするじゃないか、みたいなことを思ってもらえれば、後々、帝国の利益になるはずですから」

　要するに、損して得取れってことだな。

　上将軍に言ってもわからないかも、だけど。

「ナハト上じよう将しようも、王国内で帝国軍の評判が高くなるのは歓迎でしょ？」

「それはたしかに仰るとおりですが」

「あと、味方の兵たちには街中で勝手な振る舞いをしない様に徹底しておいてほしい。兵士が市民に乱暴したり、街中で酒を飲んで酔っ払って喧けん嘩かしたりすれば、せっかくの懐柔策が意味なくなっちゃいますからね」

「承知いたしました」

「次の問題は、鉱山地帯を占拠した四万に対して、俺たちはどう出るか、ですか」

　そう言って、俺はギジュジ作戦担当長を見やった。

「さようであります。とはいえ、その前に神の手部隊ゴツドハンドの第二陣が合流してくれないと、新たな作戦行動に出られません」

「だね。この街の占領を続けつつ、上にいる四万に対して軍事行動を起こすとなると、兵力が足りないものね」

「あとは、帝国が反攻軍をどれだけ集めているか、その準備状況の確認も必要ですな」

　と副司令官であるヨグソトス将軍が言った。

「黒こく死し病びようが下火になっているなら、すでに二、三万は集めているかもしれません」

「よろしい、作戦担当」

　そう言ってナハト上将軍が上体を乗り出した。

「まずは倉庫の調査だ。そして市民に対する配給の準備。同時に伝令を送って、第二陣に街の奪取を伝え、先を急がせる。街の奪取を伝える伝令は、帝国内にも送る。送って、あちらでどれほどの反攻軍が集まっているか、いつ鉱山奪回に動けるのかを確認する。最優先事項は、その三つだな」

「承知いたしました」

　ギジュジ作戦長はいったん席を立ち、控えていた部下にあれこれと矢継ぎ早に指示を出してから、もう一度、席まで戻ってきた。

「つい先ほど第二陣からの伝令が到着しまして、伝令によると、第二陣はすでに上道をスコレフォ高地まで下りてきているそうです。第三陣も上道を行軍中とのことで」

　ギジュジの報告を受け、ナハト上将軍は、おお！　と手を打った。

「では、第二陣は明日にもこのアルフォルバンに入れるな」

　ヨグソトス将軍も、

「次の作戦行動に移れそうですね」

　と言って安堵の色を浮かべた。

「次の作戦行動を起こす為にも、王国内の情勢を探らないとなりませんね」

　俺がそう言うと、四人は力強く頷うなずいた。

「第二陣が来れば兵力的な不安はなくなります。少し多めに偵察部隊を各地に派遣しておきましょうか。如何いかがですか、陛下、上将軍」

　とギジュジ作戦担当が訊いてきた。

「少し、ではなく、かなり多めに送り出してください。この街を奪われたことを知った王国がどう出るかを知りたいですから」

　俺がそう言うと、ナハト上将軍も、ですな、と頷いた。

「奪還軍を用意するのか、しないのか。しないというか、できないのか、と言うべきかもしれんが」

「用意できる場合の最大の懸念は、奪還軍を差し向け、なおかつ鉱山地帯に登った四万を下ろして、この街を包囲させる、ということでしょうか。奪還軍が二万ほどいれば、六万に包囲されることになります」

　ギジュジ作戦長がそう言うと、ヨグソトス将軍が応じた。

「すぐに王国が、追加で二万の兵を用意できるかは怪しいがな。しかし、六万でも問題ないのではないか？　こちらは第二陣が入れば三万近くになる。第三陣が来れば四万だ。仮に王国軍の四万が下りてくれば、鉱山地帯は我が軍が楽々と奪い返せる。むしろ願ったり叶ったりだろう」

　そこで俺は、一つ思いついたことを提案してみることにする。

「とはいえ、こちらに向かってくる王国軍が少ないに越したことはありませんから、今王国と対たい峙じしている幾つかの国に使者を送ったらどうでしょう」

　つまり「敵の敵は味方」という奴だ。

　俺は三人の顔をゆっくりと見回してから言葉を継いだ。

「『我が帝国は、王国の国境の街アルフォルバンを占領した。王国は奪還の軍を起こすだろうが、兵力に余裕はない。貴国と対峙している国境の兵力を削るかもしれないから、その際の対応はお好きな様にどうぞ』とでも言っておけば、王国の敵対国は喜んで国境を侵してくれるかもしれないですよ。そうなれば王国としても、全兵力をこちらに差し向けるなんて芸当はできなくなります」

「たしかに。それは本来、帝国府の仕事ですから、我々が独断で外交の使者を送るのは越権行為なのですが」

　そう言って、ナハト上将軍は俺に視線を向けた。

「でも、俺がここにいるんだから、問題はないよね」

「さようです。陛下がいらっしゃるのですから、陛下からの親書として相手国に届けることができます」

「宰さい相しようや外交通商大臣には、俺があとから話をしておくので」

「では、早速、使者の用意をして、陛下には親書をしたためていただきましょう」

　こうして軍事的、外交的な対策を立てつつ、俺たちは第二陣、六千の歩兵団の到着を待つのだった。
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　親書の作成と言ったものの、他国の国主や執政者宛あてに送る外交文書の形式なんか、俺は知る由よしもない。

　始末書の書き方なら、一度、先輩から教わったことがあるけど。

　でも、俺には力強いサポートがある。

　グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエの三人だ。

　三人とも皇帝秘書官になるほどだから、その手の文書に関しては知識が豊富で、文面の草案や書き方の指導もしてくれた。

　助かる。

　俺としては、適当なアイディアを出しておけば、あるいはやることを指示しておけば、実務面は三人が熟して回してくれる、みたいな感じになっていて、本当に助かる。

　とはいえ、文面自体は俺が自筆するしかない。

　こちらの世界の言葉にまだ習熟していないので、お世辞にも達筆とはいかないけど、そこは仕方ないと開き直ることにした。

　逆にグリナマルナなど、

「あまり馴な染じみのない文字の崩し方になっていて、逆にそこが皇帝陛下っぽいです」

　と慰なぐさめてくれたので、相手国のお偉いさんにバカにされることもないだろう。

　そうして書き上げた俺の親書を携たずさえて、何組かの使節団が出発していった。

　まだ他国は帝国がアルフォルバンの街を奪うばったことを知らないだろうから、広報活動も兼ねて、ということになる。

　もっとも、皇帝がアルフォルバンにいることを王国の首脳に知られたくはない。

　だから皇帝が送り出した使節団にも拘かかわらず、一行は完全な隠密行動を取った。

　その翌日には神の手部隊ゴツドハンドの第二陣、六千の歩兵団が街に到着した。

　さらに二個軍団がこちらに向かっている途中だ。

　おかげで俺たちの作戦行動の自由度はかなり上がった。

　すべての兵を街に収めるのは大変なので、彼らには当面、街の郊外に陣を張ってもらうことにする。

　万が一、王国が街の奪回を試みて兵を送ってきても、陣地を構築しておけば、防御力が上がるからな。

　余裕があれば出で城じろ的てきな物も造ろうかと思ったけど、さすがにそれは無理かな。

　さて、第二陣が来て人手も増えたところで、俺は大事な策を実行に移すことにした。

　つまり、食糧の配給である。

　倉庫を調べた結果、けっこうな兵糧が運び込まれているのが確認できていた。

　鉱山地帯を占拠した四万の兵を食わせなきゃならないわけで、それなりの量を確保しないとどうしようもないから、当然と言えば当然だけど。

　その兵糧の半分を帝国軍が接収し、残り半分を街の住民に配ることにしたのである。

　もちろん無た料だで。

　帝国軍に占領され、これからどうなるのかと戦せん々せん兢きよう々きようとしていた街の住民は、意外な通達に接して狂喜乱舞したようだ。

　住民の代表者に向けて発した通達には、「この措置は帝国皇帝カミヒィロ一世陛下の慈じ悲ひである」なんてことが書かれていて、俺も驚いた。

　いや、俺が書かせたわけじゃないよ？

　どうやら担当官が気を利かせたらしい。

　帝国府にいるはずの皇帝が、いったいいつこんな通達を出したんだよ、時間的に間に合わないだろ！　的な、突っ込みどころの多い文書だったけど、住民にしたら、そんなことはどうでもいいことで。

　彼らは、ただ食料が無料で配給されるという事実を喜んだ。

　同時に、占領軍である帝国軍が予想外に行儀がいいことにも驚いていた。

　配給所には貧しい人々が列を作り。

　中には帝国皇帝に対する感謝の言葉を口にする者までいたとか。

　おいおい、いいのか？　あとで街の幹部や王国軍兵士に知られたら、酷い目に遭あわされないか？

　と思わないでもなかったが、帝国軍や俺、つまり帝国皇帝の評判が上がるのは狙いどおりだったから、懐柔策は効果を発揮していると思っていい。

　送り出した伝令によって、帝国が鉱山地帯に登らせる反攻軍を三万ほど集めているのも確認できた。

　となれば、いよいよ最終的な戦略目標達成の為に動き出す頃合いだ。

　最終的な戦略目標。

　それはもちろん、鉱山地帯を占拠している王国軍四万を追い落とし、帝国が支配していた鉱山を奪還することだ。

　ついでにというか、あわよくばというか、王国が支配していた鉱山も、可能なら奪ってしまいたい。

　そうして王国に対して圧倒的に有利な立場を作っておいて、講和を結ぶための交渉をするんだ。

　当初、王国軍が狙っていたことを、そっくりそのままやり返すわけだな。

　その戦略目標を達成する為の戦術が、以下のものだった。





・アルフォルバンにいる帝国軍二万八千のうち、一万五千を鉱山地帯へと向かわせる。

・それと歩調を合わせて、帝国側からは反攻軍三万を鉱山地帯へ登らせる。

・神の手部隊ゴツドハンドの第三陣一万は到着し次第、増援として鉱山地帯へ向かわせる。

・帝国は一個軍団を使ってアルフォルバンに兵糧や武器防具を運び入れる。

・神の手部隊ゴツドハンドの残り一万三千のうち一万で、鉱山地帯への補給路を断つ為に主要な街道を押さえる。

・王国がアルフォルバン奪還の為に大軍を送ってきたら（送っては来られないだろうと読んでいるが）街道を押さえるのは諦あきらめてアルフォルバンまで下がる。

・残り三千はアルフォルバンの街の治安維持に当たりつつ、籠ろう城じよう戦せんの準備を進める。

・兵糧を運び入れた五千は、そのまま当地に留まり籠城戦に備える。

・鉱山地帯の王国軍四万が陣地に籠こもったまま動かなければ、反攻軍三万も陣地を造って様子を見る。

・その隙に、神の手部隊ゴツドハンドの一万五千（＋一万）が王国軍の背後を脅おびやかす。

・補給を断たれた王国軍四万は、数日で行動不能となるはずなので、無理はしない。

・そのまま睨にらみ合あっていれば、先に音ねを上げるのは王国軍である。

・帝国は黒死病対策を終えた軍団を、逐次、戦線に投入する。






　つまり、戦闘は行わずに鉱山地帯の四万を干ひ上あがらせる、というのが帝国側の基本的な戦術だった。

　おまけに帝国は黒死病騒動が収まれば投入できる戦力が増えていくのに対し、王国の側に余力はなく、時間が経過しても投入できる戦力が大きく増えることはない。

　無理やり戦力を増やそうとして他の戦線から兵力を引っこ抜けば、先に各国に送った皇帝の親書が威力を発揮するはずだ。

　実際に王国領に侵攻してくれなくても、隙あらば侵すぞという姿勢を見せるだけで、王国は部隊の転用ができなくなる。

　帝国は無理に戦闘をせずとも、このまま睨み合っていれば自然と勝利が転がり込んでくるという図式に持ち込めたのである。

　アルフォルバンの街を維持しているからこそ可能になる図式なんだよな。

　ここに来て俺たちは、無理をしてでもアルフォルバンを陥おとしておいてよかったと、あのときの決断を自画自賛することになった。




　後に「鉱山戦争」と呼ばれた王国と帝国によるこの戦争は、結局、大きな戦闘を見ることなく終結した。

　実際に双方の兵士が戦ったのは、神の手部隊ゴツドハンド第一陣がアルフォルバンの街を奪取するときに城門を巡って起きた小戦闘だけだった。

　王国軍が四万の侵攻軍を動かし、これに呼応して帝国も三万の逆侵攻軍と三万の反攻軍、都合六万もの部隊──後半にはもっと増えた──を動かした割には双方に損害らしい損害も出なかった為、「奇妙な戦争」とか「静かな戦争」と呼ぶ者もいた。

　では、この後の経過を簡単に記しておこうか。
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　鉱山地帯に登った反攻軍三万は、王国軍が陣地に籠もって動かないのを確認すると、自分たちも陣地を築いてそこに籠もり、敵の四万と睨み合いを始めた。

　その間、後方から迫った神の手部隊ゴツドハンドの一万五千も、王国軍の退路を断つように鉱山地帯へと登る中なか道みちと下しも道みちに陣地を構築していた。

　この頃には第三陣の一万が到着したから、神の手部隊ゴツドハンドの陣容は大いに強化された。

　中道と下道を使えなくなった侵攻軍四万は、完全に補給路を断たれた格好だ。

　兵糧の乏とぼしい侵攻軍四万の窮状は帝国軍も把握していたから、破れかぶれで突撃してくるかも、と警戒を募つのらせていた頃、アルフォルバンの街に意外な者がやって来た。

　現れたのは奪還の為の王国軍ではなく、講和の為の交渉を乞こう正式な使者だった。

　講和の使者が送られてくることは、ある程度まで予想できていたから、とくに驚きはしない。

　このまま座して見ていれば、鉱山地帯に上がった四万が飢うえて動けなくなってしまうんだからな。

　戦闘力をなくせば、帝国軍に挟撃されて全滅するだけだ。

　あるいは戦わないまま降伏して、全員が捕虜となるか。

　その上、王国が支配していた鉱山三つも帝国に奪とられてしまう。

　王国としては取り返しのつかない大損害を出すことになるんだから、黙って見ている場合じゃない。

　四万の侵攻軍がまだ戦闘力を残しているうちに講和に持ち込んで、損害を最小限に抑えたいと思うのは当然だから、俺たちは使者の到来を予想していたわけ。

　まぁ、予想より少し早かったな、とは思ったけど。

　アルフォルバンを奪還する為の部隊くらい送ってくるかな、そこで奪還に失敗したら、諦めて講和を選択するかな、と俺は個人的に予想していたから、少し拍子抜けだった。

　いい方向に予想が外れたんだから、文句を言う筋合いじゃないけど。

　さて、王国の王からの正式な使者となれば、皇帝が引見するのが礼儀だろう。

　ということで、俺が見まみえたわけだけど。

　正使とその部下は、いきなり登場した帝国皇帝（俺）を見て度肝を抜かれていたな。

　そりゃあ驚くよな。普通に考えれば、奪ったばかりの敵国の都市──相手からすると奪られたばかりの自国の都市──に帝国の皇帝がいるはずないもんな。

　黒死病対策の為に戦力が不足していて、やむなく親衛隊を投入することになって。

　その流れで、いつの間にか俺も遠征軍に参加……というか、指揮をすることになっていただけ、なんてことは他国の人間には絶対に言えない。

　皇帝に会ったことなどない使者は、最初、偽者かと疑っていたようだが、偽者を登場させる意味……というかメリットなど帝国にないし、遠征軍司令官であるナハト上将軍以下の応対も、まさに皇帝に対するものだったから、何な故ぜここに皇帝がいるのかわからないが、どうやら本物のようだと認めてくれたらしい。

　で、俺は皇帝として、「講和の為の交渉を始めたい」という国王の提案を受け容れることを告げた。

　それに関しては、予あらかじめ宰さい相しようにも連絡を入れておいたし、講和交渉の受け容れの了承も取っておいたから問題ない。

　交渉を行う場所は、ここ、アルフォルバンの街の郊外に作った帝国の陣地を、王国の使者が訪れるということに決まった。

　本来なら講和を乞う側である王国の全権代表が帝都に赴おもむくところだけど、帝都に皇帝はいない。

　いるのは、ここ、アルフォルバンの街。

　そこで、皇帝のいる場所で交渉を行おうと帝国側は申し出たんだけど、じつは本当の狙いは別のところにある。

　アルフォルバンの街の郊外で交渉を行えば、国内外の耳じ目もくが集まることになる。

　つまり、王国の街アルフォルバンを帝国が支配している、という事実を内外に知らしめることになるんだ。

　帝国がここを指定したのは、そちらの理由のほうが大きかった。

　王国側もそれは重々承知だろうけど、交渉開始が遅れれば遅れるほど、王国にとって不利になる。

　鉱山地帯に上がった四万は、もう兵糧が尽きかけているんだから。

　加えて、支配下にある上道を通って帝国の軍団が、二個、三個とアルフォルバンまで進出してきており、街の戦力は大幅に増強されている。

　時間が経たてば経つほど、帝国軍の陣容は厚くなるばかりだ。

　最悪、帝国がアルフォルバンの街を恒久的に支配してしまうかもしれない。

　交渉場所について、あれこれと要求するような余裕は、王国にはまったくなかったのである。

　双方の使節団は、帝国皇帝臨席の上で交渉を開始した。

　帝国側の代表者は外交通商大臣のグンゴン・ガナーシュが担当することになり、彼は帝都からアルフォルバンまで、急行軍で駆けつけていた。

　クリエシュ王国は、なんと国王その人が出で張ばってきた。

　帝国側に皇帝がいるのに、講和を乞う形の王国側が国王抜きでは、誠意が足りないと言われても仕方がない。

　そのことを恐れたのだろう、国王自らが交渉の場にやって来たのだ。

　もっとも、俺が形式的な皇帝なのと同じで、クリエシュ王国の国王も政治的な実権はないようだけど。

　俺が実務的な交渉事をグンゴン・ガナーシュに任せたように、王国の国王も、交渉団の長を務める宰相に丸投げという格好だった。

　もっとも、クリエシュの国王は、講和交渉が行われているあいだ、連れてきた妾しよう婦ふといちゃこらしていただけで、相変わらず書類の山と格闘していた俺とは、待遇も境遇も大違いだったけどな！

　こうして戦争に勝ったあとくらい、俺も勝利の美酒に酔ってみたかった。

　でも、そんなことを許してくれるほど、グリナマルナたちは甘くはなかった。

　アルフォルバン奪取のための作戦行動やら何やらで滞った書類仕事を片付けようと、ここぞとばかりに皇帝の執務机に書類を積んできやがった。

　なんか書類の山は、帝都にいた頃より高くなっている気がする。

　相変わらず真面目だなぁ、この三人。

　まぁ、優秀なだけじゃなく、それだけ仕事熱心な人柄だから、皇帝専用秘書官として採用されたんだろうけど、なんというか、もう少し融通を利かせてくれてもいいんじゃないかなと思わないでもない。

　いや、でも、夕ゆう那な氏が見張ってるんじゃ無理か。

　あの人がいないと、俺ももう少し羽を伸ばせる気がする。

　早くまた現代に行かないかな。

　とはいえ、あの人がいなくなると、それはそれで少し心こころ許もとないし。

　複雑な心境の俺なのである。

　それはさておき。

　俺が書類の山と格闘しているあいだに交渉は着々と進んでいた。

　というか、進まないと四万の王国軍兵士が飢えてしまうから当然だけど。

　ただ、いくらなんでも実際に飢え死にする者が出てしまうと寝覚めがよくないので、俺はガナーシュ外交通商大臣に、必要最低限の食料は王国軍に差し入れてやるように頼んでおいた。

　その事実を知ったクリエシュの国王は、俺に面会を申し込んで、わざわざ礼を言いに来たから、本当に感謝していたんだろう。

　妾婦といちゃこらしていても、飢えた兵士のことをすっかり忘れていたわけではないんだな。

　その事に俺は少し安堵した。

　国王と言葉を交わしてみて、彼が悪い人間ではないことも確かめられたから、その点についても俺は安心した。

　こちらが黒死病で苦境に陥おちいっているときに、救いの手をさしのべるどころか、苦境につけ込む形で鉱山を奪いに来るとか、どんな悪逆非道な奴なんだよ。

　以前はそんなふうに思っていたんだけど、王国は王国で、国の舵かじ取とりとか、いろいろ大変のようだし。

　たしかに帝国みたいな強国と隣り合ってると、自主独立路線を貫くのは簡単な話じゃないんだろうな。

　普通なら、同盟国という名の従属国になるか、友好国という名の提ちよう灯ちん持もちになるかの、どちらかだろう。

　王国は、表向きは帝国のご機嫌を取りながら、裏では密かに牙を研いでいたわけだ。面めん従じゆう腹ふく背はいってヤツ？

　この世界には「溺おぼれる犬には石を投げろ」という諺ことわざがあるらしい。

　相手が弱ったら遠慮せずに叩け、弱った相手からは遠慮なく毟むしり取とれ、という意味だそうで、現代人の感覚からすると、それはどうなの？　と思わないでもないんだけど、それがこの世界の常識だと思えば、王国の採とった火事場泥棒みたいな策も、常識の範囲内……なんだろう。

　俺が目くじら立てても仕方がないのかも？

　とまぁ、国王と個人的に話をしてみて、いろいろ思うところはあったんだけど、それはそれ、これはこれ。

　俺は皇帝として、帝国に勝者の果実を受け取らせる義務があるんだからな。

　交渉の責任者であるガナーシュ大臣と俺は、それまでの交渉の経緯も踏まえて、何度も話し合った。

　そうして帝国は講和の条件を煮詰め、正式に王国に提示した。

　王国からは、二、三の修正要求が出たけど、基本的に提示した条件は認められた。

　やれやれだ。

　これで明日からは皆、枕を高くして寝られるってもんだ。

　時には夜中まで交渉を続けていたガナーシュ大臣は労ねぎらってあげないとな。

　もっとも俺に関しては、溜まった書類が片付かない限り、ゆっくり寝ていられないんだけど……。
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　俺の悲しい境遇はさておき、ここでどのような条件が提示され、受け容れられたかを記しておこうと思う。





①鉱山地帯に上がった王国軍四万は、そのまま全軍の撤収を認める。

②王国軍が接収した帝国の鉱山七つは帝国に返却する。

③王国軍が支配していた鉱山三つのうち、一つに関しては帝国に採掘権を譲渡する。

④その一つは、フォンソ銀鉱山とする。

⑤帝国は、占拠しているアルフォルバンの街から撤収する。

⑥その際、街で確保した物資は返却しない。

⑦帝国が鉱山地帯に城塞を築くことを王国は認める。

⑧王国は、黒死病が発生した帝国のマルスヴァイト州に見舞金を贈る。

⑨帝都にて王国と帝国の友好の儀を執とり行おこない、双方、皇帝、国王が出席する。






　以下、少し補足をしておこう。

　⑧に関しては、「見舞金」と言う以上、金額は王国の裁量に委ねられることになる。

　極端なことを言えば、銅貨一枚でもＯＫってことだ。

　が、王国としても、さすがにそういうわけにもいかないだろうから、ある程度の金額を出してくると思う。

　これが賠償金の代わりだ。

　王国が二度と起ち上がれないように毟り取ってやれ、なんて意見もあったけど、俺は断固として退しりぞけた。

　勝ちすぎはよくない、というのが俺の基本方針なんだ。

　①に関しては、侵攻軍四万の兵糧はもう尽きているため、撤収に必要な最低限の兵糧を贈ってやった。

　反攻軍が王国軍陣営に兵糧を運び入れると、王国軍兵士から歓声や拍手が沸き起こったというから、かなり切羽詰まった状況だったんだな。

　もっとも、その切羽詰まった状況を作り出したのは俺たち帝国だったんだけど、兵糧を贈ったことで、感謝されこそすれ恨まれることはなくなった。

　兵糧断ちで相手を弱らせ、弱った相手に兵糧を贈って感謝される。

　一石二鳥だろう？

　一部には、なんてあくどいんだ、という声も出たらしいけど、スルーしておく。

　⑥に関しては、要するに街に貯めてあった兵糧や物資は帝国が戦利品として処分できるってことだな。

　つまり、街の住民に無償で配給した食料を、王国が住民から取り上げないようにした、という配慮の条項なんだ、これは。

　街から去る前に、「配った食料は帝国の物であると正式に認められたから、王国に返す必要はない」と住民に布告すると、侵攻軍の兵士と同様、住民から拍手喝采が沸き起こったというから、人気取り策としては成功したと言っていい。

　④に関しては、銀鉱山二つを取って、金鉱山だけ残せばいい、とか、三つとも帝国が支配すべきだ、という意見も帝国内にあったけど、これに関しても、俺は一つで充分だと主張して、そう認めさせた。

　⑨に関しては、懇親パーティーを行い、その席で国王と皇帝が友ゆう誼ぎを交えるシーンを内外の招待客に披露しようというのが趣旨である。

　ぶっちゃけて言うと、王国国王が帝国皇帝に膝ひざを屈するところを招待客に見せつけるのが狙いだ。

　もっと言うなら。国王が膝を屈すれば、王国の独立独歩路線には干渉しない、ということでもある。

　とはいえ、今回これだけ痛い目を見たわけだから、しばらくは帝国に逆らおうという気にならないだろうけど。

　他にも細かな取り決めは幾つかあったけど、基本的な講和の条件は①から⑨でまとまった。

　敗戦国の王国としては屈辱的だと感じるものもあるだろうけど、意外と物質的、金銭的な負担は大きくないのがわかるだろう。

　相手国の交渉担当官の中には、こちらが提示した条項を見て、本当にこれでいいのですか？　と訊きいてくる者もいたほどだからな。

　逆に帝国内では、ずいぶんと寛容な条件だ、とか、せっかく勝利したのに、これでは得られる物が少なすぎる、なんていう声が上がったそうだ。

　でもさ、大勝利なんて必要ないんだよ。

「八分の勝利がいい勝利」って言ったのは誰だっけな。

　歴史上の偉人？　いや、将棋の棋士だっけ？

　某企業のトップは、こんなことも言ってる。

「五十一％の勝ちを目指す」って。

　ゼロか百かじゃないんだ。

　一時的に百を得て喜んでも、それは後々、反動がきつくなる。

　相手を追い詰めすぎると、窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむ、なんてことにもなりかねない。

　帝国だって、黒死病発生の後始末で大変なんだ。

　今はなるべく敵を増やしたくはない。

　なんてことを偉そうに言えるようになったのは、俺の皇帝業も多少は板についてきた証拠……かな。

　ともあれ、こうして講和条件は定まった。

　あとは互いの国で批ひ准じゆんの手続きが完了すれば発効なんだけど、ここには国王と皇帝がいるわけで、持ち帰るのも面倒だからと、アルフォルバンの街で批准式典が執り行われることになった。

　式典までの数日間は、外交通商大臣が連れてきた官僚たちは式典の準備で大忙しだったけど、俺はいつもの書類業務に邁まい進しんしていて、いつものとおり忙しかった。

　やがて準備も終わり、批准の式典は滞りなく終了した。

　こうして王国と帝国の講和は無事に成立し、俺はグリナマルナたちを引き連れ、親衛隊に守られながら鉱山地帯へと登った。

　そのときにはすでに王国の侵攻軍は、ごく一部を除いて山を下りていたので、なんの危険もなかった。

　わざわざ鉱山地帯を抜けて帰国することにしたのは、反攻軍の兵士たちに顔を見せておくのがよろしいでしょうというナハト上将軍のアドバイスに従ったからだけど、実際、そこで待ち受けていた帝国軍の兵士から拍手喝采で迎えられた。

　一度放棄した鉱山七つを戦闘することなく奪とり返かえし、その上、王国の銀山を一つ手にれたという大戦果は、兵たちにしてみれば魔法でも見ているような気分だったかもしれない。

　でも……でもだよ、冷静に考えると、「大戦果」というほどの結果は得られていないんだよな。

　七つの鉱山は、元々、帝国が持っていたものだから、プラマイゼロだ。

　王国から譲渡された鉱山は一つだけで、鉱山地帯すべてを帝国の支配下に入れたわけでもない。

　差し引きすれば、かろうじてプラス一、といったところだ。

　まぁ、兵士たちにとっては「戦闘することなく」という要素が大きいんだろうな。

　そこは俺も拘こだわったところだし。

　とはいえ、俺の苦労や拘りなんか、彼らの与あずかり知しらないことだ。

　俺は素直に兵たちの歓迎を受け、そして兵たちの労を労った。

　翌日、俺が親衛隊と共に街道を下り、帝国のワイザムの街に帰り着いた。

　ここまで来ると、やれやれ無事に戻ってきたという実感がひしひしと湧いてくる。

　俺はここでも街の住民たちから熱狂的な歓迎を受けることになった。

　このあと帝都へと帰還する際にも行く先々で歓迎を受けたんだけど、いちいち書いていると長くなるので、それは割かつ愛あい。

　そして帝都へ帰還しようという俺を待っていたのは、またもや凱がい旋せんパレードだった。

　帝都の前衛都市であるインゴルシュまで宰相や軍務大臣、内務大臣などが出張ってきて俺を出迎えてくれた。

　そこで、凱旋パレードをぜひ、という話になり。

　いやいや、凱旋するほどの戦果は上げてないでしょ？　と言って俺は尻込みしたんだけど。

　黒死病で打ちのめされている帝国臣民に明るい話題を届けたい、という宰相に押し切られる格好になった。

　そこで俺たちはインゴルシュに留まり、パレードの準備が調ととのうのを待つことになったんだけど、その間、俺が何をしていたかというと、書類仕事だった。

　グリナマルナもスクレィニもフリエフリュエも、仕事に熱心すぎ。

　祝勝会が行われたことは行われたけど、ささやかなものだった。

　突貫工事（？）でパレードの準備は調えられ、晴れて三日後、俺は親衛隊を引き連れ、派手な作りの馬車に乗って帝都への行進を開始したのだった。

　沿道には無数とも思える帝国民が集まり、馬車に向かって手を振ったり旗を振ったりしてくれた。

　俺は親衛隊に守られながら、パレード用の馬車から身を乗り出し、国民に手を振り返したりした。数キロの道のりをずっとそうして手を振り続けたせいか、俺は帝都に帰り着く頃にはすっかり疲れてしまった。














　黒死病の流行も収まり。

　王国との戦争にも勝利して、大事な鉱山を守り切り。

　こうして帝都まで戻ってきた。

　そんな安心感が重なって気が緩んだのかもしれない。

　俺は帝国府へ帰り着くなり、倒れるようにして眠りこけてしまったのだった。
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　気がつくと、俺は皇帝用の寝台で寝ていた。

　俺の横で俺を看みていてくれたのは、なんと、マルスヴァイト州で黒死病のあれこれを教えてやった女医のロメリア・ロメノシスだった。

「あれれ？　どうして君がここに？」

　寝ねぼけ眼まなこの俺が彼女に尋ねると、白衣を纏まとった彼女は跳ねるように椅い子すから腰を浮かせた。

「あ、いいから座っていて」

「で、ですが」

「いいからいいから。立って話されると俺が落ち着かない」

　そう言って、俺はベッドの上で、もそもそと上体を起こした。

「……では、失礼いたします」

　一礼してから椅子に腰を下ろすと、ロメリアは徐おもむろに口を開いた。

「たまたま内務大臣様に呼ばれて帝都まで参上していたところでして。そうしましたら陛下が倒れられたという一報が届いたのです」

　一緒に黒死病対策に当たったときにも真面目そうだなぁと感じたけど、こうして改めて話をしてみると、やはり真面目で律儀な印象だ。

「内務大臣に呼ばれたのか。なんで呼ばれたの？」

「マルスヴァイト州の黒死病騒動もだいぶ落ち着きましたので、とりあえず現地の状況を報告するためです。それと、内務大臣様から折り入ってお話があるということでしたので、二日ほど前に父と共にやって来たのです」

「なるほど」

「内務大臣様と面会しているときに陛下が倒れられたという報告を受けまして、それで内務大臣様に連れられて陛下の下へ駆けつけたのであります。たまたま内務大臣様と共におりましたため、わたくしがいちばんに駆けつける形となりまして。そこで内務大臣様が、以前にも陛下を診みたことがあるのだから、ちょうどいい、今回も診てくれないか、と仰いまして、恐れ多いことですが、わたくしが診させていただくことになりました」

「そういう展開だったのか。で？　俺は何日くらい寝ていたの？」

「陛下は二日ほど寝ていらっしゃいました」

「二日も！　じゃあ、その間、ロメリアが看病を？」

「はい、看させていただきました」

「まさか全裸に……はしなかったよね」

　ロメリアは力なく首を横に振った

「残念ではございますが」

　残念なのかよ。

　そんなに俺を裸にしたいのなら、なってやってもいいけど……いや、そんなこと言ってる場合じゃないな。少なくとも、今は。

「なんか面倒をかけちゃって、すまなかったね」

「とんでもございません。わたくしのような若輩者が陛下を診ては不味いのではないかと内務大臣様に申し上げたのですが、大臣様は、かまわないと仰いましたので、診させていただきました。よろしかったでしょうか」

「もちろんだよ。向こうで黒死病対策に当たっているロメリアを目の当たりにしているからね、医師として腕が確かなことは知ってるし」

「ありがとうございます」

「で、俺はなんだったの？　なんで倒れたの？」

「陛下は疲労が溜まってお倒れになったのです」

　やっぱり。要するに働き過ぎ、過労だったわけだ、俺は。

　その後、俺が目を覚ましたという報告を受けて寝室に飛んできた夕那氏以下、グリナマルナ、スクレィニ、フリエフリュエに、俺は文句を浴びせてやった。

　いつもはそ知らぬ顔で俺の文句など柳に風と受け流す夕那氏も、今回ばかりは反省したようで、申し訳ないと頭を下げてきた。

　夕那氏は、秘書官三人とロメリアをいったん下がらせると、声を潜めて俺に話しかけてきた。

「今さらですが、やはり陛下の健康をお側そばで常に見守る人間が必要ですね」

「今さらだけど、そこに気づいてくれて助かりますよ」

　と俺は皮肉を返す。

「では、こういうのはどうでしょう？　ロメリアを、陛下専用の医師として召し上げることにしませんか」

「え？　いいの、そんなことして？」

「陛下は、日々、健康状態を見守ってくれる医師を側に置けるわけで。ロメリアは皇帝陛下の専属医師になって富と名声を得られるわけで。陛下が健康を維持してくだされば、それは帝国の為にもなるわけで。さらに言えば、ロメリアは若くて美人な女医さんなわけで、そんな彼女に裸になって健康診断されるのは陛下も大歓迎ですよね」

　最後の！

　いや……どうしても俺を裸にしたいわけ？

「え？　俺が裸になるだけじゃなくて、ロメリアも裸になって診察しろと仰いますか？　たしかに前回、ロメリアはその気になっていたわけですから、嫌とは言わないでしょう。いいんじゃないですか、陛下が裸になって診てもらって、ロメリアも裸になって陛下を診る。これがウインウインの関係ってヤツですね？」

　どこがだよ!?　っていうか、誰も勝ってねえよ！

「いえいえ、可愛かわいい女子とか綺麗な女子とかを裸にしたら、それはもう、男にとっての勝利でしょう」

「立場を利用して嫌がる女子を無理やり脱がしたら、勝利とは言えないでしょ」

「嫌がりはしませんてば。むしろ進んで脱ぐと思いますけど」

　え～～？　いいのか、それで。

「いいんですよ。そういう意味も含めての専属医なんですから」

　それって……グリナマルナたちと同じ意味合いってこと？　つまり、俺の子こ胤だね云うん々ぬんっていう……。

「そうですとも。誰でもいいからさっさと孕はらましちゃってくださいよ。それでみんながハッピーになるんですから、これこそウインウインでしょ」

　いや、この年で子供作るとか、俺はあんまりウインな気がしないんですけど？

「そんなことを言っているから、現代日本では少子高齢化が問題になるんですよ」

　高齢化は、あんまり関係なくない？　っていうか、楽しそうだな、夕那氏。

「でも、本当にいいの？」

「もちろんです。何度も言いますけど、ロメリアは嫌とは言いません。進んで脱ぎますとも」

　それはそれで魅力的な話だけど、そうじゃなくて。

「皇帝専属の医師に召し抱えちゃってもいいの？　という話。他の部署や帝国府にいる医師なんかと軋あつ轢れきを生んだりしない？」

「その辺は、わたしが上手く根回ししておきますのでご心配なく。あ、でも、マルナたちがいい顔をしないかもしれませんね。一方は秘書官として陛下には働いてもらいたい。一方は医師として陛下には休んでもらいたい。女の戦いが勃発しそうですよねぇ、うふふふふ」

　これは楽しくなりそうだ、という思いが表情に溢あふれてる。

　ダメだ、この人。徹底的にダメな人だ。

「誰が最初に陛下のお子を懐妊するか、なんていう戦いも勃発しますねぇ。秘書官同士といえどもライバル関係ですからねぇ。激しい戦いになりそうですね？」

　そう言って夕那氏は、にんまりと笑った。

　いや、そんな戦い……俺が困る……んだけど。

「そうですね。誰か一人に集中するんじゃなくて、みんな平等に手をつけるのがいいと思いますよ」

　手をつけるって、露骨だな。

　ま、それも役得だと思って割り切るか？

　そんな役得でもない限り、時給二万円でもやってられないぞ、この激務。

　……あ、ちょっと待って。

「なんでしょう、陛下」

「俺の契約、時給制だったよね。ってことは、こうして休んでいるあいだは……」

「はい、労働時間としてカウントされません」

　くそぉ！　有給休暇じゃないのか、これ。

　体調が万全な状態に戻るまで、のんびりと養生しようと思ったのに、そうもいかないじゃん。

　……明日にはまた働くか。
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　俺は翌日に職場（？）復帰した。

　というより、休んでいるあいだ無給だと思うと、復帰せざるをえなかった。

　熱も下がったし、ロメリアの処方してくれた薬湯も効いたし、だいぶ調子は戻ってきたみたいだ。

　さて、帝国の現状は、と見てみると。

　今のところ異民族もおとなしいし、外敵の心配はほぼなくなったみたいだ。

　となると、次に力を入れるべきは内政だな。

　まずはインフラの整備、そして産業の振興。

　マルスヴァイト州の復興にも力を入れないとな。

　それと、黒死病みたいな疫病が発生しないように、衛生面の整備や病気の予防に関する知識の普及も必要だ。

　産業の振興という面では、貨幣の鋳ちゆう造ぞうなんかもやっておきたいな。

　貨幣の質を上げておくのは重要なことだろう。

　悪貨は良貨を駆逐する、だからな。

　新しく手に入れた銀山はけっこう規模が大きいみたいだから、きっとその一助になるだろう。

　こうして皇帝業を再開した俺は、帝国隆盛の為、書類仕事に、会議に、国内視察にと忙しい日々を送ることになった。

　現代に還れるチャンスもあったんだけど、異世界での充実した日々を切り上げてしまうのが惜しくて、還るのは先送りにすることにした。




　結局、俺が異世界をあとにしたのは約一年半近くもあとのことだった。

　異世界（現代世界）から来た皇帝の在位としては、いちばん長かったという。
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　俺は今、埼さい玉たま県けん行ぎよう田だ市しにある水すい城じよう公こう園えんというところに来ている。

　もちろん現代日本の、だ。

　公園にある二百本もの桜が、春はる爛らん漫まんとばかりに青空を背景に満開になっている様は、なんとも華麗で美しい。

　ここは『のぼうの城』で有名な、あの忍おし城じよう近くにある公園で、昔は城の一角にあった場所だという。

　俺的に「まだ行ったことがなく、一度、訪れてみたいと思っている城」ランキングのナンバーワンだったんだよね、忍城。

　豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの関東平定の際、豊臣方の大軍──あの石いし田だ三みつ成なりが指揮していた部隊だそうだ──に囲まれても落城しなかったという後ご北ほう条じよう氏方の名城の跡を、自分の目で見たいと思っていたんだ。

　関東地方にあるし、交通の便も悪くないから、いつでも行けるや～、と思っていたんだけど、そう思っていると、どんどん後回しになってしまう罠わな。

　だから異世界から戻ってきて、また古城巡り、廃城巡りを再開しようって思ったとき、真っ先に思い浮かんだのがここだった。

　先述したように交通の便がいいから、東京からなら日帰りで行けるし。

　それにしても、桜、綺麗だな。

　平日の朝だから人も少なくて静かだし。

　桜は好きだけど、花見で浮かれて酒飲んで騒いでる人を見るのは、あんまり好きじゃないんだよね。

　せっかくの綺麗な桜が台無し。

　だから桜の名所を訪れるのは、咲き始めの頃か、盛りを過ぎた頃が多くて。

　旅先で満開の時期に桜の名所──青森城とか行ったな──を訪れるときなんか、敢あえて早朝を狙っていくわけですよ。

　でも、そういうときに限って天気が悪かったりするんだよな。

　だからこれまで、こんな晴天の下で満開の桜を見る機会があんまりなかったんだ。

　今回は見られて嬉うれしい。

　しかも今回は、俺一人じゃないし。

　そう一人じゃないんだ。

　俺の隣には異世界で世話になったあの娘こが寄り添っている。

　彼女も、満開の桜並木の美しさに目を丸くして見入っていた。
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　ざっと一年半近くを異世界で皇帝として働いてきた俺は、大きな事件を一つ片付けたのを潮時に退位して、現代世界へと還ることを決断した。

　夕ゆう那な氏からも、そろそろ還ったほうがいいのでは、と勧められたし。

　たしかに、これ以上いたら、異世界に馴染みすぎて現代に還れなくなるかもしれないと思ったし。

　還れないというか、還ったのに現代社会に再適応できなくて社会的な不適合者になってしまうかも、みたいな？

　だから、まだ現代人としての感覚が残っているうちに還ったほうがいいという結論になったわけ。

　帝国のほうとしても、長期間に亘わたって現代から来た人間に皇帝位に居座ってもらうのもあまり具合がよろしくないみたいだし。

　ということで、俺は還ることにしたんだ。

　一年半も皇帝を務めたから、お金はあった。

　というか、貯まっていた。

　何せ時給二万円で、毎日、朝から夜遅くまで働いてたからな。

　夕那氏が現代へ飛ぶ度に金貨を持っていってくれて、換金してくれて、作った口座に預金しておいてくれてたから──彼がどうやって俺の口座を開いたのかは謎なぞだ──俺が当座の生活費に困ることはなくなっていた。

　俺も還るときには金貨を持ってきたしね。

　それでも運びきれなくて残った分は、今後、夕那氏が往復する度に持ってきてくれるということだから、そうだな、十年以上は働かなくても大丈夫かもしれない。

　とはいえ、十年も遊んで暮らすつもりはないけども。

　それこそ、社会に復帰できなくなってしまうだろ。

　ただ、一年半というもの、本当にハードだったので、一年くらいはのんびりゆっくりしようとは思ってる。

　それはさておき、話を戻そう。

　大きな事件を片付けて一段落したところで現代に還ろうと決断した俺だけど、そのとき、彼女が俺に従ついて現代世界へ渡りたいと言い出したんだ。

　いや、驚いたよ、もちろん。

　だって夕那氏曰いわく、

「こちらの人間が現代と行ったり来たりするのは認められません。今のところ、わたしと師匠だけが例外です。他人にも許したら、現代世界の経験者が際限なく増えてしまいますからね。それはこの世界にとって、いいことではありません。少なくとも、師匠はそう考えています。だからこちらの世界の人間を現代に連れていくことはしていません。仮に連れていくことがあったとしても、連れて戻ってくることはないでしょう。それが師匠とわたしの決めた不ふ文ぶん律りつです」

　ってことだから、俺と一緒に現代世界へ渡ったら、二度と異世界、つまり故郷の世界に戻れなくなっちゃうわけで。

　でも、彼女の決意は固かった。

　俺も夕那氏を交えて三人で何度も何度も話し合ったけど、結局、彼女の意志が翻ひるがえることはなく。

「そこまで言うのなら連れていくのも吝やぶさかではないですが。でも、あちらへ渡ったら、二度とここへ、この世界へは戻れませんよ？　誰も知らないあちらの世界で一人生きていくことになりますよ？　それでいいんですか？」

「誰も知らない世界ではありません。わたしには陛下がいらっしゃいますから」

　いや、現代に還れば、俺はもう皇帝じゃないけどね。

「そこまで言われてしまってはね。で。陛下……守かみ広ひろさんはどうなんですか」

　正直な話、嬉しいの一言だよ。

「そうですか。でしたら……師匠は『こちらの人間が、ここと現代を行き来することがあってはならない』と言っていますが、ここから現代世界への一方通行なら、黙認してくれる……かな」

　最後には夕那氏が折れた。

　ということで、俺は彼女を同伴して現代日本へと戻ってきたのだった。

　ちなみに、夕那氏は中米の小国のパスポートを彼女のためにでっち上げてくれた。

　大丈夫なのか、あの人。

　さておき、こちらの世界へ飛ぶ前に彼女も夕那氏の計らいで退職金という名の餞せん別べつをもらっているから、たとえ俺がいなくても生活に困ることは……いや、あるわ。

　第一に言葉が通じない。

　当面は俺が拙つたない帝国語を駆使して通訳として頑張るしかなかった。

　ただし。

　彼女は日本に来た外国人どころじゃない存在だ。

　何しろ日本に来た異世界人だからな。

　言葉だけじゃなく、あらゆる常識が通じない。

　道の歩き方、お金の使い方、電気やガス、水道の使い方なんていう基本中の基本に始まって、バスや電車の乗り方、店での買い物の仕方、クレカやスマホの使い方なんていう応用編まで、徹底的に様々なことを教え込まなきゃならなかった。

　ある意味、幼稚園児よりも大変で、一いつ時ときも目を離せないとはこのことだ。

　必然的に一日二十四時間、一緒にいることになる。

　つまり、一緒に暮らすわけだ。同棲だ。

　ははは。

　そのために、新しく部屋を借りた。

　割と広めの３ＬＤＫを。

　何せ、俺も彼女もお金には困っていないからな。

　そうやって四六時中一緒にいて、俺はありとあらゆることを教えていった。

　元々が優秀な彼女のこと、現代での生活に必要な知識や常識を短時日でみるみる吸収していった。

　日本語も、信じられないくらいに上達した。

　今では片言の日本語で、ある程度の意思の疎通ができるくらいになっている。

　来た当初は、あまり外に連れ出すこともできなかった。

　何かの拍子にとんでもないことをしでかす虞おそれがあったから。

　俺が目を離した隙に、信号に気づかないまま交差点に突進、なんてことにでもなったら大惨事だ。

　でも、最近は、普通に外を歩けるようになってきた。

　だからデートもしている。

　いや、今さら？　という気がしないでもないけど、二人で出かけると彼女が喜んでくれるからね。

　彼女が喜んでくれれば、俺も嬉しいし。

　近場だけでなく、遠出だってできる。

　ときどき、温泉に出かけて旅館に泊まったりして。

　貸し切り風呂を借りて一緒に温泉に浸かったりして。

　うはは。

　で、俺の趣味だった古城巡りにも彼女が付き合ってくれて。

　今日は、こうして二人で忍城に来て、水城公園で満開の桜を見ているわけ。
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「どう？　水城公園の桜は？」

　俺が彼女の背に声をかけると、静かに佇たたずんでいた彼女は俺の言葉に反応して、ゆっくりと振り返った。

　今日の彼女は淡色のニットにゆったりとした濃紺のパンツスタイルで、その上に白のトレンチコートを羽織っている。

　青空の下、スタイリッシュな白のコートがピンクの桜に映えていて美しい。

　一方の俺はというと、赤のスタンドカラーのシャツに黒のジャケット、そして黒のジーンズという、いつもの出で立ちだった。

「これが陛下……守広様……さんの見たかった風景、なのですね」

　だいぶ現代世界に慣れてきた彼女ではあるけど、まだ異世界にいた頃の癖が抜けないことも多々ある。

　俺のことを「陛下」と呼ぼうとするのなんか、その最たるものだ。

　陛下と呼ぶのが彼女にとっていちばん自然なことらしく、俺の名前を呼ぶことには、いつも苦労しているみたい。

　でも、「陛下」なんて呼ばれているのを誰かに聞かれたら困るからね？

　俺はなんとか彼女の悪癖──と言ってしまうのは彼女が可か哀わい想そうだけど──を直そうと、ことあるごとに指摘しているんだけど、一度染みついた習性がなかなか抜けないのは、現代人も異世界人も同じみたいだ。

「美しいところです、ここ。現代にも、このような場所、あるのですね」

　彼女に言わせると、現代は「混こみすぎ」だそうだ。

　たしかに人も車も多いし、建物の密集度もハンパないものな、東京は。

　それはわかる。

　俺も異世界から還ってきたばかりの頃は、人の多さとその混雑ぶりに辟へき易えきしたものだ。

　東京ってこんなに人や車が多かったっけ？　と、東京に住んでいた俺ですらそう感じるんだから、異世界から来た彼女が「混みすぎ」だと感じるのも無理はない。

　最初は俺も、現代世界の粋すいを見せようと都内各地に彼女を引っ張り出したんだけど、人や車の多さに尻込みして、デパートや繁華街を歩くのを嫌がってたものなぁ。

　だから二人で出かけるときは、なるべく郊外に行くようにした。

　どうせ郊外に行くなら、中断していた古城や史跡巡りを再開しようと思い立ち、こうして彼女を忍城に連れてきたのだった。

「少し安心しました。シブヤ、シンジュク、イケブクロばかりだと、わたし、この世界に馴染めるかどうか、自信ありませんでした」

　俺は微苦笑しつつ答えた。

「東京の都心が特殊なんであって、こういう景色は至る所にあるよ」

「はい」

　彼女は優雅に頷うなずいてから、ゆっくりと桜並木を仰ぎ見た。

「このサクラ、というのでしたか？　サクラは綺麗な花を咲かせますね。こんな樹木、あちらの世界にありません、でした。とても美しい光景、素敵です」

「まだまだ美しい光景はいろいろあるからさ、これからそれを、二人で見て歩こうよ。幸いにして俺には何年か働かなくてもいいだけの蓄えがあるからさ。二人で、ゆっくりと日本を巡って歩こう」

　彼女はゆっくりと顔を戻した。

「古城巡り、ですね」

「べつに古城に限定しなくてもいいんだ。美お味いしい物もたくさんあるから食べ歩くのもいいよね。冬になったらスキーやスノボをしに行くのもいいかも。帝国って、あんまり雪が積もらなかったから、雪景色とか知らないでしょ。日本の雪国って、見渡す限りが真っ白に変わるんだよ」

「それは素敵、ですね」

　彼女は極上の笑みを浮かべ、俺に向かって小さくお辞儀をした。

「ぜひご一緒させて、ください、陛……好よし城きさん」
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　どうも、舞まい阪さかです。

　この冬、札幌では、一時期とんでもなく寒いときがありました。一日の最高気温がマイナス十度以下！　最低気温でならマイナス二桁を何度も経験しましたが、最高気温て。札幌に越してきて初めてです。なんでも札幌で最高気温がマイナス十度を下回ったのは四十年ぶりだとか。そりゃ初体験だわ。

　と、そんな極寒の時期もありましたが、一冬を通してみれば、雪も少なく、暖冬傾向だったような。というところで、この冬の話題をもう一つ。二月に二年ぶりにスキーに行きました。気温が高めで、雪が溶けないかどうか心配するくらいでしたが、それでも一度降雪があったためコンディションは良好。よかった。やっぱりスキーは楽しいね。

　で、スキーは例によって東京方面から来た某作家さんお二人と行ったのだけど、このお二人、とにかくスープカレーが好きなのですよ。わたしも好きなので、今回も一緒に「すあげ＋プラス」というスープカレー屋さんに行きました。このお店のスープカレー、わたしは札幌でいちばん好きです。

　味に関しては個人の趣味の問題もあるので、この店がいちばん美味しいとは言いませんが、少なくともわたしはここのスープカレーがいちばん好きです。一緒に行った作家さんとも、「カレーなのにスープとして飲めてしまうここのカレー最高」ということで見解の一致を見ております（笑）。

　余談ですが、ここのスープカレーについては、ちょっとしたエッセイ（っぽい何か）を『キタノステラ』という同人誌に寄稿しておりますので、興味がある方は読んでみて下さい。ネット書店（アマゾン辺り）で買えるはず。わたしが「北海道で衝撃を受けた味のベストテン」なんてものも書いてあります。まぁ、あくまで個人的な感想ですが。




　東京では早くも桜が開花したとかで、もう春なんでしょうけど、こちらはまだ最低気温が氷点下だったり、たまに雪が降ったりしています。春が来るのはもう少し先になりますね。何しろ桜の開花まで、あと一カ月くらいかかる。耐えていきたいと思います。




　それでは、次が何になるか、いつになるかはわかりませんが、そのうちまたどこかで。皆様、ご自愛下さい。





二○一九年三月吉日　舞阪洸こう　　拝
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